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			ギルドのチートな受付嬢②

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			　序章

			　第１章　祭

			　第２章　思惑

			　第３章　力

			　終章

		

	
		
			　

			序章

			　

			　太陽も月もない、三本の世界樹と四つの属性を司(つかさど)る結晶柱によって管理される世界、ラトル・ウェスヴァニア。

			　その南西大陸の西に位置するとある国。

			　照明として用いられる火の結石に照らされた部屋で、椅子に座る男が机を挟(はさ)んだ先の男に一枚の紙を差し出した。男は手渡された紙を見て、眉(まゆ)一つ動かさずに椅子に座る上司へと視線を戻した。

			　満足げに頷(うなず)いた上司は、背もたれに体重を預け、口角を上げる。

			「何か質問はあるか？」

			「いえ」

			「それでいい」

			　疑問を抱き、解決策を考えるのは別の人間の仕事。ただ忠実に与えられた任務を全うするために行動する。それが彼の所属する部署の共通認識であり、共通の理念でもあった。

			「追加資料、備品の受け渡しはいつもの通りだ。行け」

			「了解しました。失礼します」

			　淀(よど)みのない動きで退室した男は、まっすぐに自身の執務室へ向かった。

			　自分の部屋にノックをする者はいない。止まることなくドアを開いた先では、女性が一人、頭を下げて男を出迎える。

			「おかえりなさいませ。すぐ出発ですか？」

			「ああ。申し訳ないけど、また当分の間、留守を頼むことになる」

			「仕事ですから、お気遣いは無用です」

			　その言葉が指すのは、すぐに発つことに対してか、それとも留守を任せることに対してか。

			　冷淡にも思える返答に男が気を悪くした様子はなく、むしろすまなそうに苦笑を浮かべた。

			「定期連絡が来ていたようだが……皆はなんだって？」

			「皆、変わりないようです。……人が良いのは院長先生の影響でしょうね」

			　ほんのわずかにだが、女性の口調が柔らかくなった。

			　他人事のように言うが、彼女もその影響を確実に受けている。

			　そう浮かんだ言葉は胸中で呑み込み、男は身支度を手早く済ませる。

			　途中ドアがノックされ、出迎えた女性が手紙を受け取り、内容を検分する。視線で内容の説明を促(うなが)された女性は、すっと目を細め周囲の気配を窺(うかが)う。問題なしとみて、机の上に手紙を置きながら口を開く。

			「市中で不審行動を取る男を捕(ほ)縛(ばく)したところ、普(ふ)人(じん)至上主義者だと判明したようです」

			「……またか。牽(けん)制(せい)……いや、視野を狭(せば)めさせるのが狙いか」

			「恐らくは」

			　わざと敵のお膝(ひざ)元(もと)で事件を起こし、内側に目を向けさせる。

			　もしそうなら舐められたものだ、と男は苦笑する。

			　自分程度の人間が思い付くことを、思考を司(つかさど)る者たちが気付かぬはずはない。

			　身支度を済ませた男はドアの前で姿勢を正し、女性と正対する。

			　先ほどとほとんど変わらない彼女の表情が、心持ち雲ったと気付けるのは、男を含め旧知の者くらいだろう。

			「行ってくる。至上主義者の好きにはさせないさ」

			「……はい。お気を付けて」

			　その言葉の意味が本当に伝わることはない。

			　そう分かっていながら、女性は男が去ったドアを眺め続けていた。

		

	
		
			第１章　祭

		

	
		
			　ロンドヴィル王国の都市・リュネヴィル。

			　この都市が大々的に宿場町として生まれ変わる際に、さらなる利用者の増加を見込んで新たに建設された支部の別館は、支部の機能は置かずに、食事や情報交換の場としての役割に特化していた。

			　とどのつまり、食堂である。その別館の２階で、とある集まりが開かれていた。

			「では皆さん、全員くじは引きましたね？」

			　紙を握りしめる面々は、緊張した面持ちのまま頷(うなず)いて見せる。

			　支部の職員として働くエルフの少女、イリアは、背後の掲示板から布を取り払った。

			　掲示板全体に貼られていたのは、街の大まかな見取り図と、いくつもの数字だ。数字の横には様々な文字が書かれており、一つとして同じものはない。

			　掲示板を食い入るように眺める目は、自らの番号を探して右往左往する。

			「……っしゃあ！　ヤキソバいただきっ！」

			　腕を天に突き上げて歓喜する男性に続くように、そこかしこから声が上がる。

			「オムフランク!?　やった！」

			「金魚すくい……？　なんだそりゃ」

			「お、お好み焼き……上手くできるかしら」

			「タ・イ・ヤ・キーー！」

			　歓声や戸惑いの声を手拍子で鎮(しず)め、イリアは隣に立つ猫の獣(じゆう)人(じん)の少女、リアを示した。

			「まずマニュアルをお渡ししますので、こちらに並んでください」

			　ぞろぞろと移動する面々を見遣り、イリアに近づいたフランクは安心したように一つ、息を吐いた。

			「これなら、何とかなりそうだな」

			「はい」

			「……やっぱり、一緒に行かないか？」

			　ギルド連合リュネヴィル支部の長であるフランクの視線を受けても、イリアは首を横に振った。二度目の提案であり、分かりきった答えでも、失意を隠せないフランクに、イリアは笑いかける。

			「私が行っても、何も変わらないと思いますよ？」

			「まぁ、それはそうかもしれないけどな……」

			　フランクの言葉は、どうにも歯切れが悪い。

			　２人が話題にしているのは、先日支部長宛に届けられた通達についてだ。

			　通達内容は『本部総会の開催にあたり、全本部長並びに支部長は、ギルド連合総本部に出頭せよ』というものだった。

			　本部総会自体はフランクも何度か経験しているものの、今回のように開催目的が明記されていないというのは、初めてのことだった。

			　そのため、何かと事情に敏(さと)いイリアに同行を提案したが、素(そつ)気(け)なく断られてしまった。

			　ほとんどの支部長にとって本部総会は〝決定権を与えられているから仕方なく参加する〟程度のものである。話の争点にでも登らない限り、一言も発言せずに終わることもざらだ。

			　しかし、彼の直感は「面倒なことになりそうだ」と告げており、イリアの直感もまた同様であった。しかし、

			（面倒事に巻き込まれたくないし）

			　それこそ、彼女が同行を拒否する主たる動機だった。

			「万が一、損害を受けるような話でしたら、無理せず逃げてきてくださいね？」

			「不安になるようなこと言うな……」

			　項(うな)垂(だ)れながら苦笑するフランクに、イリアは自然と零(こぼ)れた微笑(ほほえ)みを返した。

			　そんな彼女の様子から冗談だと気付いたのだろう。

			　フランクは心が軽くなるような気分を自覚して苦笑を解き、穏やかな空気を堪(たん)能(のう)する。

			「……話しかけてもいいです？」

			　おずおずと、しかしその実にやにやとしながら、シンシアが話しかけてきた。

			　しかし、それに「どうぞ？」と平然と返すイリア。そんな彼女にシンシアは毒気を抜かれてしまう一方で、フランクは気まずさから何も返せずに視線を逸らした。

			「……こほん。えーっと、マニュアルを受け取った人たちから早速質問が来てるよ。調理道具とかどうすればいいのって」

			「分かった。説明しちゃうね」

			　イリアはシンシアを伴(ともな)って、人混みに向かって行く。

			　残されたフランクは、掲示板に目を遣った。まず目を引いたのは、大きく書かれた〝竣(しゆん)工(こう)祭(さい)〟の文字。

			　すべての工事が終了したことで、その落成を記念して行われる、この祭り。

			　期間は二日あり、一日目の夜には街の外から訪れた客に新設された宿を特別価格で泊まってもらおう、という企画だった。

			　祭りといえば、露店である。

			　ここリュネヴィルの住人にとって、収穫祭などの経験はあるものの、それは中央広場で行われる程度の規模でしかない。

			　今回の竣(しゆん)工(こう)祭(さい)は新たに建造された宿の落成とお披(ひ)露(ろ)目(め)が主であるため、必然その範囲は大きくなってしまい、出店が少なければみすぼらしい雰囲気になってしまうことが予想された。

			　祭りの規模に対して、露店が少ないというこの問題。

			　解決策として挙げられたのが、支部で出される多種多様な料理だった。

			　支部の料理を露店で出す権利。

			　先ほどのくじは、その料理を決めるためのくじ引きであり、各説明を行うための集まりが、現在繰り広げられている光景だった。

			「いやー、最初は断られると思ったんだけどよ。支部長様々だぜ」

			　説明を受け終えたのか、満足げに語る男性がフランクに笑いかける。

			「うちのレシピは特に秘(ひ)匿(とく)されていませんからね。大したことではありませんよ」

			「またまた、ご謙(けん)遜(そん)を！」

			　がはは、と快活に笑う男性に対して、フランクは苦笑する。

			　レシピが秘(ひ)匿(とく)されていないというのは事実であり、商業ギルドでは実際にレシピ本が販売されていた。

			　レシピの情報を商業ギルドにもたらしたのは、前世の世界中の料理を考案・編修したイリアではなく、クラリスという同じ支部に勤める職員なのだが、イリアから直接手ほどきを受けながら得た情報であり、レシピそのものに相(そう)違(い)はない。

			　それでもあまり普及しないのは、料理道具の作製や材料の購入などを考(こう)慮(りよ)した場合、割高になってしまうことがほとんどだからだ。

			　加えていえば、同じレシピでも作る者のさじ加減によっても味が変わるため、リュネヴィル支部の（特にイリアが作った）料理と同じものを作ることはできなかった。

			　だからこその繁盛であり、不利益を被る可能性を無視してイリアがレシピの公開を許した理由でもあった。

			「では、本日はここまでとなります。料理の練習は後日、似た種類ごとに分かれて行いますので、掲示板に書かれた日程の確認をお願いします」

			　一通りの説明を終えたイリアの声が響き渡り、露店の抽選会は無事終了した。

			「じゃあ、次は私たちだね」

			　書類を整理しながら言ったリアの言葉に、その場にいた職員たちの視線が集まる。

			「じゃあ、本館に戻ろうか」

			　フランクの言葉に全員が頷(うなず)きを返し、片付けを終えた者から別館を後にした。

			　とはいえ、全員がバラバラに戻ったわけではなく、シンシアとリアは足並みをそろえて支部への道を歩いていた。

			「そう言えば、私たちってなんのお店やるの？」

			　マニュアルを渡していたリアなら、残ったもの……支部の職員に割り振られることになる露店の内容を知っているだろう。

			　そう考えたシンシアだったが、当のリアは暢気(のんき)そうに尻尾(しつぽ)を揺らしながら、首を傾げるだけだった。

			「私も分かんないよ？　マニュアル、残んなかったし」

			「えー!?　どういうこと!?」

			　まさか、支部は店を出さないことになったのだろうか。

			　試食と称(しよう)してタダめし、もしくはタダスイーツにありつける目算が外れ、シンシアは軽い絶望感に襲われた。

			「イーリアー」

			「ん？　なに？」

			　先をフランクと歩いていたイリアのもとにシンシアが駆け寄り、背後から顔を窺(うかが)う。

			「支部って何のお店出すの？」

			「うーん……実はまだ決めてなかったり」

			「ええ～」

			　そんなやり取りをしているうちに支部に辿り着いたイリアたちは、人通りの多い正面の入口ではなく、職員用の勝手口から支部に入る。そして、フランク以外の者はそのまま横の事務室に向かった。

			「あ、おかえり」

			「ただいま～」

			　事務担当のデジレとクロードに迎えられ、備え付けのソファにイリアたちが座ると、デジレが箱を差し出した。

			　首を傾げるシンシアとリアを尻目に、箱を受け取ったイリアが上部に開いた穴から手を入れたかと思うと、再び姿を現したその手には、小さな玉が握られていた。

			　玉には何も書かれておらず、困惑を増した２人にイリアは箱の穴を向ける。

			「取るの？　……あ、１って書かれてる」

			「私は２だって」

			「じゃあ、リアは一日目、シンシアは二日目の店番、お願いね？」

			　事もなげに言ったイリアの言葉を、２人の少女は無言で受け止め、

			「「　ええ!?　」」

			　理解すると同時に、悲鳴にも似た困惑の声を上げた。

			　

			　翌日の夜。

			　竣(しゆん)工(こう)祭(さい)一日目の店番を務めることになったリアとラシェル、そして二日目のシンシアとクラリスが、支部の厨(ちゆう)房(ぼう)に集まっていた。

			　この集まりの目的は、露店で出す料理の決定と、その練習である。

			　今さらではあるが、イリアには前世の記憶がある。

			　前世では幼(おさな)馴(な)染(じみ)の女の子がいて、彼女は菓子職人を目指していた。

			　高校卒業後、進学先が分かれた後もそれなりに付き合いはあり、就職活動の際には互いに愚(ぐ)痴(ち)を言いあったりもしていた。

			　そんなイリアが目の前の光景を見て思い出したのは、とある面接の失敗談だった。

			　お題は、好きなお菓子とその理由についてであり、他の受験者はその起源やら効能など小難しいことを言っていたらしい。

			　そして、ついに順番が回ってきた彼女はこう答えたという。

			　――私は、チョコレートが好きです。なぜなら、食べると幸せな気持ちになれるからです！

			　まぁ面接の答えとしては失敗だったろう。

			　だが、イリアは思う。

			　それこそ真理である――と。

			「あまーい」

			　甘めに溶かしたチョコレートに指を浸し、咥(くわ)えては目じりを下げる４人の少女。

			　本来であれば叱りつけるのがイリアの立場だが、蕩(とろ)けそうな表情の４人を見てしまうと、咎める言葉は出せそうになかった。

			「牛乳の粉を入れると、こんなに変わるんだね～」

			　砂糖や粉乳を入れないチョコレートは苦くて酸味があり、薬として用いられてきた。

			　砂糖を混ぜることで苦味は抑えられ、乳の粉を混ぜることで口当たりがよく、より柔らかな甘みを主張するようになる。

			　砂糖をふんだんに使えばその分高価になるため、作り方が商業ギルドに広まった現在でも、いまだに一般家庭には馴染みの薄い贅(ぜい)沢(たく)品(ひん)である。

			　今までにも支部の料理でクレープやパフェなどには使用してきたが、実際にどうやって作られていたのか、知らない者が多かった。

			　剣術、魔法、鍛(か)冶(じ)、薬剤……。

			　一般に秘(ひ)匿(とく)される技術は多数存在する。そのことが半ば〝当たり前〟になっているこの世界では、「聞いても教えてくれることはないだろう」と、初めから決めつけている者が多い。

			　それらと同様にイリアの料理――ひいては支部の料理についても「特別なもの」の一言で片付けられる場合が多く、チョコレートもその一つだった。

			「これをどうするの？　店で使ってるのって、クレープとかパフェだけど、クレープは他の人だし、パフェは単価が高くなっちゃうし……まさか、飲み物として出す、なんて言わないよね？」

			　いくら祭りで財布のひもが緩むとはいえ、一般人が払える額には限度がある。

			　そんな懐(ふところ)事情を百も承知のイリアは微笑(ほほえ)み、冷蔵庫からいくつかのトレーを取り出した。

			　少女たちの目に飛び込んできたのは、細かく切り分けられたフルーツ等の食材たち。

			　これをどうするの、と問いかけようとした少女たちがイリアに視線を戻すと、彼女はフォークを４人に差し出しつつ、フルーツにフォークを刺した。そして――。

			「これで食材を刺して、チョコレートに浸して……」

			　そのフォークの動きを目で追う少女たちは、チョコレートをまとったフルーツがイリアの口に収まるその光景に、知らず喉を鳴らしていた。

			「みんなもやってみて。この中からどの食材を売り出すか、決めよ？」

			　イリアの提案に、４人は嬉(き)々(き)としてフォークを受け取った。

			　ああでもないこうでもない……と言うよりも、あれもいいこれもいいと試食を続けた結果、５人が選んだのはバナナ、チーズ、クッキーだった。

			　チーズは上品な口当たりのちょっとしたスイーツ感覚で食べることができ、バナナはフルーツ系の中で迷っていた際に、どうせならやらなきゃ、ということでイリアが推(お)した。クッキーはイリアが用意したお菓子の中で、最も好評だったからだ。

			　食材が決まれば、後は発注する数を決めるだけだった。

			　他の出店者たちも、伝(つ)手(て)がある者は自力で、そうでない者は支部に伝票を渡して、品物を発注していた。

			　本来であれば売れ残りを危(き)惧(ぐ)し、天気や気温などを加味したうえで、慎重に予測を立てるところだが、彼女たちの場合は支部から直接食材を借りるという形にすることで、大赤字を防ぐことができる。

			　よって、数は多めに仕入れていたのだが――。

			　

			「……うぇえ～」

			「リア！　へばってないで頑張ってよー！」

			　降雪の影響などまるでないかのように、リュネヴィルには人があふれ、ギルド支部の出店には長い行列ができていた。

			　一般的に高価という印象のチョコレートを扱いながら、それが安くて美(う)味(ま)いとなれば、評判が瞬(またた)く間に広がるのも当然だった。

			　涙目になりながら、相方のリアを叱(しつ)咤(た)する赤毛の少女ラシェルは、視界を覆(おお)うほどに押し寄せる客を何とか捌(さば)いていた。

			　一方のリアは、食材を切っては串(くし)に刺してチョコレートに潜らせ、商品を並べる網に刺していく。

			　が、捌(さば)けども捌(さば)けども、客は絶えることなく、作れど作れど串(くし)は消えていく。

			「らしぇる～」

			「そんな声出したって無理！　私だっていっぱいいっぱいなんだから！」

			「いりあ～」

			　追い詰められたリアは、ここにはいない少女の名を呼んだ。

			　ちょうどその時。

			「呼んだ？」

			　と、そんな風にあっさりとイリアが現れたのは、もちろん偶然ではない。

			　彼女が手に持ったトレイの蓋(ふた)を開けると、そこには焼きあがったばかりのクッキースティックが、所狭(せま)しと並んでいた。

			　だが、蓋(ふた)を開けた瞬間に広がる芳(かぐわ)しい香りが、チョコレートの甘い香りに負けず鼻(び)腔(こう)を刺激し、結果、さらに人を呼び寄せることになってしまった。

			「たすけてイリア！」

			「まかせて！」

			　縋(すが)るように飛びついたリアを受け止め、イリアは満面の笑みで返した。

			　義(ぎ)侠(きよう)心(しん)や正義感ではなく、単純にリアに抱き着かれた喜びからくる即答だったことは間違いない。……ように見えるが、いつでもヘルプに入れるよう、イリアには支部の仕事が振られていなかった。

			　何より、チートな能力を持つ彼女である。

			　的確に――女性客には朗(ほが)らかに、男性客には気持ち冷たく――客を捌(さば)き、淀(よど)みのない動きで食材を切り、チョコレートを刻んでいく。

			「……そこ。てきとうに休まない」

			「「　ぅえ～い　」」

			　ここぞとばかりに力を抜くリアとラシェルを叱(しつ)咤(た)しつつ、ローテーションを組んで適度な休憩を挿み、押し寄せる客に抵抗していった。

			　そして、そろそろ客も引いてきたか、という頃。

			　その男は現れた。

			　深緑の短髪をした普(ふ)人(じん)の男性。そのがっしりとした体つきに似合わない眠たげな瞳(ひとみ)は、しかし警戒心を滲(にじ)ませる鋭さが潜んでいた。

			　男性は商品を選んでいるのかと思いきや、店をキョロキョロと見回したかと思うと、ある一点でその視線を止めた。

			「……ラシェル」

			　呟(つぶや)くような音量だったにもかかわらず、奥で休憩していたラシェルは跳ねるように振り向いて、男性を見るや驚(きよう)愕(がく)に表情を変えた。

			「ブレア!?」

			　立ち上がり、列を外れたブレアと呼ばれた男にラシェルが駆け寄ると、ブレアは緩く微笑(ほほえ)みを浮かべた。

			「仕事だったんじゃないの!?」

			「休憩だから出てきた」

			「言ってくれれば、一緒に回れたのに……」

			「……どうした？」

			　囁(ささや)くような抗議の声を聞きそびれたブレアが彼女の変化に気付いてその理由を訊(たず)ねても、ラシェルは少し拗(す)ねたようにしながら「なんでもないよ」としか応えなかった。

			　２人から醸(かも)し出される空気は、チョコレートとまではいかずとも、そこはかとなく甘い。
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			「（イリアイリア、なんでかな！　今すっごい帰りたい！）」

			「（リア、それただの嫉(しつ)妬(と)）」

			「（分かってるよ、バカー！）」

			　心の苦さを誤(ご)魔(ま)化(か)そうと商品に手を伸ばすリアを止めることもなく、イリアは客の意識を紛らわせようと、むしろ愛想よく客を捌(さば)いていく。

			　それから少しブレアと話をしたラシェルだったが、気持ちが落ち着くにつれて周囲の視線が気になり始めた。

			「「じー……」」

			（ううっ……！）

			　特に、イリアとリアの視線には罪悪感すらおぼえてしまう。

			「あ、えっと……２人はちゃんと顔合わせるの初めてかな。彼の、ブレアです」

			「……領主様配下の衛兵をしてるブレアだ。イリアさんとは何度か話したが、兜(かぶと)越しでは気付けるものも気付けないだろう」

			　言われてみれば、とも思わなくなかったが、そもそも男性に興味のないイリアにとって、覚えている男性のほとんどは、仕事で関わる人間に限られる。

			　ラシェルのために、警戒する意味でも顔を覚えておこうかなと考えかけたイリアに、リアが驚(きよう)愕(がく)に表情を染めて慄(おのの)くように言った。

			「イリアさん、聞きまして!?　あの子、いつの間に勝ち組に片足突っ込んでますことよ!?」

			「聞きましたわ、リアさん。ラシェル……」

			「「　恐ろしい子っ……！　」」

			「２人の息の合い方のほうが怖いからね!?」

			「「　いぇいっ！　」」

			「のけ者にしないでよー！」

			　怒っているわけではなく、冗談交じりのからかい。そう察したラシェルの罪悪感は、気付かぬうちに霧(む)散(さん)していた。

			　そんな様子を見て、恋人が祭りの露店という支部以上に露出の大きい仕事をすると聞いて不安に駆られていたブレアは、自分の気量の狭(せま)さを自(じ)嘲(ちよう)した。

			「いい子たちだな」

			「ま、まぁね……って、浮気は駄目だからね!?」

			　そんなやり取りが別れ際の彼女たちの間であったが、耳元で何かを囁(ささや)かれた途端、ラシェルは借りてきた猫のように大人しくなり、彼を見送った。

			　その変わりようにブレアが去った後もイリアとリアにからかわれることになるが、ラシェルの表情から笑みが消えることはなかった。

			　空が漆(しつ)黒(こく)の闇(やみ)に包まれて、惑(わく)星(せい)ではない星という名の光が瞬(またた)く頃になると、甘味よりも腹にたまる物、酒に合う料理を買う者や支部でしっかりとした料理を摂る者が増え、どこか粛(しゆく)々(しゆく)とした雰囲気のまま時間は流れていく。

			〝真新しい環境を格安で〟という着想が功を奏(そう)したのか、新しく建てられた宿の多くが宿泊客で埋まり、竣(しゆん)工(こう)祭(さい)一日目は大成功と言っていい結果となった。

			　

			　そして翌日。

			「これはちょっと酷(ひど)いんじゃないかなーって思うんだ」

			「そうね……」

			　二日目となったことで、人員が交代。

			　営業を始めた時間がちょうど朝食と昼食の間という頃合いもあり、初めから多(た)忙(ぼう)という境(きよう)遇(ぐう)に置かれたシンシアとクラリスは、早々に助けを請(こ)うた。

			「別にかまいませんけれど……」

			　そう答えざるを得なかったのが、追加の食材を運んできたイリアだ。

			　屋台の開店と同時に人が押し寄せてきたため、すぐに食材を補(ほ)充(じゆう)する必要があった。

			　一日目に使っていた材料が不足するという事態を危(き)惧(ぐ)し、一日目とは別の食材を使ったことも来客を増やす要因になっていた。

			　二日目のメインゲストである劇団の舞台が中央広場で始まったことにより、客足が弱まった露店では店員たちがつかの間の休息を味わっており、それはイリアたち支部の露店も同じだった。

			　さらなる追加の食材を運び終え休憩に入るイリアと、その食材を仕込んでいくクラリス、シンシアが店番として店先に立つ。

			　可能な限りの仕込みを終えたクラリスは、ヘタの始末などの片付けをしながらイリアと世間話を交わしていたが、ふと思い出したように話題を変えた。

			「それはそうと、イリアちゃん」

			「なに？」

			「粉乳の件、喜んでたわ」

			「そうですか」

			　主語の欠いた会話でも、通じる２人には十分だった。

			　客から見えない角度でイリアに顔を向けたクラリスは、口角を上げて笑みを作る。

			「最近、幅を利かせてちょーっと五月蠅(うるさ)いのがいたから、これで大人しくなると思う。話ができすぎてるって怒ってるみたいだけど、どう思う？」

			「どうなんでしょう。私が望むのは知識の共有による技術の発展ですから。それ以外は知りませんし、干(かん)渉(しよう)するつもりもありません」

			「そうよね？　たまたま今まで知られてなかった技術を見つけた誰かが、たまたま皆にも教えようってばら撒(ま)いちゃっただけですものね」

			「「　うふふふふ　」」

			　特別な技術。

			　剣術でも魔法でも冶(や)金(きん)でも、それらを盗もうとする者は必ず現れる。

			　時に弟子として、時に商売敵として……そして時に、密偵として。

			　鳥人の支部職員であるクラリスは、リュネヴィル支部で噂(うわさ)されるようになった料理の秘密を探るべく商業ギルドから派遣された間(かん)諜(ちよう)、いわゆるスパイだった。

			　当然【神の目】によってイリアには即座に露(ろ)見(けん)したが、彼女はこれを黙認した。

			　先にも言ったように、イリアにとってその技術は自らが考案した物ではないため、独占すべきものではなく、皆で共有、もしくは文化の発展を促(うなが)すためのものと考えていたからだ。

			　紆(う)余(よ)曲(きよく)折(せつ)を経てリュネヴィルの住民として生きることを選んだクラリスだったが、スパイの立場を利用して、イリアのことは伏せたまま料理の技術だけを流している。

			　それはイリアの望みでもあり、リュネヴィルの平穏に憧(あこが)れたクラリスの望みでもあった。

			　持ちつ持たれつ。

			「「　ふふふふ　」」

			　互いの立場を利用して、何も知らないはずの２人は今日も笑う。

			（な、なんか２人の笑顔が怖いんですが……）

			　なにか剣(けん)呑(のん)なものを感じたシンシアは、チラリと振り返り、何も見なかったと接客に集中することにした。

			「すいません、全部２本ずつもらえますか」

			「あ、はい。ただ今お持ちしますね」

			　紙でできたコップに６本の串(くし)を入れて、代金と引き換えに青年に渡す。赤い短髪が目を引くその青年は、辺りを軽く見回し苦笑を浮かべた。

			「お一人で辛(つら)くありませんか？」

			「え？　いえ、あと２人で回してますから」

			「……そうですか。貴女(あなた)がそう言うのでしたら、そうなのでしょうね」

			　人好きのする笑顔でそう言った青年は、そのまま人混みの中に消えて行った。

			　結局何を言いたかったのか分からずじまいだったが、相変わらず作業しながら何かを話すイリアとクラリスを見て、２人がサボっているように思われたのかもしれない。

			（……うん、そう思うことにしよう！）

			　結局、ローテーションをこなしている間も２人が何を話していたのかは分からず、またそんな会話があったこと自体、忙しさでいつの間にか忘れていた。

			　忘れてしまった方が、彼女のためでもあった。

			　あるいは、余計なことは忘れてしまえという、彼女なりのスルースキルが発動したのかもしれない。

			　ともあれ、こうして竣(しゆん)工(こう)祭(さい)、支部の出店はともに盛(せい)況(きよう)のうちに終了した。

			　打ち上げの際にはリアたち店番が互いに見れなかったイベントの話で盛り上がるなか、

			「あれ……？　私、２日とも祭り回ってない……」

			　そう呟(つぶや)いたイリアの一言に、その場にいた皆が視線を逸らし、空気の変化を察したハクの「ピィ？」というあどけない声だけが空しく響いた。

			　

			　時を同じくして、リュネヴィルの東。どこか物悲しい雰囲気を漂(ただよ)わせるハルヴィルの宿に、一人の男が足を踏み入れた。日をまたがずに訪れた同じ顔に、宿の主は首を傾げる。

			「ん？　お客さん、道にでも迷ったのかい？」

			「いえ。今日も泊まらせていただきますよ」

			　誠実そうな男性の笑みに宿の店主が返したのは、苦味を含む弱々しい笑みだった。

			「物好きもいたもんだね。こっちは領主様の命令で宿代も下げられないってんで、客が離れるのをただ指をくわえて見てるだけだってのに」

			　ハルヴィルは、ピネアヴィルと王都との街道を繋ぐことで発展した宿場町だ。

			　しかし今、新たに浮上してきたリュネヴィルという脅(きよう)威(い)に、その活気は完全に奪われようとしていた。

			（……もう完全に奪われたのかもしれないな）

			　街の雰囲気を見れば、そう考えてしまうのも無理はなかった。

			　活気、料理、治安、文化の発信……人が増えれば、自然と文明は進む。

			　それらを鑑(かんが)みれば、これからのロンドヴィルという国ではリュネヴィルこそが中心となっていくだろうことが、容(よう)易(い)に想像できる。

			（だからこそ、狙われる）

			　男性は、リュネヴィルに比べて割高な料金を店主に支払い、床に就(つ)く。

			　祭りという開放的なイベントに乗じての侵入。流入する新しい住民としての潜入。あるいは、別の手段で……。

			　結論の出ない推測に、やはり自分が考えても行動を阻(そ)害(がい)するだけだと自(じ)嘲(ちよう)して、男は思考を切り離す。

			　眠りに落ちていく意識の中で、仄(ほの)かな苦味を残す甘さが、口の中に残っているような気がした。

			　

			　祭りの余(よ)韻(いん)が残るなか、支部長のフランクが連合本部の置かれた国、ギルダーポートに向かった。

			　みな彼の旅路を心配する気持ちはあるものの、管理職が不在ということで、連合本部から回されることになった副支部長の座、長らく不在だったその席に就任するという人物に対する不安と期待で、どこか浮足立っていた。

			　本来であれば、支部長が発つ前に訪れ、引き継ぎなどの業務をこなさなければならないはずのその人物が姿を見せたのは、フランクが発ってから三日後のことだった。

			　その点に関しては降雪による遅れだろうと予想し、特に不快な思いも抱かなかった職員たちだったが、

			「こんなド田舎(いなか)に異動させられたのは、心底不本意だ」

			　その言葉に、いまだに降り続ける雪の中でも見られないほど、職員たちの表情が硬直した。

			　だが、そんな彼らを気に掛ける様子もなく、男の口はゆるやかな弧(こ)を描き、言葉を続ける。

			「しかしだ。私は真面目なギルド連合職員であるからして、仕事に手を抜く気はない」

			　煽(あお)り立てるような振る舞いから一転、男は見下すような目を職員たちに向け、一人一人を一(いち)瞥(べつ)していく。

			「勤務怠(たい)慢(まん)、職権乱用、公私混同は一切認めん。容(よう)赦(しや)なく解(かい)雇(こ)対象とするから、精々気を付けることだ」

			　そして、これ以上話すことはないとでも言うように、男は踵(きびす)を返して事務室を後にした。

			　去っていく男にかける言葉も見つからず、ただ見送るしかなかった職員たちの目には、予定表に書かれた「副支部長着任」の文字が、妙な存在感を放っているように思えた。

			　そうして残された形の職員たちが動き出したのは、たっぷり十秒以上の時間が流れてから。

			「な、なんなんだアイツ……」

			　そう言った黒(くろ)豹(ひよう)の獣(じゆう)人(じん)バルドは、怒りを通り越して困惑していた。

			　彼に同意も説明もできず、苦笑を浮かべたクロードが流れを変えるように手拍子を鳴らして注意を引く。

			「事務からは特に連絡事項はないけど、受付とホール、厨(ちゆう)房(ぼう)は何かある？」

			「いえ、特にありません」

			　視線を受けたイリアの返答に頷(うなず)き、クロードは苦笑いが残る表情で「朝礼終了！　今日も一日がんばろう！」と締めた。

			　経験が為せる業と言うべきか、業務が始まれば彼らも調子を取り戻して仕事をこなしていく。

			　次第に先の困惑もぼんやりと薄れかけた頃、それは起こった。

			「この支部はなぜ、独自の制服を着用している？」

			「ふぎゃあ！」

			　リアのあまり可愛(かわい)くない悲鳴に、ホールの視線が集中した。

			　カウンターに現れた副支部長は、侮(ぶ)蔑(べつ)を隠そうともしない視線で、彼女のスカートを軽く掴み上げた。

			　カウンター内ということもあり、スカートの中が人の目に触れることはなかったが、当然のように反発が起こる。

			「な、何考えてるんですか！　すけべ！　変態ですか!?」

			「これだけ際どい露出の格好をしている方が変態だろうが」

			　リアの涙目の抗議を物ともせず、副支部長は嘲(ちよう)笑(しよう)を加えて言い返す。

			「ど、どこがですか！　この服以上に露出してる人なんて、いくらでもいるじゃないですか！」

			「ん？　それもそうか。てっきり、獣(じゆう)人(じん)は裸に近い方を好むのかと思ってな。くくっ」

			「んにゃっ……！」

			　怒りが振り切れたのか、言葉を詰まらせるリアを一(いち)瞥(べつ)した副支部長は、「フン」と鼻を鳴らしてカウンターを後にした。

			　残された者の思いは様々である。

			「……あーっと、リア」

			「…………なに」

			　低く、感情の篭(こも)らない声に、バルドは無意識に後ずさる。

			　これまでの経験上、リアはぷんすかと怒ることですぐに発散するタイプだと考えていたが、正反対の態度を取られ、反応ができなかったのだ。

			「……いや、似合ってる、と思う……ぞ？」

			「きわどい露出の制服だから？」

			「ち、違っ」

			　半眼で睨(にら)まれ、狼(ろう)狽(ばい)するバルドを眺めていたかと思うと、リアは項(うな)垂(だ)れるように溜息を零(こぼ)した。

			　そして次の瞬間。がばっと顔を上げたリアは「あー、もう！」と大声を上げて、バルドに向き直って小さく頭を下げた。

			「ごめん。八つ当たり」

			「い、いや、そりゃあ副支部長が悪りーんだし」

			「ほんと最悪！　あ、ごめんなさい。こちらにどうぞー」

			　受注登録をしようにも近づけずにいた人影を見つけて、リアは快活な声を上げた。

			　その横顔は、いつも通りの朗(ほが)らかな笑顔で、バルドは半ば脱力するように安心して居住まいを正す。

			「……ありがと」

			　囁(ささや)くような声に振り向いたが、接客を始めてしまった彼女にかけられる言葉はなく、またバルド自身も接客に追われ、先ほどの声はすぐに頭から抜け落ちてしまった。

			　しかし、問題は次から次へとやってくる。

			　とある日の午後。

			　受付業務に出たイリアは、にやにやと下(げ)卑(び)た笑みを浮かべる副支部長を見つけた。

			「おや、これはこれはエルフ様。今日も見(み)目(め)麗(うるわ)しい」

			「はぁ」

			　副支部長は相変わらずワカメですね、とイリアは胸中で返す。

			　ウェーブのかかった髪は外を歩いている際に雪をかぶったのか、室内にいるうちに水に溶けた雪が髪を濡らし、いつもより一層海(かい)藻(そう)のような髪型をしていた。

			　そのせいか、陰(いん)湿(しつ)そうな雰囲気も増しているように見える。

			「自分より劣(おと)る者の中での生活は、さぞ快適でしょうなぁ」

			「そう見えますか？」

			　肯定も否定もしないイリアの表情に浮かぶのは微笑(ほほえ)み。

			　威圧感のような圧力はないはずなのに、副支部長は二の句を継げることができず、また彼に剣(けん)呑(のん)な視線を送っていたホールの面々も、反応することを躊躇(ためら)った。

			　そうしている間に新たにギルド員たちがやってきたことで、完全に機を逸した副支部長は小さく舌打ちをして、ホールから去っていった。

			「イリアちゃん、昼から災難だねぇ」

			　熱(あつ)燗(かん)をちびちびと舐めながら眉(まゆ)をしかめる男性に笑みを返し、イリアはいつも通りの業務に就(つ)いた。

			　副支部長が去ったことでいつもの喧(けん)騒(そう)に戻ったホールには、降雪による例年以上の寒さのせいか、暖(だん)炉(ろ)やお酒などの料理で暖まろうとする人々が続々と集まってくる。

			（……分かんないな）

			　業務に区切りがついたところで、イリアは甘えてくるハクを撫でながら心中で首を傾げた。

			　彼女が疑問に思うのは、副支部長の行為だ。

			　支部長の代理として３階の執務室を使う彼であれば、わざわざカウンターに入った時に言わなくても、イリアに厭(いや)味(み)を言う機会はいくらでもあった。

			　にもかかわらず、衆(しゆう)人(じん)環(かん)視(し)のなかで言い放った先ほどの行為を、単なる〝気まぐれ〟で済ますのは腑(ふ)に落ちない。

			　わざわざ敵を作るような行為をする理由があるとしたら、それは敵対感情を高めるのが目的である可能性が高い。彼女の目に映った魔術による身体能力の強化も、そう考えれば〝万が一衝(しよう)突(とつ)が起きた場合に備えるため〟と説明がつく。

			　敵対することで排除する理由を作りやすくする。あるいは、自分から離れるよう促(うなが)すため。

			（……うーん）

			　情報が足りないせいか、そのどちらもピンとくることはなく、気持ちよさそうに目を細めるハクを見て、考えても仕方ないと置いておくことにした。

			「イリアを敵に回そうとか、あいつバカなのかな」

			「っつーかあれと一緒じゃね？　前に来た偉そうな奴」

			「あー、普(ふ)人(じん)主義のやつ？」

			「そうそれ」

			　ホールから聞こえたそんな会話が、イリアの耳に何となく残った。

			　そして思う。

			（私をなんだと思ってるんだか……）

			「ピィ？」

			「なんでもないよー」

			　力加減が変わってしまったのか、首をもたげたハクに笑みを返して、イリアは撫でる手を再開した。

			　

			　竣(しゆん)工(こう)祭(さい)から数週間が経ったリュネヴィル。

			　街は以前以上の賑(にぎ)わいを見せつつも、どこか落ち着きを取り戻していた。

			　その中でもギルド支部は相変わらずの繁盛を見せ、座席を増やすために臨時で取り付けたはずのテラスも、いつの間にかしっかりした造りの屋根が取り付けられ、天候に左右されず満席状態になるようになった。

			　問題としては、今もなお続く降雪で雪かきに駆り出される男性陣が、テラスの本格追加は少し早まったんじゃないか、とぼやいているくらいだろうか。

			　しかし、今の支部に充満する不満に比べれば、そんなものは些(さ)細(さい)な問題でしかなかった。

			「いらっしゃいませー……」

			　受付で笑顔を浮かべるラシェルの表情は硬い。

			　ホールで動き回るエリーゼたちも、どこか表情の中に暗さがあった。

			　その胸中を察しているために、イリアは窓の外に視線を流して小さく息を吐いた。

			「イリアちゃん、この依頼受けたいんだけど」

			　カウンター越しに立っているのは鳴(めい)禽(きん)類(るい)の小柄な鳥人で、商業ギルド所属の配達員であるポーロ。

			　カウンターに差し出された依頼表の内容も、討(とう)伐(ばつ)系や採取系でもなく手紙の配達だ。

			　定期便に乗せない手紙や書類はたいがい中身も重要なものであり、自然と信頼度の高いギルド員への依頼となるため「Ｂ以上の高ランクであること」という受注制限がついていた。

			　その点で言えばＡランク配達員のポーロは【飛行】スキルも高レベルであり、人柄もまったく問題がない。

			「かしこまりました。では登録証の提示をお願いします」

			「はい」

			　差し出された登録証を受け取り、依頼の登録を開始する。

			「イリアちゃん、今日のバクト地方はどうかな」

			　どう、とは魔素のことを言っているのだと理解するくらいには、２人は顔見知りである。

			　ここ、リュネヴィルから王都を越えて、さらに北に位置するバクト地方は世界樹が近い影響もあって、魔素の増減が激しい。

			　魔素の増減は魔物の活性化に直結するため、戦闘スキルの低いポーロが気にするのは当然であり、その堅実な性格だからこそ、Ａランクにまで上り詰めることができたのだろう。そんなことを考えながら、イリアは何気ないように窓の外を見る。

			「おそらく大丈夫だと思います。特に急ぎの伝令は来ていませんから」

			　視線を戻した彼女から返って来たのは、そんな曖(あい)昧(まい)な回答だった。

			　第三者から見れば生死をかけるには絶対に足りないその言葉に、ポーロは満足そうに頷(うなず)きを返す。

			「ならよかった」

			　完全に信じきった反応に、イリアは複雑な気持ちを抱かずにはいられなかった。

			　魔素が増えることで魔物が活性化し、人里に向けて魔物が大量発生した場合、各支部に向けて伝令が送られ、支部はギルド員に対して注意を喚(かん)起(き)する義務がある。

			　とはいえ、それは結局のところ後手の対応。出発したすぐ後に伝令が来る可能性はゼロではなく、結局参考程度にしかならないのが現状だ。

			　彼女の場合であれば【千里眼】で確認しているため、確実に減(げん)衰(すい)期だと判断できているからいいものの、同じ言葉を他者が放った場合には、「おそらく」という言葉通りの意味になってしまう。

			　支部の職員の言葉が絶対ではないと、念を押さなければならなかった。

			「あまり信用しすぎないでください……」

			「分かってるよ。そもそも、イリアちゃんじゃなきゃ信用もできないって」

			　ポーロは肩を竦(すく)めて苦笑するが、それでもイリアの心は晴れなかった。

			　彼はイリアが千里眼でちゃっかり調べてることも、そもそもそんなスキルを持ってることも知らない。

			　それなりに長い付き合いの中で生じたジンクスを信じてしまっているようであり、そんな人に何かあったらと思うと、彼女の調査も念入りになってしまう。

			　その結果、余計なものを見つけてしまうこともある。

			「でも、最近世界樹周辺にはいい噂(うわさ)を聞かないので、あまり近づかない方がいいかもしれません」

			「そうなのかい？　じゃあ少し迂(う)回(かい)しようかな……」

			　誘導に成功し、イリアは密かに安(あん)堵(ど)した。

			　先ほど目を移した際に見つけた世界樹に住む大(おお)鷲(わし)のオスは、抱卵期に攻撃的になる習性を持つ。鬼のような巨体の大(おお)鷲(わし)にかかれば、小柄のポーロは一口で丸呑みにされてしまうだろう。

			　目に見える危険から遠ざけることはできたものの、それを勘付かれて妙な噂(うわさ)が立ってはたまらない。

			　平静を保ちつつ登録の完了を待つが、中々光の色が変わらない。

			（高ランクの依頼だし、審査も長くなるか）

			　そう考えて少し気を抜くと、ちょうど青い光に変わった。

			「受注が完了しました。こちらが依頼主の住所でございます。手紙は依頼主から直接の受け渡しとなりますのでご利用ください。……無事と成功を心より願っております」

			「うん、ありがとう。行ってきます」

			「いってらっしゃいませ」

			　出入口に向かうポーロの背中に向け、お辞儀する。

			　顔を上げて続く者のいないことを確認したイリアは、小さく息を吐いた。

			（野郎が皆あんな風に礼儀正しかったらどんなにいいか……）

			　命の駆け引きや旅の清潔とは程遠い生活をせざるを得ないギルド員であれば、その気性が荒くなるのも無理はない。

			　そう分かっていても、ポーロのような人物を見るたびに嘆かずにはいられなかった。

			　一息入れることで気持ちを切り替えたイリアは、先ほどから感じていた視線を辿り、隣のカウンターに立つラシェルへと視線を移した。

			「イリア……、あんまり助言するとまたアイツがうるさいよ……？」

			　気付くようにわざと視線を送っていたのだろう。さもウンザリしたように小声で囁(ささや)くその様子に、イリアは苦笑した。

			「大丈夫。今支部にいないから」

			「……ほんと？」

			「うん」

			　イリアの断言にラシェルは深い溜息を吐く。

			「……あー、もうホント嫌！　なんであんな奴が副支部長に来るかな!?」

			「ピィ!?」

			「あ、ごめんね、ハク」

			　突然の大声に驚いたハクを宥(なだ)めるように、ラシェルが撫でる。

			　親である竜神以外には人懐っこいハクは、それを気持ちよさそうに受け止め、ラシェルにはそれがアニマルセラピーになっているのか、次第に笑顔に変わっていく。

			「……あんな奴、ハクも嫌いだよねー」

			「ピィ？」

			　いや、あまり発散できているわけでもないらしい。

			「イリアはよく我慢できるね」

			「私だってムカついてるよ？」

			　初めの頃の嫌味が効かなかったことに腹を立てたのか、上手くカムフラージュしてるように見えて、一番目の敵にされていることを彼女は察していた。

			「だよね～……、はやく本部帰れっ」

			「ラシェル」

			　彼女の言葉を遮(さえぎ)り、受付然と正面を見据える。

			　それで察したラシェルが立ち上がり、ウンザリしたような表情を浮かべた。

			　正面の入口から堂々やって来たのは、わずか数週間という短い期間で、陰(いん)険(けん)・陰(いん)湿(しつ)の評を不動のものとした男性。

			　副支部長、その人である。

			　彼はいつも通り下卑た笑みを浮かべながらカウンターに歩み寄ると、イリアとラシェルを見比べるように眺め、ラシェルに向かって口を開いた。

			「ラシェル、領主殿がお呼びだ。すぐに館に向かうぞ」

			「え？　イリアじゃなくて私、ですか？」

			「確かにイリアの名前は挙げていたが、受付程度なら誰でも同じだろう？　それとも、領主との会合というのはエルフでなければならない理由でもあるのか？」

			　聞く者によってはアウトの人種差別ギリギリの物言いに、ホールの雰囲気がわずかに張り詰めるが、相変わらずそれに気付いた素振りはない。

			　むしろその笑みを濃くして、彼は困惑するラシェルに向けて言葉を続けた。

			「なに、君は十分女らしい身体をしている。領主殿も満足されるさ」

			　さすがに不快感を抑えられなくなったのか、ラシェルは冷え切った視線で目の前に立つ男を睨めつける。

			「……私、受付業務中なんですが」

			「かまわん。少し依頼登録が滞(とどこお)ったところで大した損失にはならんしな。私は一度自宅に戻ってから向かう。先に向かえ」

			　彼女の視線などどこ吹く風と言わんばかりにそう命令し、副支部長は踵(きびす)を返して支部を出て行った。

			　もちろんラシェルがキレたのは言うまでもない。イリアに噛みつかん勢いで迫り、出て行った出入口を突き刺さんばかりに指差す。

			「あいつが一番職権乱用じゃない!!」

			「そうだね。ほんと最低だね」

			「ほんとだよ！　あーもー、なんでこんな時に限ってフランクさんいないのー!?」

			「ピィー！」

			　ノリでも合わせたのか、ハクまで一緒に叫んでいた。

			　こんな時、抑(よく)止(し)力(りよく)になるはずのフランクは本部総会に向かったまま、いまだに帰ってくる気配はない。

			「あうー……私じゃ荷が重いよー」

			「大丈夫だよ。エクトルさんもだいたいの事情は知ってるだろうから、ちゃんと対応してくれるよ」

			「うん……そうだよね……」

			　イリアはラシェルを宥(なだ)め、ホールにいるエリーゼとシンシアに万が一のフォローを頼んだ。

			　彼女としては、以前ならともかく依頼の増えた最近の受付を甘く見るなと言いたかった。

			　宿場町として機能し始めたリュネヴィルには、泊まりに立ち寄るギルド員をターゲットにした商業ギルドや工業ギルドの人間も加わり、徐々にその人数を増やしている。

			　そのため、人の数に比例して増える魔物が増加して、討(とう)伐(ばつ)の依頼も如実に増えていた。

			（……昔のヒマさが恋しい）

			　そんなぼやきは胸中に押し留め、イリアは受付をこなしていく。

			　

			　依然として降り続ける雪が窓にちらつくリュネヴィル。

			　その宿の一室で、男は腕を組み、眉(まゆ)をひそめて思索していた。

			　対象は何かと目立つために近づきやすく、様々な証言も容(よう)易(い)に手に入れることができた。

			　しかし、情報のすべては上辺だけの物。それらに確実な証拠となるものは一切なく、近づけば近づくほど霞(かす)んでしまう、まるで雲をつかむような気分だった。

			　男が欲しいのは、ゆるぎない事実だけ。

			　これまでにも、黒としか思えない性格でも白の者もいれば、白としか思えない素行の人物でも裏を返せば真っ黒だった、ということはざらにあった。

			　裏を見せる人物であれば楽なのだが、楽ではないからこそ、男が派遣されたともいえる。

			「……はぁ」

			　思わず零(こぼ)した息は白くならず、連日の外を出歩く寒さを思い出して部屋の暖かさに感謝した。

			　その一方で、窓の外では普(ふ)人(じん)の少年と獣(じゆう)人(じん)の少年が、白い息を吐きながら獣(じゆう)人(じん)の少女に追いかけられており、さらにその３人に普(ふ)人(じん)の少女が追い縋(すが)っていた。

			　そこには笑顔があった。

			　その景色がいつか自分がいた境(きよう)遇(ぐう)と重なり、男は知らず笑みを零(こぼ)していた。

			　自分には、なすべきことがある。

			　改めて決意を思い出した男は、萎(な)えかけていた心に鞭(むち)を打ち、奮(ふる)い立つままに立ち上がり上着に手を伸ばした。

			　

			　数日後。積もる雪よりも解ける雪の方が多くなった頃には、支部に蓄積する不満はもう噴火寸前というところまで来ていた。

			「イリア、あいつ殺していいか」

			「物騒なこと言わないでください。バルドさん」

			　彼の経歴を鑑(かんが)みれば、冗談に聞こえなかった。

			　まだイリアが怖いのか、拗(す)ねたように黙ってしまったバルドの代わりに、カウンター越しから声が上がる。

			「でもよー、見てるこっちとしてもいい気分じゃないぜ？」

			「あいつに味方するやつなんかいないんだし、いっそのことストライキしちゃえば？」

			　カウンター席で上がった声に、ホールでも同調・賛同する声が上がる。

			「……みなさんにも不快な思いをさせてしまっていたんですね。申し訳ありません」

			「イリアが謝ることじゃないって！」

			「そうそう！　全部アイツが悪い！」

			「……まぁ、俺らもこの天気で働けなくて鬱(うつ)憤(ぷん)溜まってるってのもあるけどな」

			　ダウト、とイリアは胸中で呟(つぶや)いた。

			　以前から支部に入り浸っていた常連陣が言っても説得力はなく、氷竜討(とう)伐(ばつ)の時の凛(り)々(り)しさはブレスで吹き飛ばされたように見当たらなかった。

			　とはいえ、慣れない降雪にはしゃげたのも最初だけであり、行動が制限されるせいで次第にストレスになっていたことは事実だった。

			（どうしよっかな……。何かストレス発散できるもの……）

			　ぼんやりと考えていたところに、二重三重に服を着込み、防寒対策ばっちりの男性たちが支部に入ってくるのが見えた。

			　そのほとんどは暖を取るために火の結石の暖房にすり寄っていくが、支部職員である獣(じゆう)人(じん)のダレンだけは、イリアの下へ向かってきた。

			「イリア、屋根の雪下ろし。終了確認したよ」

			「はい。確認作業ありがとうございました」

			　リュネヴィルの伝統的な家屋の屋根は、少ない雨を有効利用するために平らで、傾斜のある屋根と違い積雪には向かない。

			　最近作られた建物の強度ならともかく、古くからあるものはそんな屋根の問題に加えて経年劣化もあり、潰れてしまう危険性が高い。

			　雪下ろしが急務となっても、ただでさえ少ない火の因子を浪費するわけにはいかず、微調整が利くほど魔術も万能ではない。そのため、衛兵が通りの雪かきで手いっぱいとなり、その状況を見兼ねた領主が、ギルドに雪下ろしの依頼を出す事態となっていた。

			（……雪、か）

			　いくつかの言葉と記憶が繋がり、イリアは慎重に雪を落とすダレンに声をかけた。

			「ダレンさん、下ろした雪ってどうしました？」

			「下ろした雪？　通りと入口を避けておいといたけど……何か指定されてたっけ？」

			「いいえ」

			　特に指定されていなかったからこその質問だったが、帰ってきた答えは彼女にとって都合のいいものだった。

			　依頼達成の手続きを終え、イリアは休憩時間にエクトルの下へ向かった。

			　街中でも浮かないようピーコートを羽織ったイリアが進む大通りは、雪かきを終えているとはいえ、踝(くるぶし)ほどの積雪は残っているので慣れない者には歩きにくい。ハクを抱いて雪の量を確認しつつ領主の館に向かうと、副支部長に見つからずに辿り着くことができた。もちろん偶然ではなく、【気配察知】等のスキルを使ったからだ。

			　急な訪問だったにもかかわらず特に問題はないと受け入れられ、応接間でエクトルと面会する。

			「こうして会うのは久しぶりな気がするね、イリア」

			「はい。難(なん)癖(くせ)をつけられるのも面倒ですから」

			　最近は書面によるやりとりばかりだったこともあり、自然とその話題へと流れそうになる。

			　長居するわけにもいかず折を見て本題に入ると、エクトルは狐につままれたような表情を浮かべた。

			「対策もしっかりしてあるようだし、名前を貸すのもかまわないが……報(ほう)酬(しゆう)も君が出すのかい？」

			「はい。私が考案したことなので」

			「その程度であれば予算から出すこともできるよ。領主としても無関係ではないし、上手くいけば回収も可能なんだろう？」

			　イリアは首(しゆ)肯(こう)する。

			　しかし、彼女の口から出たのは逆説の補足だった。

			「ですが、実際にやってみないと反応は予想できません。それに、恐らく今回が最後ですから」

			「……それもそうだな」

			　しかし、エクトルはいったん認めたものの、すぐに首を横に振って否定を示した。

			「いや、やっぱり駄目だ。報(ほう)酬(しゆう)は私が出そう」

			「ですが……」

			「心配ないよ。出すのは領主ではなく、私個人だ」

			　それから少し話し合った２人だが、結局エクトルは出資を撤回しなかった。

			　フランクの言っていたエクトルの頑固さ。

			　その言葉の正しさを思い知り、イリアは苦笑するしかなかった。

			　

			　その日のうちに依頼表を作成し、掲示板に貼りつける。それを見た数人が信じられない物を見たような困惑の声を上げて、釣られるように人だかりができていく。

			「イリアちゃん、領主様が出したこの依頼……どういうことだい？」

			　たまらず漏(も)らした問いに、周りの者も彼女に視線を向けた。

			　それを受けて、イリアは自然な笑みを浮かべて答える。

			「参加していただく方に、雪で作るモニュメントの出来を競っていただくんです」

			　参加資格は、ギルドを問わずリュネヴィルに籍(せき)を置く老若男女。最大10人の編成で登録し、割り振られた場所にモニュメントを作製する。その造形対象に制限はなく、妨害行為には罰金と、今後一切の支部への出入り禁止などの規則が設定され、上位３名には賞金の出る催(もよお)し。

			　日本風に言えば――

			「雪まつりですね」

			　彼女の脳裏には、北の大地で催(もよお)されるイベントの光景が浮かんでいた。

			　初めこそ彼女の言葉と内容に困惑を見せたものの、理解するや否やこぞって参加を申し込む人で、翌日の受付はごった返し、２階の個室に臨時の受付を作るまでの事態になってしまった。

			　しかしその後は平穏としたもので、時折遅れて訊(たず)ねてくる者に説明するため、受付に入る者と内容を共有しなければならないことの方が面倒だった。

			　だが、その面倒も接客面の話。

			「何のつもりだ……！」

			「何、とはなんでしょうか」

			　支部の３階にある応接間で、イリアは副支部長の尋(じん)問(もん)を受けていた。

			　繋がってしまうんじゃないかというくらいにひそめられた眉毛。こめかみはピクピクと動き、その憤(いきどお)りが尋常ではないことがはっきりと分かる。

			「とぼけるな！」

			　副支部長が叩いたのは窓枠。

			　その先では、住民が必死に……だがどこか楽しそうに、雪像を作っている。

			「都市機能を麻(ま)痺(ひ)させかねない、住民全体を巻き込んだ依頼など職員が出すものではない！」

			「お言葉ですが、この依頼は領主様の名前で出されております。それに参加者には各々の職務を全うしたうえでの参加を義務付けていますし、設けた時間外での建造も罰(ばつ)則(そく)対象となることを承認していただいております」

			　まともな反論を少し意外に思いながら、イリアはあらかじめ用意していた言葉を口にした。

			　わざわざ面倒事を増やすつもりは毛頭なく、その程度のことも考えていないと思われるのは心外だった。

			「詭(き)弁(べん)だ！」

			「責任はいかようにも。ただ、なにか問題が起こるまでは静観していただきたく存じます」

			　どうせ話しても無駄だろう。そう判断したイリアは、自分から譲(じよう)歩(ほ)したような状況に追い込むことにした。

			　ただ気に入らないのだとすれば、責任は取るという発言で満足するだろう。

			　先の問題提起が本心だとしても、もう始まっているうえに名義をエクトルの名前で出しているからには、副支部長も自分の提案を受け入れざるを得ないと考えたからだ。

			「ぐぬ……」

			　だが、よほどイリアを認めたくないのか、うめき声を上げるだけで引き下がる気配がない。

			　言葉も交わさずに睨(にら)み合っているだけの時間こそ浪費だろう。

			（はやく堕(お)ちてくれないかなー）

			　そんなことを暢気(のんき)に考えていた時だった。

			「入るわよ！」

			「お、お客様、困ります！」

			　ノックもなしに突如開かれたドアから姿を現したのは、

			「久しぶり、イリア」

			　長髪の赤毛から突き出す角が特徴的な少年と、

			「何でそんなヤツに頭下げてんのよ」

			　その肩に乗る、蝶々に似た羽の生えた小人……妖(よう)精(せい)だった。
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			　２人を制止することができず、半泣きでイリアを見るシンシアの視線を受けて、取りあえず頷(うなず)いて見せることでこの場を引き受ける。

			　お辞儀してからいそいそと離脱するシンシアには目もくれず、少年と妖(よう)精(せい)は応接間の中に足を踏み入れる。

			　妖(よう)精(せい)はイリアと副支部長を交互に見たのも束の間、興味がなくなったように溜息を吐いてから、改めてイリアに向き直る。そして少年の肩に立ち、ビシッと指をさして宣言した。

			「氷竜の討(とう)伐(ばつ)、手伝いに来てやったわよ！　感謝しなさい、イリア姉！」

			　上手く反応を返せないイリアにも気付かず、彼女は得意げに「ふんす」と鼻を鳴らす。

			　２人の言葉からも分かる通り、角の少年と妖(よう)精(せい)はイリアの友人だった。

			　妖(よう)精(せい)の名前はパーシャ。

			　彼女は呪いさえなければ妖精(フエアリー)の上位種、フェアリエルになることができるだけの力を持つ。むしろ、上位種にならなければ暴走と暴発で命を危ぶむ可能性も孕(はら)んでいるのだから、その力の尋常でないところを量ることができるだろう。

			　ガブリルは竜神に並ぶ三神の一柱である鬼神の眷(けん)属(ぞく)であることに加えて、特筆すべき点がもう一つ。

			「……イリア、この者どもはお前の――ッ」

			　言葉を言い切る前に、床から突き出した白銀の剣が副支部長の喉元に寸止めされる。

			　身動ぎすらできない彼の前に、剣と同じく床からゆっくりと現れたのは、ぬいぐるみサイズの男の子。

			　こちらはパーシャと違い羽は生えていないが、折れたとんがり帽子と長いヒゲが特徴だ。

			『神子様に対する無礼、死を持って購(あがな)うのじゃな』

			「!?」

			　子供の声は副支部長に届かず、ただの空気の揺れとして彼の耳に触れるだけ。

			（よかったーー!!）

			　一方でしっかりと聞いていたイリアは表情を変えず、胸中で安(あん)堵(ど)の叫び声を上げていた。

			　彼の者の声は適性のない者には聞くことができず、今回はそのことが幸いした形だった。

			　脅(きよう)迫(はく)で済んでいるうちに事を運ばなければならない。イリアはぽけーっとするガブリルに首をブンブンと振って、間接的に不要の意思を伝えた。

			「ノーム。イリアも気にしてないみたいだから、剣を収めて」

			『しかしのう』

			　チラリとイリアを窺(うかが)う少年に、小さく頷(うなず)きを返す。

			『……心得た。出すぎた真似をして申し訳ないのう』

			　バツが悪そうに言いながら、まるで床に溶けるように小人と剣は消えていく。

			　彼の名はノーム。

			　土の精霊の最上位に位置する大精霊だ。

			　普段は大らかな性格をしてるが、イリアや主のことに関して融通が利かないところが玉に瑕(きず)。今回は大人しく帰ってくれた方で、最悪の事態にならずに済んだとイリアはわずかに胸を撫で下ろした。

			　この大精霊の主であることこそ、ガブリルの特筆すべきもう一つの特徴に他ならない。

			　ガブリルは自身が鬼因子による身体能力の制限解除によって、まさに鬼のように強い剣士であるとともに、土の因子を自由自在に操る大精霊の契約者だった。

			　いつもぽけーっとしている暢気(のんき)さに加え、イリアと目が合うと頬(ほほ)を緩ませて手を振ってくる純真さ。

			　こんな性格の持ち主でなければ、国が一つや二つは滅んでいただろう。

			　この２人の協力が得られていれば、氷竜も策のないただのゴリ押しで討(とう)伐(ばつ)できたことは想像に難くない。だが、それも力を揮(ふる)う機会があればの話。

			「あのね、パーシャ」

			「？」

			「氷竜、もう討(とう)伐(ばつ)されちゃったの」

			　申し訳なさそうに告げられた事実に、パーシャの笑顔が引きつった。

			　固まってしまった彼女に向けて、ガブリルが屈託のない笑顔を咲かせる。

			「だから言ったじゃないか。噂(うわさ)を聞いてから結構経ってるし、もう倒しちゃってるかもしれないねって」

			　相方の追い討ちに、可(か)憐(れん)な妖(よう)精(せい)は泣きそうな顔でガブリルの頬(ほほ)を引っ張る。

			「わ、私のせい!?　ガブくんだってイリアお姉ちゃんの力になりたいって言ってくれたじゃない！」

			「うん。言ったよ。確かにちょっと残念だけど、パーシャに危ないことさせずにすんだことは嬉しいな」

			「あ、う……うん……」

			　ガブリルの笑顔にパーシャは頬(ほほ)を染め、応接間にあまーい空気が充満する。

			（相変わらずだなー……）

			　苦笑交じりで変わらぬ仲の良さを見せつける妖(よう)精(せい)と少年を眺めていると、それに気付いた２人の会話が途切れてしまう。

			　いつも通りほわんほわんとしているガブリルに対して、パーシャはミニトマトのように顔を赤くして、あうあうと口を開閉させるだけ。

			　こうなってしまったパーシャは復帰に時間がかかる。過去の経験からそう判断したイリアは、ガブリルに話しかけることにした。

			「ごめんなさい。今、副支部長と大事な話をしてるから、もう少し待っててくれる？」

			「うん、分かった」

			　同意を得られたイリアは、用件を早めに切り上げてしまおうと副支部長に向き直る。

			「……、何が狙いだ」

			　振り絞るように吐かれた言葉。

			　そこには、得体のしれない何かを恐れるような、硬い表情が浮かんでいた。

			「今度は何を狙っている」

			　その言葉の意味をイリアは考えた。

			　リュネヴィルに来るまでの彼女を外聞だけで知る者、敵対したことのある個人や組織に関わる者であれば、自分が何かを企んでいるように思うかもしれない、と。

			（……でも、会ったことないよね？）

			　いくら思い返してみても、副支部長の顔をリュネヴィル以外で見た記憶は見当たらない。

			　ならいっそのこと、とイリアは割り切ることにした。

			「エクトルさんの狙いは三つあると思われます」

			「!?」

			　その発言に副支部長は困惑を強くするが、イリアはあえて訂正せずに言葉を続けた。

			　あえて推測のように語ることで、領主様から提案されたイベントであると強調することも忘れない。

			「まず、雪かきを公然と依頼できること。次に、降雪によって蓄積した住民のストレスを発散させること。最後に……これは効果のほどを予想できませんが、雪像の設置による集客効果です」

			　副支部長の表情から、彼が期待する答えではないことが知れた。

			　とはいえ、討論するつもりは最初からない。

			「以上の三点を鑑(かんが)みても、この依頼を取り下げる利点は少ないと思われます。……より確実にこれら三点を賄(まかな)える案がございましたら、もちろん、そちらに挿げ替えるよう領主様に提案させていただきますが」

			「っ…………」

			　答えはない。反論と訂正をしないのなら、この場で話し合うことはもう何もない。

			「では、申し訳ありませんが、お客様がお待ちですので失礼させていただきます」

			　お辞儀してドアに向かうと、自然とガブリルたちに向き合うことになる。

			　真面目な顔をやめて微笑(ほほえ)みながら頷(うなず)くと、彼もドアから出て行こうと踵(きびす)を返す。

			　ただ、パーシャだけが振り返り、副支部長に顔を向けた。

			「あんたさ」

			「!?」

			　話しかけられると思っていなかったせいか、彼の驚きはぎこちない。

			　対するパーシャは、まさに無邪気な笑みを浮かべ――告げる。

			「辛(つら)いならやめたら？」

			「なっ……!?」

			　パーシャはそれだけで満足したのか、ガブリルからイリアの肩に移動する。

			「イリア姉、相変わらず厄(やつ)介(かい)ごとに巻き込まれてるのね」

			　と耳元で囁(ささや)いた。

			　呆れるように言われたのは心外だが、否定できないのが悔しいところだった。

			　

			　妖(よう)精(せい)。

			　初めはフェアリエル・ウェルバートと呼ばれていたこの種族は、大きくとも手の平サイズにしか成長しない。

			　古くはフェアリエル・ファルベリヒと呼ばれたエルフとその祖先を同じくしながらも、外見上これだけの違いが生じた原因は、一種の呪いによるものだった。

			　長い歴史の中で遺伝子に含まれる神因子を減らしながらも、結晶柱の守護や神に関する知識の守秘に努め、その神秘性を保つことで不老長寿の能力だけは神に所有を認められたエルフ。

			　対して、気の赴(おもむ)くままに人を唆(そそのか)し、時に人に傾倒して世界を乱したことを咎められた妖(よう)精(せい)の祖先。

			　彼らは神因子の要素をすべて剥(はく)奪(だつ)され、身体の弱体化と他種族との交配を不可能とするために、身体のサイズを縮められる呪いを受けるに至った。

			　妖(よう)精(せい)の精の字は、その気質が似ているとして精霊から取られているが、妖(よう)精(せい)が【読心】の下位互換である【精霊の目】を持つことも無関係ではない。

			【精霊の目】は、所有者が見た者の感情や心を読み取るスキルであり、パーシャは高い【観察】スキルも持ってるため、副支部長が何を考えて行動しているか、というところまで理解したのかもしれない。

			　そう考えたイリアだが、自身がそれらのスキルを使わないように、彼女から詳しい話を聞くつもりはなかった。

			「イリア姉、また猫被ってるのね」

			「人聞きの悪いこと言わないで」

			　パーシャの軽口に苦笑しながら、彼女用に生成した小さいカップに淹(い)れた紅茶を差し出す。

			　始めはイリアの私室で話していた彼女たちだが、受付に入る時間となったため、カウンターの客席に案内した。

			「でもまさか氷竜が倒されちゃってるとはな～」

			　パーシャがテーブルに突っ伏す。

			「街の人たちを見て、おかしいと思わなかったの？」

			「んー、狂っちゃったのかなって」

			　さらっと言ったわりに酷(ひど)い内容だったが、あながち間違いでもないとイリアは思う。

			　あまりの恐怖が理性を振りきってしまった者は、どこか享(きよう)楽(らく)に走ってしまう傾向がある。そのことを、彼女たちは実際にその目で見てきたからだ。

			「でも」

			　と話題を切ったパーシャは身体を起こし、１階の様子をうかがう。

			「こんなに大きな支部なのに、人がすっからかんじゃない」

			「そうだね。噂(うわさ)だと、いつも満員だって聞いてたんだけど」

			　１階のホールにいる客はパーシャとガブリルの二名しかおらず、イリアは苦笑を返すしかなかった。

			　受付で待機しているはずのシンシアも、調子が悪いと言って副支部長が帰ってしまったのをいいことに、支部の前で雪像づくりに精を出している。

			　加えてホールの面々は中庭に出て「私の尻尾(しつぽ)もっと細いよ！」「バルドくん、こうしたらもうちょっと可愛(かわい)げが出るのに」などと騒ぎながら、職員分の雪像づくりに励んでいる始末。

			　現状だけ見れば、潰れる寸前のお店にしか見えないのは間違いなかった。

			「２人とも、お昼はもう食べた？」

			　唐(とう)突(とつ)な質問に、２人は首を傾げながら答える。

			「ううん。まだだよ」

			「そういえば、ここの料理は美味しいって聞いたけど……この様子じゃ期待できそうにないわね」

			　やれやれと失笑を漏(も)らすパーシャ。

			　単純で可愛(かわい)いなーと思いながら、２人にメニューを差し出す。

			「食べるなら、できるだけ早く言ってね」

			「はいはい」

			「うん。分かった」

			　パラパラとページを捲(めく)っていく間に、２人は目の色を変えていく。

			　食べることが大好きで優柔不断なガブリルはもちろん、いつもなら悩むことこそ面倒だと即決するパーシャも、大好物の甘味の多様さに目を奪われている。

			　２人が決めかねている間に、支部の扉が開かれて、シンシアが帰ってくるのが見えた。

			「ただいま～。う～、動いてると分かんないけどやっぱり寒い！」

			「ピィ～！」

			「さってと。仕事仕事！」

			　言いながらも防寒着を脱いで制服を整えるシンシアをよそに、一緒に遊んでいたハクがまっすぐイリアの下に飛んでくる。抱いたハクを撫でながら雪を払っていると、事務室の扉が開いて給仕業務にあたるラシェルやリアたちが戻ってきた。

			　中庭に出ていたせいか、彼女たちの頭に少しだけ残っていた雪が床に落ちて、足跡を残すように小さな染みを作る。

			「皆おかえり。ハク、楽しかった？」

			「ピィっ！」

			「ハクってば、じっとしててくれないから大変だったよ～」

			　大変と言いつつ、シンシアの顔は綻(ほころ)んでいる。両手で抱えるほどに大きくなったハクは、一人で遊びに行くほどの行動力を見せるようになっていた。

			「イリア姉、それ……」

			「ピィ？」

			　声を出したパーシャを見たハクは、初めて見る存在に興味津々。

			　彼女がたじろぐほどにまっすぐな視線を向けている。

			（なんで竜神の子供がこんなところにいるの!?）

			　その能力の高さから、竜神の雛(ひな)であることを看(かん)破(ぱ)したパーシャは、ガブリルの下に逃げ込むタイミングを計り、一方のハクは隙あらば飛び込もうと目を光らせる。

			　一触即発（？）な空気が流れるなか、再び開かれた扉から数人の男女が来店した。

			「いらっしゃいませー」

			「こんにちは、ラシェル。今日も寒いね～」

			　寒い寒いと言いながら脱いだ防寒着を椅子に掛け、テーブルに設置された暖を取るための結石に手をかざすお客様。

			「こんにちは。メニューお持ちしますか？」

			「大丈夫。私はいつもの！」

			「俺は醤(しよう)油(ゆ)ラーメン半チャーハン！」

			「僕はカルボナーラかな。あ、コショウ多めで！」

			　かしこまりました、とラシェルはテーブルを離れていく。

			　そして、その様子をぽかーんと眺めていたパーシャたちは、

			「辛(つら)いの食えば温まるよな!?」「あ、俺、麻(マー)婆(ボー)定食！」「じゃあ私は天津丼」「マルゲリータ！あとシチューも！」「やっぱり汁物かな、汁物！」「ぼくソースかつ丼！　付け合せはトン汁で！」「俺ぁ熱(あつ)燗(かん)だな。アテは、と……」「肉ソバおねがい」「鍋にしねぇ？」「やだよ。私アラビアータ」「鍋とか夜でいいじゃん。俺おでん定食ね」「おま、それ鍋みてぇなもんじゃねぇか！」

			　瞬(またた)く間に満員となっていくホールを、目を白黒させながら眺めることになった。

			「ど、どういうことよ、これ」

			「すごい人だね」

			「みんな雪像づくりに夢中みたいで、食事の時だけ戻ってくるの。だから、できるだけ早く頼んでって言ったでしょ？」

			　２人はハッとして、メニューに目を移す。

			　だが時すでに遅し。ラシェルたちは慌ただしくホールを駆け回り、厨(ちゆう)房(ぼう)はまさに火の車。新しくできた別館の食堂の窓には、満員を知らせる札が貼られた。

			「お姉ちゃんのいじわる！」

			「でも楽しみだね～」

			　数人が妖(よう)精(せい)の存在に驚いているものの、ほとんどの者は特に気にした様子はない。皆、自分たちの造る雪像の進(しん)捗(ちよく)状況や、他のグループの状況を聞くなど、まさに雪まつりの話題で盛り上がっていた。

			　分配された雪の量で不平不満もなく、上手くストレス発散になっているのが見て取れるようで、イリアは小さく安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			　

			　昼食をとって一休みした者が、また雪像づくりに励もうと支部を出ていく頃、次にやって来たのは行商とその護衛など、早めに討(とう)伐(ばつ)依頼を達成させてきた者たちだった。

			　彼らの達成登録をすべて済ませる頃には受付交代の時間になっていて、イリアは次の分担である厨(ちゆう)房(ぼう)に入る前に休憩を取ることにした。

			　休憩時間に入ったイリアはハクを連れ、空いた個室でパーシャたちと限られた時間を過ごそうと考えたのだが。

			「……貴方(あなた)たちはいつまで食べてるんですか？」

			　パーシャはパフェで生クリームやチョコ、フルーツの甘さを堪(たん)能(のう)したと思えば、今は水羊羹とイチゴ大福の和風な甘味に舌(した)鼓(つづみ)を打っていた。

			　ガブリルはガブリルで、三杯目の味噌ラーメンをずるずると啜(すす)っている。

			　パーシャは結局全部食べきれずガブリルに任せることになり、一方のガブリルは燃費が悪すぎるという食事の欠点があることは、それなりに付き合いのあるイリアも重々承知だ。

			　それでも、見過ごせないこともある。

			「２人とも……お金は払えるんでしょうね」

			　その質問をした途端２人の手が止まり、イリアは予感が的中したことを悟って溜息を吐いた。

			　好奇心旺盛なパーシャに、彼女を止めようとしないガブリル。万年金欠の悪(あく)癖(へき)は治ってないらしい。

			　思わず呆れるような視線を送ってしまったイリアに、パーシャがブンブンと手を振って反論する。

			「違うの！　フィレアレミスにいた時はまだ余裕があったの！」

			「検問を通るのに、あんなにお金がかかるとは思わなかったね」

			　その問答を聞いて、イリアは完全に脱力してしまった。

			「２人とも傭(よう)兵(へい)ギルドなんですから、ロンドヴィルの依頼を受ければ無料で通れるって知ってますよね？」

			「それは、その……」

			「急いでたからね」

			　言葉に詰まったパーシャに代わり、相変わらずぽわんぽわんとしたガブリルが答える。

			　察するに、氷竜の話を聞いていても立ってもいられなかったのだろう。どこかの支部に立ち寄れば、氷竜討(とう)伐(ばつ)の依頼も下げられていると気付いただろうに、それすらもしなかったということなのだから。

			「まったく……。ちなみに宿はどうするつもりだったんですか？」

			「え、えーっと……」

			「イリア、泊めてくれないの？」

			　溜息を一つ吐いて、イリアは笑顔を浮かべる。

			「ダメです」

			　その断言にはパーシャはおろか、ガブリルすら残念そうな表情を浮かべた。

			「床でいいから」

			「ダメです。たとえガブリルでも、寝ぼけたハクの尻尾(しつぽ)を食らえば骨折しますよ？」

			「こ、ここは？　ここの個室って、ベッドもあるんでしょ？」

			「もっとダメです。私的な理由で支部を利用するのは禁止しています。私が例外をつくるわけにはいきません」

			　パクパクと口を開閉させるパーシャと、まぁいっかとばかりに食事を再開するガブリル。

			「お姉ちゃんのケチ!!」

			「ケチでかまいません。大人しく依頼をこなしてきなさい」

			　こうして２人は、路銀を稼ぐためにリュネヴィルに滞在することになった。

			　とはいえ、彼らのやりたい放題にさせてしまっては色々と問題があると考えたイリアは、２人に言ってノームの使役を控えるように提案した。せっかく整備した街道を壊されても困るのはもとより、彼女自身も彼の大精霊に用事があったからだ。

			　特に反論することもなく、２人はこの提案を了承する。

			「じゃあ、ノームは少しお留守番ね」

			『かしこまりましたぞい』

			「二人っきり……二人っきり……」

			　そんなやり取りを聞いたイリアは、ただ二人きりの時間が欲しかっただけだったりして、と思わなくもなかったが、馬に蹴(け)られる趣味はないと口を噤(つぐ)んだ。

			　こうして２人が依頼に出かけたため、イリアは私室で土の大精霊と向き合っていた。

			　初めこそ物珍しそうにガン見していたハクも、やがてだいたいのことを理解したのか、いつも通りイリアの前掛けの上で丸まっていた。

			『して、神子様。お話というのはいったい？』

			『ノーミード。貴方(あなた)は何か異変を感じていたりはしませんか？』

			　ノーミード。ノームが男性形であるのに対し、この大精霊の女性形の名はノーミードという。

			　ウンディーネ同様、イリアの好みに合わせて二本のおさげにヒゲなしの女の子の姿に変わった大精霊は、イリアの問いに小首を傾げて眉(まゆ)をひそめる。

			『これといってないですのう……。地脈も、そこから感じる世界樹の根にも、特に異変はありませぬ』

			『それは、私と最後に会った頃から、という意味でよろしいでしょうか』

			『然(さ)様(よう)。神子様の在り様は、その一挙一動が世界に影響をもたらしますからのう』

			　彼女はのほほんと笑うものの、イリアにとっては黒歴史でしかない。

			　それは「あの頃はヤンチャだったわねー」などと、親戚のおばさんに色々からかわれる時のいたたまれなさに似ている。

			　何にせよ、土の因子に関してのみとはいえ、精霊視点からの意見を得られたことは大きい。

			（むしろ土の因子に深く関わる大精霊だからこそ、かな）

			　イリアが最も懸(け)念(ねん)していたことは、邪神の復活。

			　その一番可能性があるのは、彼女が殺した〝最古の邪神〟と呼ばれる存在で、彼の者は土の大精霊と並ぶほどに土の因子と関わりがある存在だった。

			『それを聞いて安心しました』

			『神子様のお力になれたのだとしたら、それこそ至高の誉(ほま)れというもの。なんでも言ってくだされ』

			　打算的なものを一切含まない無邪気な笑顔に、ついイリアにも笑みが零(こぼ)れる。

			『でしたら、神子と呼ぶのをやめていただけませんか？』

			『それは無理ですじゃ』

			（ちっ）

			　相変わらず変なところで頭が固い。

			　どうせ無理に言ったら逃げるんだろうなーと思いつつ、気を紛らわせようと外に視線を向ける。今頃、寒い寒いと言いながら２人は暴れまわっている頃だろうか。

			『パーシャは、まだ石板完成に辿り着けないんですね』

			『当代の妖精王は、ちと人嫌いにすぎますからのう』

			　妖精王の石板。

			　それは、妖(よう)精(せい)がフェアリエルになるための解呪が画かれた宝具であり、閲(えつ)覧(らん)の許可を得るための試練を、代々の妖精王自らが世界中に設置している。

			　現在の妖精王がその地位に就(つ)いてから、少なくない数の妖(よう)精(せい)が試練を終え、妖精王に申し出てフェアリエルとなった。

			　しかし、その大半が欲に溺(おぼ)れたり自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)になった挙句、まともな道から外れてしまう有様だった。そして人間と結託して妖精王に牙(きば)を向く者が出てきたことが極めつけとなり、妖精王は石板自体を細かく砕き、あらゆる迷宮や秘境の深(しん)淵(えん)にその欠片(かけら)を隠(いん)匿(とく)した。

			　そのうえ、生半可な力では辿り着けず、複数の仲間が必要な装置を置いたうえで幻惑等を用いてその絆(きずな)を試すなど、試練という名を借りた虐(いじ)めの数々を設ける始末。

			　呪いによる身体的差異を解消し、恋愛がらみの問題を取り除くことがフェアリエルになろうとするほとんどの者の動機とはいえ、これでは結婚相手を慎重に見定めようとするお父さんを通り越し、無理難題を命じるかぐや姫のような頑固親父だった。

			『神子様と別行動を取るようになってからというもの、回収速度が目に見えて遅くなりましてのう。氷竜の討(とう)伐(ばつ)に来た理由の一つは、あわよくば神子様に石板の回収を手伝っていただこうという思惑もあったんじゃろう』

			　のほほんと主たちの下心を暴露する大精霊。

			　ウンディーネと同様、契約者よりもイリアの扱いを上に置くスタンスも相変わらずだった。

			　そう思い浮かべた苦笑を何と勘違いしたのか、ノーミードはあわあわと慌てだす。

			『あ、あの２人が神子様をお慕(した)いしておるのは本当ですじゃ！』

			　慌てていてもどこか気の抜ける小人の仕草。その姿にイリアは笑顔を浮かべ、ズレてしまった帽子を直してあげた。

			『あの２人はそうでなくても困ってる人を助けようとしますからね、もうちょっと自分勝手になってもいいのに』

			『……それを神子様が申されても説得力はないのう』

			『私は結構、好き勝手に生きてますよ？』

			　すぐに思いつくことを挙げるとすれば、悪魔や現存しているはずの邪神９体を野放しにしていることだろうか。

			　一括りに邪神と言っても、その性格は様々だ。彼女が殺した最古の邪神は、定期的に生(いけ)贄(にえ)の女の子を食べるという比較的悪の面が目立つ邪神だった。その一方で、生(いけ)贄(にえ)にされた子供を育てるような邪神もいた。

			　だからこそ、最終的には害をなす存在だとしても、その本性を現すまでは関わりたくない。

			　そんな風に考えてしまう人間を、「困っている人のために動く性格」とは、彼女自身が思えなかった。

			　ともあれ、現状で氷竜に関する邪神について調べられることは限られているため、今はあの２人のことの方が大切だと考えることにした。

			『ノーミード。もう一つ、どうしても聞きたいことがあります』

			『なんなりと申してくだされ』

			『パーシャの話し方のことなんですが、あれは……』

			　言いよどむイリアに小首を傾げるも、ああ、と察したように大精霊は笑顔を咲かせる。

			『あれは神子様の模(も)倣(ほう)ですじゃ』

			（もしかして、って思ったけど……）

			　まさか当たるとは思わず、イリアは頭を抱えたくなった。

			『最後に神子様と別れてからしばらくしてからじゃったかのう……。「お姉ちゃんみたいになる！」と息巻いておった結果があれですじゃ』

			『はぁ……』

			　当時、あんな風に高飛車に見られていたこともショックだが、何か悪影響を及ぼしてしまったようで、いたたまれない。

			　怒るなどの感情が高ぶった際に出る口調が素の彼女であり、一緒に旅をした頃は〝我(わが)儘(まま)だけど無邪気な子供〟という性格が可愛(かわい)かったことを覚えている。

			　さしあたって、彼女が願うことはただ一つ。

			（あの子の黒歴史になりませんように）

			　その願いが叶うか否か。

			　それは未来のパーシャにしか分からなかった。

			　

			　男は、窓の外に並ぶ雪像を眺めていた。

			　人の形を模したのだろう。その雪像は四肢を持ち、だが同時に一体として同じ体型、容姿のものはなかった。

			　この世界に住む人々はこの雪像のように千差万別で、この大地はその命すべてを受け入れてきた。

			　だが、人々は命を受け入れない。

			　時に土地をかけて、時に資源をかけて、時に崇(あが)める神をかけて、……時に、人種をかけて。

			　男が子供の頃に住んでいた国もそうだった。

			　政変により打ち立てられた、普(ふ)人(じん)のみを優(ゆう)遇(ぐう)する普(ふ)人(じん)至上主義の政策。その一端により、男の住んでいた孤児院は解体となった。

			　その孤児院は、普(ふ)人(じん)以外の子供も受け入れていたからだ。

			　男は嘆いた。

			　なぜ、友人と手を繋ぐことを罪とされなければならないのか。

			　なぜ、普(ふ)人(じん)のすべてを個とするくせに、人種を細かく分け隔てるのか。

			　罪を訴える大人たちから明確な回答はなく、ただ口を揃えて「普(ふ)人(じん)こそ、創造主でありすべての人間の祖であるラトル神の現身であり、優性種であるからだ」と言われた。

			　そこに確たる証拠はない。

			　この身のどこにも、その言葉を証明するものはなかった。

			　種の優性を声高に訴えるのは、ひとえにそれそのものに固(こ)執(しつ)しているからだ。ならばただ一言、劣等感と言えばいい。

			　抜きん出るものがなくて何が悪い。凡(ぼん)庸(よう)の何が悪い。

			　男の友人は笑い飛ばしてくれた。

			　手を差し伸ばしてくれた。

			　男に溢(あふ)れんばかりの笑顔を向けるのは、千差万別の姿をした友人たち。

			「……いかんな」

			　手を伸ばそうとして、意識が途切れかけたのを自覚した男が重い瞼(まぶた)を上げて立ち上がると、窓の外には変わらずに並ぶ雪像が見えた。

			　まどろみの中で見た記憶と並んだ雪像が重なり、男は弱く……しかし、確かな笑みを浮かべた。

			　

			　数日後。

			　完全に石畳が露出した中央広場。

			　均等に置かれた火の結石を中心に、広場全体を埋め尽くすほど、そこは人で溢(あふ)れかえっていた。

			　広場正面に鎮座する国の税務署は住民に等しく疎(うと)まれる存在だが、今はその正面扉を覆(おお)い隠すように舞台が設置されているせいか、誰も敵意を向けることはない。

			　その舞台の中央に設けられたのは、吹き込まれた空気の振動を拡張する風の結石を括りつけた金属の棒……拡声器(マイク)である。

			　そして、それと広場を眺められるよう斜めに設けられたテーブルに座るのは、領主のエクトル、支部代表の副支部長デニス、鑑定士代表としてアマベル、彫像職人代表として工業ギルドのエウリピデスの四名。

			　犬の獣(じゆう)人(じん)・カティが壇上に立ち、一礼する間に広場はしんと静まり返る。

			「これより、リュネヴィル雪まつり、品評会を始めます」

			　淀(よど)みなく読み上げた彼女がお辞儀して、歓声の中を満足げな顔で降壇し、イリアたち支部の職員が控える舞台裏に降りていく。
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			　カティは平気そうにピンピンしてるが、イリアの横ではリアが震えながら火の結石に引っ付いていた。イリアの着るピーコートに、カティの着るモッズコート。三種類から選ぶ支給用コートのうち、彼女はダッフルコートを着ているが、それでも耐えられないのだろう。

			（猫だからかな？）

			　リアには悪いと思いつつもほっこりしながら、その様子をイリアが眺めているうちに、エリーゼが登壇した。

			「ではまず、ルール説明をさせていただきます」

			　彼女がカンペを読み上げている間に、イリアたちは観客の下へと向かった。

			「皆様には、街中の雪像を見て回っていただいた後、これからお配りする投票用紙に自己評価の高い雪像の番号を記入していただきます」

			　説明と同時に配られた紙を見て、ひとりの男性が声をあげる。

			「書くとこが三つあるぞ？」

			「もちろん三つ選んで書いていただくためです。一つじゃ、皆さん自分のところしか書かないでしょ？」

			　そりゃそうだ、と朗(ほが)らかな笑いが会場に起きる。不快感を覚えさせない【話術】はエリーゼの得技だ。

			「判断基準は皆様個人の自由でございます。美しい出来栄えのもの、凛(り)々(り)しい出来栄えのもの、勇(ゆう)猛(もう)な出来栄えのもの……何でもかまいません。あ、勇(ゆう)猛(もう)って言っても、支部の雪像って書いちゃだめですよ？　あれは評価対象に含まれませんので」

			　さらに笑いが起きる。

			　支部の前に置かれた、エリーゼやシンシアたちの造った雪像。そのモチーフはハクだった。

			　少なくとも勇(ゆう)猛(もう)にはほど遠い見た目ではあるものの、名実ともにマスコット化されそうな勢いに、イリアは苦笑する。

			「三つ書かないと無効票になっちゃうのでご注意ください。あ、それと他の人の作品を見て恥ずかしくなったからって、自分たちの作品を壊そうとしちゃダメですよ？　イリアが細工しましたから、ケガしちゃいます」

			「そりゃ触らぬ神に何とやらだな」

			　男性の言葉に、数人と言わず、多くの観客がうんうんと同意する。

			　どういう意味だ、とイリアは笑顔のまま視線を廻らせて、声の主を探した。

			　今、彼女が防犯と劣化を防ぐための固定魔術を解除すれば、やがて「その場所だけ雪像が崩れる」という酷(ひど)くみすぼらしい格好となる。

			　それは製作者としても街の住人としても、耐え難いことで、報復としては十分すぎるだろう。

			　だが、そんなことをすればそれこそ「祟(たた)られた」と言われるかもしれない。

			　ままならない状況に「くそう」と胸中で拗(す)ねるに留め、エリーゼの進行に耳を傾けた。

			「制限時間は正午まで。お昼の集計時間には支部の新作料理が振る舞われますけど、審査票が引換券になってますので、自分で持って来てくださいね？」

			　わぁっ、と今までにない歓声が上がる。

			　まるでメインイベントのような喜びようではあったが、イリアは気のせいだろうと思うことにした。

			「ではエクトルさん。審査開始の宣言をお願いしますっ！」

			　エリーゼがすっと身を引き、エクトルがマイクの前に立つ。

			「お日柄もよく……なんて堅苦しい挨(あい)拶(さつ)は不要だね。皆の努力を褒(ほ)め称(たた)え、楽しく見てきて欲しい。では……審査開始！」

			　朗(ほが)らかな笑いが起きた空気のまま、わらわらと観客が散らばっていく。

			　それを見届けたイリアは、エリーゼと入れ替わりに壇上へ向かい、テーブルの４人と向き合う。

			「皆様が選んだ一位は、それぞれ特別賞となります。得票数上位三位までと被る可能性もありますが、重複もそのまま表彰となりますので、気兼ねせずに審査してください」

			　素直に頷(うなず)く三名。

			　ただ、残る一人が小馬鹿にしたような表情で鼻を鳴らした。

			「暢気(のんき)なものだな。見えないところでどんな不正が行われるか分からんぞ？」

			「不正ですか？」

			「こんなただの紙を量産するのは造作もない。それに本人が脅されて他人の番号を書かされる可能性もあるな。いや、金を払えば脅す必要もないか」

			　まくし立てる様に語る副支部長。

			　周囲の視線には気付いているだろうに、それを気にする様子はない。

			　さてどうしようか、とイリアが考えているうちに声を発したのは、支部に提出された素材などの鑑定を一手に担うアマベルだった。

			「紙は支部の依頼表のものと同じものを使ってるので、複製は不可能です。本人が書いていないかどうかも重複した筆跡がないかを調べれば簡単にわかります」

			　簡単にとは言うものの、それが可能なのはある程度高レベルの【鑑定】スキルがある者に限られ、各本部や支部で鑑定・査定に当たっている者でもそうはいない。

			　そのことを知るイリアが内心で苦笑していると、副支部長が横やりを挟(はさ)む前にラシェルが追撃するように口を開いた。

			「脅されてるかどうかも、受付やってれば分かります。本人が持ってこないと投票ができないのも料理が食べられないのも、そのためなんでしょ？　イリア」

			　ラシェルの問いにイリアは頷(うなず)いて見せる。

			　他にも、噂(うわさ)を聞きつけてタダ飯にあり付こうとする者への対策という面もあるにはあるが、参加料金を取ってるわけではないため、そこまで固(こ)執(しつ)するような問題とも考えていなかった。

			「それと、金銭に関しては止める必要がないと思っています。今配った人数と作品数を考えると、一位を取って利益を出すには一人５００ギルズ以下に抑えなきゃいけないので、それに乗る人がいるとは思えません。それに、一位をとれたとしても、賞金以外の見返りがありません。彫像の精(せい)巧(こう)さを自慢したいなら、素直に工業ギルドに行った方がマシだと思いますし」

			　そうでなくても、今のリュネヴィルにはローンを抱えている者が多い。

			　何の元手も経費もなしに得られるからこそ意味のある賞金であって、そこに何か出費がかかってしまっては意味がないだろう。

			　提起された問題への回答はこれで済んだはず。

			　そう判断したイリアは、一拍を置いて副支部長に訊(たず)ねる。

			「満足されましたでしょうか」

			「……ふん！」

			　鼻息荒く副支部長が降壇すると、皆の顔が和らいでいくのが分かった。

			　言い負かしたことで、皆の気分が少しは晴れたらしい。

			　そもそもストレスの発散も目的の一つなのだから、ここで引きずっていては意味がない。

			　これで終わり、と宣言するように笑顔を咲かせ、イリアは皆に向けて声を上げる。

			「じゃあ、準備に取り掛かりましょう」

			「「「　はーい　」」」

			　いつものやりとりで気持ちを切り替え、職員たちは集計と昼食の準備に取り掛かった。

			　

			　正午を過ぎる頃には、参加者の大半が広場に戻っていた。

			　戻ってきた者から投票用紙を受け取り、支部職員は料理を渡していく。この後は、皆が食事をしてる間に集計を終えて、結果の開示と表彰式に移る。……予定だったのだが。

			「イリア、こっちの寸胴終わり！」

			「了解です。残りはどのくらいですか？」

			「あと十人前ってとこ！」

			「こっちもそれくらい！」

			　三つの寸胴のうち、中央と左の前に立つシンシアとクラリスが答える。

			　その表情からは半笑いの焦りが見て取れ、口調は叫びに近いものがあった。

			「了解です。支部に行って取ってきますので、何とか持ちこたえてください」

			　え、と拍子抜けする皆に曖(あい)昧(まい)な笑顔を向けつつ、イリアは支部に足を向ける。

			　パタパタとついて来ようとするハクを泣く泣くリアに預ける間にも、押し寄せてくる人の波は止まらない。

			「おかわり！　まだあるよね!?」

			「お前何杯目だよ！」

			「あんただって！」

			「……すごい人気ですね」

			　かけられた声にシンシアが顔を上げると、赤い短髪の青年が立っていた。

			　どこかで見たような、と思いかけて、竣(しゆん)工(こう)祭(さい)の時に会った人、と辛うじて思い出すことができた。

			「お陰様でっ」

			「それは良かった。一ついただけますか」

			「はーい、ちょっと待っててくださいね」

			　突き出される皿にまず盛られるのは、純白の米。

			　そして、その上に注がれる茶色のソース。刺激的な香りに違わぬ辛(から)さとフルーツ等の隠し味による甘さの融合……。

			　長年の研究により完成した、故郷日本のカレーがここに再現される。

			　まったく受け入れられない物を出すわけにはいかないと、あらかじめ行った試食の段階でも好評を得ていたとはいえ、予想以上の消費速度だった。

			　支部に戻ると、留守番役のバルドとダレンが驚いた表情で迎えた。

			「イリア、何かあった？」

			「あ、大丈夫です。カレーの補(ほ)充(じゆう)ですから」

			　厨(ちゆう)房(ぼう)に入ったイリアはエプロンを換えて手を洗い、メニュー表を見ながらスパイスをブレンドする。

			　カレー作りにおいて最も厄(やつ)介(かい)だったのが、このブレンドだった。舌触りは小麦粉ですぐに再現できたものの、インド等のカレーは精々十何種類程度なのに対して、日本の食品会社が出すカレールウは三十種類近くスパイスがブレンドされている。手に入りにくい上に数が多いおかげで、味の再現ができたのはつい先日だった。

			（なんでそこまでこだわるんだって言われれば、それまでなんだけどね）

			　結局自己満足としか言いようがなく、それだけに食べた者の笑顔を見るのは嬉しかった。

			「っと、危ない危ない」

			　扉に固定結界をかけて突発的な侵入を防ぎ、必要な材料と機材をテーブルに並べる。

			　後は、冷蔵庫や調味料類を巻き込まないように、古代魔術の一つである時空魔術を掛けるだけ。

			「――我が望みは、彼方の楽土。星の廻りよ、蛇の枷(かせ)を解き、無上の世を此処へ」

			　任意の空間を切り取り、時間の流れを加速させる時空魔術。

			「――ライドフォール」

			　呪文を結ぶと、無事に魔術が発動した。

			　これで、この術が干(かん)渉(しよう)する空間は、通常の空間の千倍の速さで進むことになる。

			　発動中は継続的に魔力を消費し、元の流れに戻った際には術中で経過した時間の分だけ寿命を消費するというデメリットがある。

			　だが、彼女の場合は長寿のエルフであり、それ以上に不老不死の効果を持つ神因子の持ち主であるため、その点を気にする必要がなかった。

			　こうして時間の制限をなくし、イリアは調理を再開した。

			（肉、野菜を一口大に切り分け――（中略）――あとは寝かせるだけだ！）

			　術を解除して、鍋だけに改めてライドフォールを発動。千倍の速度を計算に入れて、四十秒後に解除。

			　厨(ちゆう)房(ぼう)の外で流れたわずかな時間のうちに、寸胴三つ分のカレーが完成した。

			　あとは広場に運んで温めなおすだけ。もともと作って置いた、という演出のためにも必要な工程だった。

			　いざ運ぼうと寸胴に手を伸ばしたイリアだったが、

			「あっ……！」

			　追加のお米を炊くの忘れていたことに気付き、ベタな失敗をやらかしたやるせなさにしばらくの間、硬直した。

			　

			　その後、脱力感から立ち直り、一瞬で米を炊いたイリアは、すぐに会場へ向かう。

			「お待たせしました」

			　台車で寸胴一つ持って行くと、そこには長蛇の列ができていた。

			　恐るべしカレーの魔力。雪こそ少なくなったとはいえ、変わらぬ寒さも一役買っているのだろう。

			「待ってたよ、イリア！」

			「温めなおさなきゃいけませんので、もう少し待っていただかないといけないんです。ごめんなさい」

			「とんでもない！」

			　作業を進める職員の傍(かたわ)ら、イリアは観客の中から目的の人物を探す。

			「ガブリル」

			　もくもくとカレーを食べていたガブリルが彼女に気付き、もぐもぐと口を動かしながら向かってきた。

			　その肩には相変わらずパーシャが居座っていたが、どうやらカレーを食べた後らしく、口元に跡が残っていた。辛いものや苦いものが苦手な彼女だから、別口の鍋でヨーグルト等を混ぜた甘口のものを食べたのだろう。

			　ポケットに入れてあるハンカチで彼女の口を拭(ぬぐ)いながら、改めてガブリルに声をかける。

			「ガブリル。申し訳ありませんが、カレーを運ぶのを手伝っていただけませんか？」

			「うん、いいよ」

			　二つ返事の了承にイリアはありがとうと頭を下げる。

			　当人は内容の是非も考えていなかったのだが、それも信頼あってこそだろう。

			　不意にパタパタと音がして目を向けると、ハクが飛びついてきたところだった。一人で動き回れるといっても、まだ甘えたい盛りなのだろう。慌てて抱きかかえると、気持ちよさそうに頬(ほほ)ずりしてくるのが愛らしい。

			　ハクも連れて支部に向かう道中、イリアは２人に問い掛けた。

			「お二人はその後どうですか？」

			　石版関連について客観的なことはノーミードから聞いていたが、この際だから、と直接２人に聞くことにした。

			　再会から今日まで、彼女たちとは何度も言葉を交えてきた。

			　その内容は、列島諸国付近の未加盟国の紛争が決着した、発情期の獣(じゆう)人(じん)同士の決闘に巻き込まれて酷(ひど)い目にあった、フォード海で大きな蛇に乗せてもらった等々。

			　しかし、石板関連のことを一切話そうとしてこなかったことに、イリアは違和感を覚えていた。

			　イリアから石板のヒントを聞きたいだけならば、その機会は十分あったのに。

			　そんな思惑を交えたイリアの問いに、ガブリルは微笑(ほほえ)む。

			「どうって、見ての通り大好きだよ？」

			　そっちじゃない。

			　言いかけた言葉を呑み込んで、イリアは言葉を選ぶ。

			「それは見ていれば分かります。２人は、妖(よう)精(せい)の国には行かないんですか？」

			「それは……」

			　パーシャが言い淀(よど)む。

			　彼女の質問を意訳すれば、フェアリエル化は諦めたの？　ということになる。

			　イリアの目には２人……というよりもガブリルには現状に不満はないように映り、愛情という点では異種間のお伽(とぎ)噺(ばなし)によくある〝同族になって結ばれる〟必要はないように思えた。

			　多くの妖(よう)精(せい)がフェアリエルになりたいと願う動機はたいていが恋愛絡みで、生々しいことも含めて、結局は不安の払(ふつ)拭(しよく)であることがほとんど。

			　だが、この２人の場合は、その数少ない例外に該当する。

			　２人の出会いは、イリアが鬼神の依頼でガブリルの修行に付き合わされていた時期に、悪魔に操られた船長率いる海賊の船から、パーシャを助けたことに始まる。

			　その救出からイリアたちに付きまとうようになったパーシャが悪魔に乗っ取られ、ガブリルは彼女を助けるために自分の体を差し出した。結局２人とも乗っ取られることになったものの、その時に過去を共有したこともあって２人はお互いを意識し始めるに至る。

			　始まりから他とは大きく異なるガブリルとパーシャだったが、いったん別れたイリアと再会した時には、妖精王の試練が２人をより強く結びつけていた。

			　それこそ、妖精王の仕掛けた猜(さい)疑(ぎ)心や不安を生じさせる試練には、まるで動じないほどに。

			　そんな２人だからこそ、石板の完成には固(こ)執(しつ)しないのかもしれない。

			　ヒントを求めてこない違和感にそう考えたイリアだが、その予想は外れていた。

			「あと少し……あと少しなの。あと少しで石板は完成するの……」

			　パーシャの声は小さい。

			　だが、それは折れそうな意志の弱さからくるものではなく、感情を抑え込むような声色。

			「だから……だからね、イリア姉」

			　パーシャは一拍置いて、

			「私たち、頑張るから！」

			　そう宣言した。

			　言葉足らずで意図を測りかねていたイリアに、ガブリルが続ける。

			「本当は氷竜の討(とう)伐(ばつ)を手伝って、そのご褒(ほう)美(び)でヒントをもらおうと思ってたんだけどね」

			　大精霊から聞いた話と組み合わせ、イリアは推測を修正する。

			「……頑張ったら、ヒントを教えて欲しいってこと？」

			「だ、だって、タダで教えてもらったら、妖精王、認めてくれないかもしれないし……」

			　彼女の表情には、苦渋の色が見えた。

			　それはそうだ、とイリアは納得した。誰しも、近道があるならそれを選ぼうとするだろう。

			　選べないのだとしたら、相応の理由がある。

			　彼女たちの場合は、目の前にネット環境があるのにもかかわらず、攻略サイトを見たことが履歴に残ってバレるかもしれないから、開くことができない。そんな葛(かつ)藤(とう)だった。

			　逆に言えば、イリアに頼りたくなるほどに切羽詰っている状況という証(しよう)左(さ)でもある。

			　しかし、ここで無理矢理ヒントを教えることが彼女たちのためにならないこともまた明白だった。

			「そうですね。じゃあ頑張ってください」

			「っ！　ありがとうお姉ちゃん!!」

			　純粋な、満面の笑みを咲かせる２人。

			　かつてチートを迷うことなく選んだイリアの心に、眩しい笑顔が突き刺さるようだった。

			　

			　カレーを振る舞っている間に集計し、お皿の回収を終えたところで、進行を再開する。

			「集計結果を発表します！」

			　体温の高いハクを抱きしめて暖を取るリアが宣言すると、観客も勢いに乗せられて盛り上がる。

			「第三位！　１５８８ポイント獲得！　登録番号――52番！　チーム〈アルノー〉の純白のミスリレージュ城です！」

			　わっと観客が沸く。中でもはしゃいでいるのは、やはりアルノー一家だ。

			　ミスリレージュ王国の王城は、魔術ギルドの総本山がある国の城だけあって、その神秘性は他国の比ではない。その精(せい)巧(こう)な造りを細(さい)微(び)に至って表現した雪像に、そこかしこから同意と称賛の声が上がる。

			　そして会場のテンションを阻(そ)害(がい)しないタイミングでリアが、

			「続きまして、第二位！」

			　と声を上げると、拍手が次第に鳴り止んでいく。

			　次こそはと鼻息を荒らげる者、誰だあそこだと囁(ささや)くように言葉を交える者。

			　焦らすようにリアは皆を眺め、読み上げる。

			「獲得ポイント、１５９０ポイント！」

			　たった２ポイント差というあまりの僅(きん)差(さ)に、皆が感嘆と驚(きよう)愕(がく)の声を上げる。

			　アルノー家の旦那さんに至っては、「ウソだろ!?」と悲鳴のような声を上げて崩れ落ちた。賞金額が三位は10万、二位が50万であるため、彼の反応も無理はないと、周囲から同情の視線と声を掛けられる。

			「登録番号――８番！　チーム〈灰色の架(か)け橋〉のラトヴェスター三女神です！」

			　おお、と地響きのような歓声が上がり、笑顔と拍手に広場が沸く。宿屋〈灰色の架(か)け橋〉の主人が、喜んで飛び跳ねる女将(おかみ)にもみくちゃにされていた。

			　ラトヴェスターの三女神は、ラトヴェスター教が崇(あが)める３本の世界樹を擬人化したもの。もちろん萌(も)え文化ではなく、地球の神話でいう火山や運命などの擬人化のようなものだ。

			「そして、第一位……！」

			　静かなリアの声に、広場はしんと静まり返る。

			　息をのむ音さえ聞こえそうな静寂のなか、

			「――の前に、各特別賞の発表にいきましょーう！」

			　コントのように観衆がずっこけた。

			　肩透かしを食らったかといって憤(いきどお)ることもなく、むしろ上手くコントロールされていることを小気味よく思っているらしい。皆の穏やかな笑顔が広場に広がった。

			　特別賞の内容を知っているのは、壇上と舞台裏にいる者のみ。

			　お金でないことだけは伝えているため、皆冷静でいることができるのだろう。

			「まず、造形部門です！　エウリピデスさん、よろしくお願いします！」

			「う、うむ」

			　これぞドワーフ、というずんぐりとした体型と髭(ひげ)、そして厳つい容姿のエウリピデスが、ラシェルからマイクを受け取りつつ立ち上がる。あまり人前に出ることのない職人気質の宿命か、大勢の視線に怯んだように後(あと)退(ずさ)りかけるが、そこを男の矜(きよう)持(じ)で何とか堪(こら)えていた。

			「儂(わし)が選ぶ、最も造形に凝った作品は……」

			　ちら、と片手に持ったカンペを覗き込み、

			「登録番号１０２番。作品名、愛馬だ」

			　と読み上げた。

			　その内容に、観客にどよめきが広がる。読み上げられた作品は、出来栄えが映えるというわけでも、目を奪われるような魅力があるというわけでもなかった。

			　愛馬という作品を作った青年も、なぜ自分が選ばれたのか分からない、といった様子で呆然としているほどだ。

			「エウリピデスさん、解説をお願いします」

			「う、うむ」

			　イリアの視線を受けたリアが頷(うなず)き、エウリピデスに先を促(うなが)す。

			「職人とはいっても、その職種は多種多様……。多(た)岐(き)にわたる技術の中で、儂(わし)が共通してあると考えるのは、造るモノに注ぐ意志の強さだ。刀剣ならば、何よりも鋭く、折れぬよう意志を込め……建築物ならば、強固さだけでなく使う者への安全にも苦心する。彫像でいえば、その作品にどれだけ命を込められるかだ」

			　エウリピデスの声は低く、しかし染み渡るような声色で、広場の者たちは皆、まるで演説を聞くように彼の声に耳を傾けていた。

			「……確かにこの作品には、先の二作品のような精(せい)巧(こう)さや見栄えはない。しかし、どの作品にも負けぬ作品への愛情と、どの作品よりも強い生命の息吹を感じた。ゆえに儂(わし)は、この作品を同じ彫刻師の視点として、最優秀作品に選ばせてもらった。…………以上だ」

			　自身のいつにない饒(じよう)舌(ぜつ)な言葉に気付いたエウリピデスは、解説を締めてバツが悪そうにマイクをテーブルに置いた。

			「エウリピデスさん、ありがとうございました！　愛馬を製作されたベルマディさんには、造形部門の特賞として！　リュネヴィルの象徴――」

			　リアは、抱いているハクを掲げる。

			「ハクちゃんの彫像が贈呈されます！」

			「ピィ？」

			　穏やかな笑いと拍手。暖かくも、何とも言えない空気が広場を包む。

			　もちろん、リュネヴィルの象徴はハクではない。何か彫ってくださいと頼んだ時に、ハクを選んだエウリピデスにリアが悪乗りしただけの話だ。

			　ただ、竜神は実際にそこかしこで崇(あが)め奉(たてまつ)られているため、将来当主になるかもしれないハクの彫像も御利益があるかもしれない。

			　そんな些(さ)細(さい)な不安を抱きながら、イリアはハクの彫像を持ってベルマディの下に向かう。

			　上位三組と違い、特別賞四組はその場で手渡しとなるため、大理石に似た白い石でできた彫像を青年に手渡す。

			「大事にしてくださいね」

			「は、はいっ!!」

			　顔を真っ赤にして、直角に腰を曲げて頭を下げる青年。

			　この調子なら、邪魔だから捨てる、なんてことはないだろうとイリアも安心した。

			　もっとも、そんなことをすればどうなるか、色々な意味で分からないのだが。

			「続きまして、鑑定士部門でっす！　アマベルさん！　よろしくです！」

			「……りょうかい」

			　思いっきり気乗りしていないアマベルの返答。人前に出るタイプではないことは職員全員が分かっていた。部門に説得力を持たせるため、半ば強制的に矢面に立たされているのだから、彼女の態度も無理はない。

			　他にも緊張している原因はあるのだが、それは割愛する。

			「……鑑定士として最も優秀だと感じた作品は、登録番号81の雪男……の盾です」

			「「「　？　」」」

			　言葉の意味が上手く理解できず、皆が首を傾げてしまう。

			　登録番号81、チーム〈蒼(あお)の剣〉が造った雪男は、鎧(よろい)をまとい、剣と盾を携(たずさ)えた戦士の（ような）雪像だった。手入れなどで見慣れているせいか武器や防具の出来は良いものの、人間がハニワのような出来だった。

			　彼女の言葉は、雪像そのものではなく、その盾に評価する点があることを指していた。

			「あ、アマベルさん、解説お願いします」

			「……正直言って、鑑定士として評価しろと言われてもよくわからなかった。だから、より価値のあるものを選んだ。以上」

			　リアだけでなく、数人に救いの眼差しを向けられ、イリアはアマベルに補足を促(うなが)す。

			「アマベルさん、評価基準を教えてください」

			「評価基準……？　評価基準は、どれだけ上質な雪の性質を持っているか。あの盾は上質な雪だけじゃなくて、他のものよりも安定してる」

			　その言葉に納得できるのは、それを確認できるイリアと【鑑定】スキルを持つ者くらいだろう。

			　スキルを持っている者でも、象徴化による強化――〝盾が六角形のような雪の結晶と同じ形をしているから、雪の象徴作用として水と風の因子がより強く結びついている〟なんてことを分かる者は限りなく少ない。

			　彼女が評価基準を雪像の商品価値にしなかったのは、「雪像そのものの価値」ではなく、雪像を構成する雪という「素材の価値」に着目したからだろう。鑑定士として常に素材に触れているアマベルらしいといえばらしい。

			　そう考えることにしたイリアは、リアに視線を向けて進行の再開を促(うなが)す。

			「あー、えっと……か、鑑定士部門の特賞として、チーム〈蒼(あお)の剣〉には希少金属のインゴットと、回復薬の上級素材のセットを贈呈します！」

			　二つの袋を持ってファデーレの下に向かうと、イリアの手元を見た彼は苦笑を浮かべた。

			「まさかもらえるとは思ってなかったけど……どうせなら加工しちゃえばよかったのに」

			「素材の鑑定士ですから」

			　屈託のない笑みを浮かべて景品を渡す。こういうよく分からないこだわりも、地方都市のお祭りらしいといえばらしい。

			　景品としてありがちな特産品一年分ではないことが救いだろうか。

			　ともあれ、これで特別賞は残り二つ。

			　ただ、

			「続きまして、副支部長による支部部門でーす」

			　リアは明らかにやる気をなくしていた。

			「（リア、公私混同しちゃダメ）」

			「ぶー」

			　頬(ほほ)を膨らましたリアは可愛(かわい)い。可愛(かわい)いが、ここは心を鬼にして注意する。

			「（相手に付け入る隙を与えちゃダメ。やるなら気付かれないよう確実に、ね）」

			「（がってんだ！）」

			　得意げに頷(うなず)くリア。黒猫の獣(じゆう)人(じん)だけに、狩りに似たものを感じたのだろう。

			　イリアはそう思うことにした。

			「副支部長、発表をお願いしますぅ」

			　あまりのわざとらしさに、心中で項(うな)垂(だ)れる。

			「ふん。……では発表する。私が選んだ作品は、登録番号90のラトル神――」

			「おめでとうございます！　登録番号90！　ラトル神を作られたチーム〈キヴェルの枝葉〉には、支部部門の特賞として支部での御食事券一か月分が贈呈されます！」

			　発表を遮(さえぎ)られた副支部長が物申そうとするも、沸き起こる声に呑み込まれてしまう。

			　しかし、この声の方にも問題があった。それは歓声ではなく、まるで怒号。

			「御食事券一か月分!?　聞いてないわ！」

			「あの野郎が審査するなら、俺だって作品変えたっつーのに！」

			「カレー……もう一回食べたい……」

			　声にも上がっているように、傾向が分かっていれば対策は立てやすい。

			　雪像のモチーフにされたラトル神は、この世界の創造神にあたる存在だ。

			　しかし、時代が流れるにつれて全ての神の始(し)祖(そ)と言われる人神と混同されるようになり、やがて人神の存在はラトル神に取って代わられた。

			　そして、明確な姿かたちを持たなかったラトル神はエルフや普(ふ)人(じん)に似た容姿の人神の姿で描かれることが多くなり、普(ふ)人(じん)主義者には恰好の信仰対象とされるようになった。

			　一日を三食と考えて計算すれば、約10万ギルズ。そう考えても、評価基準の絞れない同額の三位よりも、普(ふ)人(じん)主義者疑惑のある副支部長が好みそうな題材が明確な分、受賞を狙いやすいかもしれない。

			　そんなことを考えながら、薬屋〈キヴェルの枝葉〉の下へ向かう。

			「イ、イリアちゃん……大丈夫、だよね？」

			　周囲を見ると、形容しがたい熱い眼差しを感じた。

			「大丈夫ですよ。……きっと」

			「「「　イリアちゃん!?　」」」

			　イリアは困ったように笑顔を返すだけ。

			　だが、妙なことをするような者が支部に入れなくなってしまうことは広く知られていて、余計なことをしなくても問題はないだろうという判断だった。

			　それでも、会場が妙な雰囲気になっていることは事実であり、無理やり流れを切るようにリアが上ずった声を上げる。

			「と、特別賞の最後は、領主様部門です！　領主様！　よろしくお願いします！」

			「うん。発表します。私が選んだのは、皆が笑いあえるようなリュネヴィルらしさをよく表してくれた、ギルド連合支部の作品です」

			「へ？」

			　リアの声が職員全員の気持ちを表しているように、職員たちは皆、虚を突かれたように唖(あ)然(ぜん)とした。

			　集計直後の打ち合わせの際に受け取った投票用紙の一位には別の番号が書いてあり、支部の表にあるハクの雪像は、エクトルの感想にはそぐわない。

			　そんな職員全員の心中を察して、エクトルが言葉を続ける。

			「もちろん、表にあったハクの像もいいんだけどね。中庭にある、みんなの集まった作品が私は好きだよ」

			　職員の皆が恥ずかしさで言葉を失った。

			　支部の中庭には、皆がふざけてお互いの姿かたちを作り合った雪像がある。

			　しかし中庭は外と１、２階のホールからは絶対に見えない位置にあり、雪像の存在を知っているのは職員と応接間に来た者だけ。

			　しかし、エクトルの声に異論を唱える者はおらず、それは同時に多くの者にその雪像の存在が知られていることを示していた。

			「賞金の10万ギルズは君たちに受け取って欲しい。……どうかな」

			　エクトルが広場に視線を向けると、ちらほらと賛同の声と拍手が起こる。

			　それが全体に広がるのに、それほど時間はかからなかった。

			「え、えーっと……ありがとうございます！」

			　リアのお辞儀に合わせ、イリアたち他の職員も頭を下げる。

			「で、では、改めまして！　第一位の発表に移りたいと思いますっ！」

			　拍手は鳴り止み、静まる広場。

			「獲得票数は、圧巻の３０３０ポイント！　登録番号――」

			　リアの言葉を、固(かた)唾(ず)を呑んで人々が待つ。

			　寒空の下でも、緊張と熱気で汗が頬(ほほ)を伝う者までいる。

			　その傍(かたわ)らで、イリアがそっと広場を離れた。

			「35！　チーム〈女神命〉の、女神と白竜！　です!!」

			　その瞬間、地鳴りのような怒号が鳴り響いた。

			　今回会場に渦巻く感情は、先のような負のものとは正反対のもの。

			　皆の顔が歓喜と興奮に溢(あふ)れ、製作チームに称賛と同慶の言葉を贈る。

			「では、三位から一位までのチームの代表の方は、壇上に上がってください！　賞金の贈呈は、我らが女神――あれ？　イリア？　イリアー？」

			　遠くでリアの呼ぶ声がする。

			（ごめんっ…………誰が行くか！）

			　そこには全力で逃げるイリアを追いかけられる者はおろか、見つけられる者もいなかった。

			　

			　その後、結局支部に帰るしかなかったイリアは、待ち受けていた全員に叱られることになった。

			　イリアが締めずに誰が締める。

			　そんな主張に、イリアは「無理」と胸中で呟(つぶや)いて拗(す)ねた。

			　自分を模したらしい雪像を見つけても、壊さずに固定魔法をかけた公正さを褒(ほ)めて欲しいくらいだった。

			　そのうえ、作った者を褒(ほ)めるような行為に手を貸せと言う。

			（なんの拷(ごう)問(もん)ですか）

			　雪まつりから数週間が経った現在も、彼女はたまに思い出しては不満に思う。

			「聞いているのか、貴様!!」

			　そんな副支部長の怒声で我に返ったイリアは、再燃しかけていた不満を押し殺す。

			「はい。この催(もよお)しの狙いについて、ですが――」

			　イリアは、チラリとホールの人混みに目をやる。

			　わぁ、と時折沸き起こる歓声。

			　むむ、と唸る声と、くそう、と悔しがる声。

			　窓の外で降り続く雨の音は、集中している彼らの耳には届かない。

			　遡(さかのぼ)ること数日。

			　先に行われた雪まつりは、催(もよお)し物として大成功を収めた。

			　雪は片付き、住民の鬱(うつ)憤(ぷん)は晴れ、さらには、軒先に並ぶ雪のモニュメントを見ようと、多くの人々が訪れるようになったからだ。

			　支出分は完全に回収済み。

			　ところが、思わぬ伏(ふく)兵(へい)が現れた。

			「雨、続くねぇ……」

			　リアの呟(つぶや)きに、職員と客たちが同意する。

			　彼女たちが見つめるのは窓の外。客足を途絶えさせ、人々から勤労意欲を奪い、皆を家の中に閉じ込める――強風と長雨である。

			　ほんの数時間で収まると思われていた雨は、やがて雲の厚さを増し、翌日まで降り続いた。

			　明日には、数日後には、来週には……。

			　いつ止むとも知れぬ長雨に、ロンドヴィルの大半は陰(いん)鬱(うつ)な空気に包まれた。不幸中の幸いなのは、すでに農(のう)閑(かん)期(き)ということくらいだろう。

			　雨の中に佇(たたず)む雪像の姿は、中々にシュールだった。イリアの固定魔術のおかげで影響はないものの、この長雨を聞いた者は融けてしまったと考えるのが普通であり、雪まつりからしばらく続いた集客効果はもう望めない。

			　外に並ぶ雪像を眺めていたカティが、ふと何かを閃(ひらめ)いたように目を見開いて、カウンターに立つイリアの下に駆け寄る。

			「イリア、何かいいアイディアない？」

			　閃(ひらめ)いたとは言っても、完全に人任せだった。

			　とはいえ、カティが言うように雪が降り続いていた時と状況が似ていた。

			「……そうですね。受付が終わったら、領主様にお伺いしようかと思います」

			　うまく居合わせたらだけど。

			　その一言は、ブンブンと尻尾(しつぽ)を振るカティには言えなかった。

			　

			　受付業務を終えて領主の館に向かうと、幸か不幸かエクトルは在宅中だった。

			　歓待するように通された応接間で対面したエクトルは、イリアの企画書を見てにっこりと微笑(ほほえ)んだ。

			「また楽しそうなことを企画したね」

			　その微笑(ほほえ)みの中にも何か思うことがあったのだろう。

			　企画書をテーブルに置いて紅茶で喉を潤(うるお)すと、

			「これは私も参加していいのかな？」

			　なんてことを言う始末だった。

			　想定外の提案に逡(しゆん)巡(じゆん)したイリアだが、すぐに結論を出して首(しゆ)肯(こう)する。

			「はい。ご公務に差支えなければ」

			「もちろんだよ。あ、今回も出資させてもらうよ」

			「……はい。ありがとうございます」

			　雪まつりの例もあり、イリアは早々に説得を諦めた。むしろ口にする手間も省(はぶ)く驚きの速さだった。

			　企画に関する話題を打ち切り、別の案件に移る。

			「予想される災害か……。ここに挙げられた箇所には、監視員を置くべきかな」

			「まず補強されては如何(いかが)でしょうか」

			「補強か。じゃあこの横のランクは危険度じゃなくて優先順位？」

			「はい。まず最も危険なのが――」

			　地図を広げ、対策を練ること数時間。

			　話し合いを終え、雨の降る目抜き通りをハクと一緒に歩きながら、イリアは空を覆(おお)う雲を眺めていた。

			　空を流れる厚い雲は、一見すると普通に流れているように見える。

			　だが【千里眼】は、ある一点から弧(こ)を描くように全方位から流れ込む風の動き……台風のような現象を捉えていた。

			　この世界の天候は、雨や霧などであれば空気中の因子によって決定される。

			　しかし、台風ほどの自然現象ともなると、世界にいくつか存在する風の因子そのものを生み出す風の結晶柱が、その原因になっていることが多い。

			　今回もその例に漏(も)れず、はるか上空を漂(ただよ)う風の結晶柱が台風の中心にあった。

			　しかし、風の結晶柱一つで起こる台風にしては規模が大きすぎる。

			　風の結晶柱の周囲ではしゃぐ存在こそが台風の規模が拡大した原因であることを、イリアはその目と知識で認識していた。

			　その存在こそ、風の大精霊シルフ。

			　何かに囚われることが嫌いな気分屋で、生まれてからこのかた誰とも契約を結ばないくせに、寂しがり屋だから気に入った相手を巻き込んで好き勝手する困った子。それがイリアの知るシルフの性格だった。

			　遊んでとじゃれついて来るまでは良かったが、イリアの気を引くための行為が次第に周囲にも被害を及ぼし始めたため、ひっぱたいて説教した。

			　それからしばらくは大人しくしていたが、どうやら新しい遊び相手を見つけてしまったらしい。

			　気に入られたらしい鳥人の少年に向けて、イリアは黙(もく)祷(とう)する。

			（心中お察しします）

			　彼と戯(たわむ)れている間に結晶柱と遭(そう)遇(ぐう)し、シルフが近づいたことで共鳴現象が始まる。その結果、大型台風ができあがり、シルフはさらに大はしゃぎ。

			　そんなところだろう、というイリアの推測は見事に的中していた。

			　とはいえ、原因の解決に動く気はない。そう判断した彼女は思考を台風から外そうとするが、不意に鳥人の方にも見覚えがある気がしてきた。

			　リュネヴィル支部を利用したことがある人物だろうか。

			　基本的に男性を意識に留めないイリアが記憶を辿ろうとしたところで、不自然な動きで飛んできた雨粒に思考を中断された。

			「ピィ～」

			　雨粒の正体は、水を操ろうとしたハクの魔術だった。

			　竜神が雨乞いの儀式に応え、天宮を移動して雨を降らせるように、ハクもいずれ嵐を呼び、雷を起こす力を得ることになる。それだけに、台風で起きる被害を他人事のように捉えさせるわけにはいかない。

			　今回の長雨を竜神が原因とする声もあるが、それは気に入った雨乞いの子に手を出して、人々を混乱させた前科のある竜神の自業自得といえる。

			　そんなふうに、自分の行動次第であらぬ嫌疑を招くこともある。

			「ハクはジーンみたいになっちゃダメだよ？」

			「ピィッ！」

			　予想以上にいい返事だった。

			　

			　翌日も相変わらずの雨模様。

			　開催に向け、まずはルールを覚えてもらおうと、ホールにいた者たちに集まってもらった。

			「イリア、これは？」

			　男性が手に取ったのは、白くて丸い、平べったい石。

			　そしてテーブルの上には、縦と横に19ずつの格子が書かれた四角形の板。

			　その両脇に置かれているのは、先ほどの白い石と、同じ型の黒い石がそれぞれ詰まった二つの器。黒と白の石を交互に打ち合い、陣地を取り合うボードゲーム――

			「囲碁というゲームで使う、碁石というものです」

			　着手に関するハマやコウなどの基本的なルールを簡単に説明した後、以前に教えていたガブリルと実演。地の数え方などの勝敗のルールを説明して、椅子を譲る。

			「習うよりまず慣れろと言いますし、気になった方は打ってみてください」

			　ちょっと手を出しづらいかなと考えていたイリアの予想に反し、我先にと椅子を取り合う様子を見て安心する。

			　布石等の技術は囲碁教室を開くことが目的ではないため、全員ゼロからのスタートということで省略した。

			「イリア、こっちのは？」

			　ファデーレに呼ばれて向かった先のテーブルにあるのは、文字の書かれた駒を用いて王をとるボードゲーム。

			「これは将棋といいまして、駒を交互に動かして王を取り合うゲームです」

			「最初に言ってたチェスとも違うね」

			「はい」

			　駒を両側に並べると、すでに食いついた者がちらほら。

			　駒と成駒の行動範囲、そして二歩のようなルールを指しながら説明すると、見るからにうずうずし始める者が出てきた。持ち駒の制限を説明したところで、実際に初心者同士にやってもらう。

			　最初は順調に進んでいたものの、次第に手の進行が遅くなっていく。

			　その光景を見て、大事なことを忘れていたことにイリアは気付かされた。

			「公式の場では、持ち時間という制限時間が設けられますので、ご注意ください」

			「「　えっ　」」

			　それはゲーム外で兵(ひよう)糧(ろう)攻めのようなことをされないための措置だった。

			　配布する予定のルールブックに書き込みながら、時計、またはその代わりになるものを用意する物のリストに追加する。これだけでも、今回の説明会を開いた収穫があった。

			　静かに盛り上がるテーブルから離れ、他のテーブルに目をやると、

			「チェック」

			「え、ウソ!?　うがぁ！」

			　と叫ぶ職員を見つけた。

			　彼女たちが遊んでいたのは、大人用に設けた三つの種目のうち、最初に説明していたチェスというボードゲームだ。将棋と似て異なるルールのため、間に碁の説明を挟(はさ)み混同を避けた。

			　それはともかく、職員が遊んでいるのは問題しかない。

			「エリーゼ、バルドさん。仕事に戻りなさい」

			「はーい」

			「……うぇーい」

			　負けず嫌いなバルドが完全にふて腐(くさ)れていた。リアルファイトは厳禁とするルールも追加しておくことにした。

			　２人にしっかり言い含めてから２階に移動すると、そこは中々カオスな状況になっていた。

			　２階に集まってもらったのは、子供とあまり考え込むのが得意ではないという者。

			　もちろん後者は自己申告であり、そういった人でも簡単にできるよ、ということを知ってもらうために集まってもらったかたちだ。

			　テーブルの上にあるのはリバーシ、ジェンガ、トランプの三種類。

			　リバーシとジェンガはともかく、トランプは遊びの種類が多すぎるため、今回は戦争と神経衰弱の二種類とした。

			　ポーカーやブラックジャックも候補にはあったが、ギャンブル性が強いため【詐(さ)術(じゆつ)】スキルが発達する可能性があるとして除外した。１階のボードゲームで育つ【策(さく)謀(ぼう)】スキルと違い、情操教育上良くないと判断したからだ。

			「イリアお姉ちゃん、ハクちゃんがカード食べちゃってる」

			「え？　あ、こらハク！」

			「ピィっ、ピィ～……」

			　カードを取り上げると、ハクが怯えるように頭を竦(すく)める。

			　咥(くわ)えていたカードはハートのクイーン。絵柄をイリアが画いたせいで魔力がこもり、美味しそうに見えたのだろう。

			「私の魔力があっても勝手に食べちゃダメ。分かった？」

			「ピィ」

			　素直に頷(うなず)くハクを撫でながら、改めてトランプを広げて見せる。

			「これ、新しい魔術の護符か何か？」

			　そんなカティアの問いは、魔術師の知識と勘からの発言だったのだろう。

			　確かに、神王結界中に作製したためにスキルとしての体こそなしていないが、漏(も)れ出した魔力がこもっているところを見ると【召(しよう)喚(かん)】スキルの派生技能である【鳥(ちよう)獣(じゆう)戯(ぎ)画(が)】のスキルに変換できる、いわば休止状態であるため、騎士や女王が出てくる可能性はある。

			　可能性が有るとは言っても、イリア自身がスキルへの変換を行わない限り発動することは有り得ず、余計な不安を抱かせないよう首を横に振って否定を示す。

			「これはトランプって言って、近いのはタロットかな」

			　この世界にもタロットに準ずるものはあるため、それを知る数人が納得したように頷(うなず)くのが見えた。

			「ではまず、このトランプを使った神経衰弱というゲームを紹介します」

			　絵柄の説明をしながら実演した後、戦争の説明に入る。とはいえ、この世界では戦争という単語を遊びに用いるのは不(ふ)謹(きん)慎(しん)であるため、完全に運で勝負が決まることを踏まえてラックバトルと呼称することにした。

			　リバーシとジェンガの説明も終えて実際に遊んでもらうと、子供たちに人気だったのはトランプのゲームだった。綺(き)麗(れい)な絵柄があることも人気の要因だろう。

			　文化が違えば好みも異なる可能性があり、複数の遊びを考えていたイリアは好評に小さく胸を撫で下ろした。

			　後は、街にいる工業ギルドの工房で複製してもらうだけ。そんなことを考えながら階段を下りると、エリーゼを叱る副支部長がいた。

			「遊んでいたいというなら、いつ辞めてもかまわんのだぞ！」

			「……」

			　エリーゼとしては、フランク以上に何をしているのか分からない副支部長に言われても説得力がないのだろう。

			　副支部長の剣幕に反して、エリーゼはしらーっととぼけたような表情をしていた。

			　イリアとしては、一度言ったのに遊んでいたというのであれば弁護するつもりもなく、勤務時間外を利用して、さっそくゲームの複製を依頼するため工房に向かうことにした。

			　が。

			　会釈しながら通り過ぎようとしたイリアに、

			「待――」

			「待ってイリア！」

			　と２人から声がかかる。

			「……どうなさいましたか？」

			　振り向くと、苦虫を噛み潰したような表情の副支部長と、拗(す)ねたような表情を浮かべるエリーゼの視線が、まっすぐイリアに向けられていた。

			「どうもこうもあるか！　貴様が持ち出した遊びで、こいつは職務を放(ほう)棄(き)していたのだ！」

			「放(ほう)棄(き)してません。少し口を出しただけです」

			（うーん……）

			　現場を見てないイリアには判断がつかない。

			　ということで、第三者に聞いてみることにした。

			「申し訳ありません。どなたか２人の様子をご覧になっていた方は――」

			「貴様、どういうつもりだ……！」

			「イリア、私のこと信じてくれないの？」

			　ますます目を吊り上げる副支部長に、悲しそうな視線を向けるエリーゼ。

			　しかし、注意や説教する際に必要なのは、信頼のような感情よりも〝何がいけないのか〟〝何を改善すべきなのか〟を把(は)握(あく)すること。

			「信じるも何も、当人の証言だけじゃ判断できません。個人的見解で意見を述べられる立場ではありませんので」

			　意図を理解したのか、両者ともに口をつぐむ。

			　改めて話を聞こうと視線を向けると、数人が説明を買って出る。幸運だったのは、その中に商業ギルドの一見さんがいたことだろう。

			　支部によく出入りしている人間では、副支部長に良くない感情を抱いている可能性があり、客観性に欠ける危険があった。

			「……なるほど。偶然が重なっただけみたいですね」

			　真相は特に複雑な話でもなく、ドリンクを届けたエリーゼが助言を求められ、ちょうど答えている姿を副支部長が目撃したらしい。

			「偶然で済ませる気か」

			「はい。エリーゼのしたことは、料理の食べ方が分からないお客様に、その方法をお教えするのと同じです。その対象が遊びだったことを責められるのであれば、お叱りを受けるのは私でしょうね」

			　副支部長が息巻いて何かを言おうとした瞬間、周囲からイリアを擁(よう)護(ご)するような声があちこちから上がった。

			　それに苦笑を返して沈め、改めて口を噤(つぐ)んでしまった副支部長に向き直る。

			　普通ならこのアウェー感に気圧されるところだが、案の定、彼は引くどころか下卑た笑みを浮かべていた。

			「フン。さすがは我が支部の女神様。上手く民衆を手懐けているようだ」

			　悪意のたっぷり込められた皮肉に、ホールは険悪な雰囲気に――ならなかった。

			　どちらかといえば「何を今さら」と言わんばかりの表情で失笑している者が多く、ゲームを再開する者までいる。

			　エリーゼは副支部長の見えない場所で「残念でした」といった表情で微笑(ほほえ)んでいたが、その実、イリアが受けたダメージは大きい。

			　もちろん、それは副支部長の言葉それ自体ではなく、その言葉を当然のように受け入れた周囲の態度にだ。

			「――今回は何が狙いだ」

			　崇(あが)め奉(たてまつ)られたいなどと思ったことは一度もなかった。女神扱いなんてもってのほか。

			　この世界をぶっ壊してしまおう、なんて思想と同じくらい考えたことがない。

			（なのにさー）

			「聞いているのか、貴様!!」
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			　はいはい狙いね、と無理矢理頭を切り替える。

			　わざわざ前回と同じ質問をしてきたんだから、こちらも合わせて答えるべきだろう。

			　だが、今回は依頼・企画の立案が領主、内容はイリアに一任されたかたちであることを思い出し、考えていた言葉を修正する。

			「はい。この催(もよお)しの狙いについて、ですが」

			　視線をホールに移すと、ゲームに興じる人が多いなかにも少なくない数の視線を感じた。

			　疾(やま)しいところがないとはいえ、下手なことを言うと無駄な反感を買うかもしれない。

			　そう考えたイリアは言葉をさらに変更する。

			「雪まつりと同じでしょう。ガス抜きをしないと、体に悪いですから」

			　何かを言いかけた副支部長はそのまま口を閉ざし、支部を出て行ってしまった。それだけのことのはずが、ホールの空気が和らぐのを感じた。

			　なんだか最近、弱い者いじめをしているようで心苦しい。

			（やってることと言えば、突っかかってくるのに答えてるだけなんですけどね……）

			　

			　依然として雨が降り続けた数日後。

			　駒や盤といった道具の量産の目(め)処(ど)が立ったところで、大会の告知を貼った。

			　副支部長とのやり取りもあったせいか、今回は告知前に開催を予想していた者も多く、それどころか参加人数の少ない種目や、強い人のいない種目に参加しようとする情報戦まで始まっていた。

			　副支部長との会話の時に感じた視線は、大会に関する情報を拾おうとしていた人たちのものだったのかもしれないと、今さらながら思うイリアだった。

			　加えて、皆の目を引いたのは、もう一つの項目。

			「イリア姉、このビュッフェってなに？」

			　イリアの肩から訊(たず)ねるパーシャの言葉に、同じく疑問を感じていた人たちの視線が集まる。

			「ビュッフェっていうのは、食べ放題ですよ」

			　食べ放題。その言葉を聞いた皆が色めき立つ。

			　ビュッフェを企画に加えようと考えたのは、雪まつりで得た賞金の使い道に困ったところから始まった。支部の全員で分配すると一人当たりの額がかなり減ってしまい、社員旅行のようなものを企画するには少なかった。

			　そこで皆と話し合って出した結論が、住民に還元することだった。

			　料理全部を賄(まかな)うことはできないためスイーツのみになってしまったが、皆の反応を見る限り十分だったらしい。

			「とは言っても、食べていいのは食事を頼んだ人だけですけどね」

			「だからデザートだけかー。いや、十分十分！」

			「食べ放題……食べ放題……」

			　肩でぶつぶつと呟(つぶや)くパーシャが怖い。

			　賞金が出ると聞いて、よりのめり込むように打ったり指したりする者たちの目も怖い。

			　本番を想定して楽団の人にＢＧＭを演奏してもらっていなければ、駒や石の響く音と雨の音だけで余計怖かったかもしれない。

			　そんなことを考えていた時、支部の扉が勢いよく開け放たれた。

			「…………っ」

			　現れたのは、真っ黒な髪とこげ茶色の瞳(ひとみ)を持つ女の子。

			　コートを着ているにもかかわらず全身ずぶ濡れで、履いているブーツは泥の茶色で元の黒がほとんど見えなかった。

			「……、イリア！」

			　女の子は、見つけたイリアのところに歩き出そうとして――崩れ落ちる。

			　近くにいたリアが抱えてくれて助かったものの、女の子の顔は色白を通り越して青白かった。

			「イリア、この子……」

			「うん。友達」

			　以前に見た面影はある。しかし、パッと見では判断できないほどに、疲労の色が濃い。

			「ごめん、リア。すぐ治療するから、受付をお願いできる？」

			「分かった！」

			　改めて女の子を個室に運ぼうとすると、横から伸ばされた手に遮(さえぎ)られる。

			　邪魔するな。しかし、そう顔を上げたイリアに向けられていたのは、柔らかな微笑(ほほえ)みだった。

			「僕が運ぶよ」

			　手を伸ばしたのはガブリルで、女の子を抱えようとしてくれたのだ。

			　そこでようやくイリアは邪魔ではなく、それがガブリルの好意だったこと、そしてそんなことにも気付けないほどに冷静さを欠いていたのだと気付いた。

			（……少し冷静になろう）

			　一つ呼吸を置いて、心を落ち着かせる。

			「ごめんなさい。ありがとう」

			「ううん」

			　いつも通り、のほほんとしたままガブリルは女の子を２階に運び、イリアはリアに業務の代行を頼んでから彼の後を追った。

			　

			　ガブリルとパーシャはイリアのチート能力を知っているため、迷わず回復を行う。神聖魔術の精神回復魔法リカバーフェチーグ。

			　疲労と体力が回復したところで、女の子が術の眩しさから顔を背(そむ)けるように身じろぎする。

			「ん、……あ、あれ……ここ……」

			「ニーナ」

			　声をかけると、ニーナと呼ばれた女の子はイリアを見て、ぱちぱちと瞬(またた)きを繰り返し、

			「イリア！」

			　と叫んで抱き着いてきた。

			　だが、力が入らないせいでしがみ付くこともできずに、イリアはずり落ちていく彼女を支える。

			　改めてベッドに座らせると、恥ずかしさのせいか顔が赤くなっていた。

			「ニーナ、落ち着いて」

			「う、うん。イリア、ボク――」

			　ぐぅ、と。

			　緊張の静寂に包まれる個室に、大きな音が響いた。

			　部屋にいたのは、ニーナとイリア、それにガブリルとパーシャ。顔を真っ赤にしてお腹を押さえる様子を見てしまうと、誰のものなのかは一目瞭然だった。

			　むしろ原因が明らかだからこそ、妙な沈黙がいたたまれない。

			「イリア、お腹すいた」

			　空気を読んだのか読んでいないのか、（イリアとパーシャは恐らく後者と考える）ガブリルの提案により、皆で昼食をとることになった。

			　ガブリル以上にもくもくと料理を食べる普(ふ)人(じん)の少女は、ニーナ・アマロ。

			　その本名は天(あま)野(の)新(にい)菜(な)といい、この世界に迷い込んでしまった日本人である。

			　先のボクっ娘発言も、言葉の通じない彼女が「私」と言っているつもりでこの地に来て覚えた単語であり、そういったヘンテコさも愛(あい)嬌(きよう)になるような健(すこ)やかな少女だった。

			　能力としては風の魔術と精霊術に特化した魔術師で、列島諸国連合に居を構えていた配達員でもある。配達員とはいうものの、連合から遠く離れたロンドヴィルに向けられた依頼を受けるはずはない。

			　なぜなら、彼女には魔術の師であり、最愛の鳥人である人物がいるからだ。

			（……鳥人？）

			　脳裏を過った思い出の単語にひっかかりを覚えたイリアは、その部分を重点的に思い返し……気付く。

			「……はぁ」

			　思わず零(こぼ)れた溜息に、皆の視線が集中した。

			「ニーナ」

			「もごっ？　もご、もむ」

			「取りあえず呑み込んで」

			　ごくり、と彼女が口に含んでいたものを呑み込んだのを確認して、イリアは訊(たず)ねた。

			「あなた、エリアスさんを捜してる？」

			「すごい！　何で分かったの!?　ボクまだ何も言ってないのに！」

			　目を輝(かがや)かせ、ブンブンと手を振るニーナ。獣(じゆう)人(じん)であれば尻尾(しつぽ)が代わりに揺れていたことだろう。

			　対して、イリアのテンションは右肩下がりだった。どこかで見たことある人物だと思ったのは間違いではなかったこと、そして、その人物が友人の大切な相手であると気付かなかったことに対して、罪悪感に駆られた。

			「エリアスさんね、シルフの遊び相手になってたよ」

			「え、ホント!?　じゃあそのシルフさんって人のところに行けばいいんだね!?　……ってシルフ!?」

			「ちょっとあんた、いきなり大声出さないで」

			「あ、ご、ごめんね。……妖(よう)精(せい)!?」

			　今さらのようにパーシャの存在に驚いたニーナが飛び退く。列島諸国連合にはかつて妖(よう)精(せい)を乱獲した盗賊ギルドがあり、妖(よう)精(せい)は滅多に近づくことはないから無理もない。

			　それにしてもテンションが高い。

			（相変わらずだなぁ……）

			　先の疲(ひ)弊(へい)ぶりを見て心配していたイリアだが、友人の変わらない一面を見て安(あん)堵(ど)する。

			「シルフ……」

			　と思ったらヘコんでいた。

			　風の大精霊と風の魔術師。風の因子を操る術で言えば、チェスでいうクイーンとポーンほどの差がある。彼女が落ち込むのも無理はなかった。

			「どうやって倒そう……」

			「待ちなさい」

			　恋する乙女の強さを発揮させようとしないで。

			　こめかみを押さえながら制止するイリアに、ニーナは身を乗り出して訴える。

			「でもっ！」

			「シルフだって馬鹿じゃないんだから、遊び相手の命を奪うことはないわ」

			「でもっ……もう、三か月も帰ってないんだよ……!?　いつも助けてくれる精霊さんたちも、なんでか分からないけど、どこにいるかだけは教えてくれなくて……」

			　ニーナは、悔しそうにぎゅっと拳を握りしめていた。

			　自分たちに立場を置き換えてその気持ちを察したのか、パーシャたちの表情も浮かない。

			　イリアとしても意味もなく止めているつもりはない、だからこそ、一つだけ確認しておくことにした。

			「ねぇニーナ。あなた、いつからエリアスさんを捜してるの？」

			「三か月前からだよ！　ダーリンが一日以上帰ってこないなんておかしいもん！」

			　相変わらず妙な言葉を使うなぁ、と半ば現実逃避しながら、妙な空気になってしまった個室でイリアはそっと目を伏せる。

			（……うん。それだけラブラブなんだって思おう！　人の恋路に口を挿むとろくなことないしね！）

			　そう結論付ければ、することは決まっていた。

			　イリアは立ち上がり、ニーナを安心させるように微笑(ほほえ)む。

			「とにかく今は休みなさい」

			「うぅ……」

			「あなたに怪我されてまで、エリアスさんが助けられることを望むと思いますか？」

			　決定打にニーナは俯(うつむ)く。

			　彼の名前を出すのが卑(ひ)怯(きよう)であることはイリア自身も分かっている。それでも今は、彼女を落ち着かせることを優先した。

			　なんの因果か、せっかく揃ったこれだけの役者。助けるにしても、彼女が一人で突っ込む危険を冒す必要はまったくないからだ。

			「あなたは取りあえず休みなさい。ろくに休んでないんでしょ？」

			「うっ……うん」

			　何日も徹夜で飛び回っていたのだろう。

			　疲労や体力は回復させても、依然として彼女の魔力はほとんど枯(こ)渇(かつ)したまま。

			　このまま無理をすれば、それこそミイラ取りがミイラになってしまう危険があった。

			「安心して。ちゃんと方法は考えておくから」

			「……分かった」

			　ニーナは頷(うなず)き、食事を終えると大人しくベッドに潜り込んだ。

			　抜け出さないかどうか心配していたイリアだが、横になった直後に聞こえてきた寝息は、それが杞(き)憂(ゆう)だったことを教えてくれた。

			　

			　ニーナが来てから二日。

			　午前中は彼女に対策を提案し、同意する場合は依頼書に署名するように頼んでおく。

			　そして、午後からは受付業務。

			　相変わらず降り続く雨を眺めながらカウンターに立っていると、支部の扉が勢いよく開かれた。

			　今度は何？

			　と視線を向けると、立っていたのはフードで顔を隠した集団だった。

			「げっ」

			　見えないはずの正体を【神の目】で看(かん)破(ぱ)してしまったイリアは、思わず声を出してしまった。

			　進入してくる集団がフードを取り払うと、その金髪碧(へき)眼(がん)が露わになる。雪のように白い肌は人形のようであり、端(たん)整(れい)な容姿がその印象を強くする。

			　十数人の男女全員が整った顔立ちであることとともに目を引くのは、側頭部の長い耳。

			　乗り込んできたのは、エルフの集団だった。

			　そこまではイリアを知る誰が見ても分かるとして、彼女が嫌悪の声を出してしまった理由はまた別にあった。

			　その原因こそ、その集団の中央にいる男性。

			　華(か)美(び)を避けながらも逸品の衣装をローブの下に着込み、屈強な護衛に囲まれた男性がイリアにジッと視線を向けていた。まさにガン見。顔を背(そむ)けても視線を感じるほどだ。

			（……帰ってくれないかな）

			　そう願い、見て見ぬふりを続けるイリアの袖(そで)を、てとてとと近づいたリアがくいくいと引っ張りながら訊(たず)ねてくる。

			「（イリア、あの人たち、すっごい見てるよ）」

			（気付いてます知ってます分かってます。……はぁ）

			　リアの言葉を無視するわけにもいかず、イリアは不承不承、嫌々という態度を隠しもせずに口を開いた。

			「……いらっしゃいませー……」

			　彼女が迎え入れるようなことを言ったのをいいことに、集団はここぞとばかりに距離を詰めてくる。

			　さすがに原因を察しているのだろう。支部にいる皆の視線が痛い。

			「……どのようなご用件でしょうか」

			「迎えに来た。帰るぞ」

			　男性の言葉に、ホールのざわつきが増した。そのざわつきで音楽まで止まってしまったことで、変な空気がさらに充満する。

			　対策を練るイリアに痺(しび)れを切らしたのか、男性はずい、とカウンター越しに詰め寄る。

			　目と鼻の先ほどに近づくと、男性は端(たん)麗(れい)な笑みを浮かべて囁(ささや)いた。

			「用があるなら直接来いと、お前が言うから来たのだぞ」

			　その言葉にイリアは納得した。

			（ええそうですね言いましたね。……だからってホントに来るか!?　一昨日(おととい)来やがれと同じ意味だって察しろよ!!）

			　そんな嘆きが彼に届くことはなく、

			「なんだ貴様ら！」

			　なんということでしょう。さらに話をややこしくさせかねない、副支部長の登場だった。

			　不幸中の幸いと言うべきか、彼の登場で男性はイリアから少しだけ離れた。ついでに追っ払って欲しい、という彼女の切実な期待は微塵も感じていないものの、副支部長は集団に詰め寄る。

			　しかし彼女の期待空しく、

			「止まれ。それ以上、長老様に近づくこと罷(まか)りならん」

			　と抜(ばつ)刀(とう)したエルフたちに止められてしまった。

			　やっぱダメか、と項(うな)垂(だ)れるのは胸中で留め、気持ちをすっぱりと切り替えたイリアがエルフたちを見据える。

			「止めなさい」

			「……しかし、イリア様」

			「里と同じルールで動かないで。非があるのは貴方(あなた)たちの方よ」

			　抜(ばつ)刀(とう)したまま彼女と視線を交わらせること数秒。

			「……かしこまりました」

			　エルフたちはイリアの言葉を聞き入れた。

			　底冷えするような彼女の視線に若干顔が青ざめてしまっているが、イリアはそれを気遣う様子もなく、全員が納刀したのを認めてから、改めて目の前の男性に視線を向けた。

			　命令権は男性にあるものの、部下がイリアの命令を聞いたことを特に気にしてはいない様子だった。

			「改めまして、お久しぶりです。泉の長老様」

			「ああ。お前がヨルクを連れ戻してくれた時以来だ」

			　どこか懐かしむように言う男性は、名をレギナルト・フリッツ。

			　その端整な美丈夫といった容姿こそ二十代の男性にしか見えないが、その十倍以上は生きている泉の里を治める長老だ。

			　ヨルクが氷系魔術の天才とするなら、彼は水と火と風属性の超人と言うべきだろう。

			「俺を困らせたいという気持ちは愛しく思うがな。こうして迎えに来たのだから、ひとまず満足して帰って来い。続きは里で聞いてやる」

			　そして、エルフの各長老のさらに上位に位置する族長たちが決めた、イリアの婚約者でもある。

			　とはいえ、突っ込むのも馬鹿馬鹿しいとイリアはその決定を無視していた。

			「お断りします」

			　男性の眉(まゆ)がぴくりと反応する。

			「なぜ――」

			「なぜ？　言われたから来たって言いましたけど、私がヨルクに言ってからどれだけ経ったと思います？　大方、この子を私が預かったって聞いて慌てたんじゃないんですか？」

			　ハクを見るとレギナルトの眉(まゆ)がさらに動き、護衛たちの視線が彼に注がれる。その一連の流れで、イリアは図星であることを察した。

			　エルフの里と竜神の住む天宮は引きこもり同士の交易があるため、情報が漏(も)れるとすれば、その繋がりしか考えられない。

			　竜神の子を預かっているのだから、竜神との関係が強まったと思われたとしても無理はない。

			　結局はいつか孤独に耐えきれず帰ってくると予想したレギナルトだが、竜神が相手ともなると、寿命という他種族との大きなアドバンテージを失ったも同然。焦った彼は、慌てて彼女を連れ戻そうとした。

			（そんなとこかな）

			　何はともあれ予想が当たって良かった、とイリアは微笑(ほほえ)む。

			　何せ、これで畳み掛ける糸口ができたのだから。

			「そんなせこい人は嫌いです。お引き取りください」

			　そう。彼の欠点は、ある意味エルフらしいプライドの高さとも言えるその〝せこさ〟だ。

			　チートじみた魔術関連の能力を持つ彼をウンディーネが選ばなかったのも、その点が気に入らなかったのだとか。

			　ヨルクは他者を見下すような傲(ごう)慢(まん)さがある一方で、一度認めた人間や興味を持ったものには臨機応変に対応できる柔軟さがあった。

			　その純粋さとエルフらしからぬ器の大きさ（？）が気に入ったのだと聞いていた。

			　こんなことを考えている間にも、彼らに反応はない。

			　そろそろ状況を理解してくれたかな、と続く言葉を言いかけた時だった。

			「た、大変だ、イリア！」

			　支部に入ってきたのは、雨でずぶ濡れの男性。

			　エルフの集団に硬直するも、すぐに我に返ってイリアの下へと駆け寄っていく。

			「どうしました？」

			「ミディ川の水位が思った以上に増してる！　このままじゃ持たない！」

			　補強分じゃ足りなかったか。

			　そんなこともあろうかと、と言おうとした矢先。

			「ふふ」

			　目の前の長老が薄気味悪い笑みを浮かべる。
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			「イリア。俺のことをせこいと言ったな」

			「はい」

			「ならば、その評価を正してやろう。お前たち」

			　レギナルトの威厳のある声に、周囲のエルフたちが一斉に姿勢を正す。

			「今から行って河川の補強を行え」

			「「「　ハッ!!　」」」

			「どうだイリア。もちろん無償で行ってや――」

			「いりません」

			　エルフ全員の動きが止まる。

			　聞き間違いと言われても面倒だ、ともう一回言っておく。

			「必要ありません」

			　そして、完全に硬直してしまったエルフたちを嘲(あざ)笑(わら)うかのように、嬉(き)々(き)とした声がホールに響いた。皆の視線が集まるのは、妖(よう)精(せい)を肩に乗せた少年。

			「そうよ！　今こそ私たちの出番なんだから、あんたたちは引っ込んでなさい！」

			「ノームに頼めば、一発だもんね」

			「いりません」

			　イリアの声に、パーシャの表情がドヤ顔のまま固まる。

			　理解していないのか考える気がないのか、ぽけーっとしたままのガブリルの分まで慌てたのがパーシャだ。

			「何で!?」

			「あのですね、河川の氾(はん)濫(らん)は想定していたことなので、あらかじめ領主様と協議して、対策のための編隊を組んであるんです」

			　ホールに視線を向けると、数人が手を振って応える。

			　支部に待機しているのは最も近い地点の補強部隊だけだが、他の編隊も各地に待機している状態だ。

			　それでもパーシャは納得がいかないのか、イリアの肩に乗って捲(まく)し立てる。

			「で、でも！　私たちが行った方が確実じゃない！」

			「そうかもしれませんね」

			「なら！」

			　説明する前に、ホールのラシェルに目配せして予定通りに動いてもらう。説明してたら手遅れになっちゃいました、なんて笑えない冗談だ。

			　彼女たちが動き出したことを確認して、イリアは改めてパーシャに向き直る。

			「パーシャ。社会ってどういうふうに回ってるか分かりますか？」

			「知らない！」

			　あまりの即答に考えてないだけであることは明白だったが、ここで話を終えるわけにはいかない。

			　それはもちろん理解を得るためではあるが、同時にパーシャのためでもあった。

			「……あのですね。ここにあなたの大好きなプリンがあります」

			「うん！」

			　力強い首(しゆ)肯(こう)に苦笑が浮かぶ。

			　目的のために必死になっているだけで、根は素直な子であることは、イリアも十分承知している。

			「あなたがプリンを食べるお金はお店に払われますが、このお金は間接的にお店に材料を運んでくれた商人さん、材料を作ってくれた農家さんに支払われることになります」

			　厳密には違うけど、まぁ似たようなもんだ。

			　説得力を持たせるために、あえて確信しているように語る。

			「ところが、あなたが材料をすべて自分で育て、プリンを作るとどうなるでしょう」

			「……お店で買わなくなる？」

			「そうです。そして、お店でプリンが売れなくなると、お店はプリンの材料を運ぶ商人から材料を買いませんから、商人は農家からプリンの材料を仕入れなくなります。するとどうなるでしょう」

			「農家の人が困る」

			　イリアは首(しゆ)肯(こう)する。

			「農家の方は儲(もう)けることができず、農家をやめなくてはなりません。その結果、プリンはお店から姿を消すわけです。もちろんこれはかなり極端な例ですが……一つの行動は、様々な人に影響を及ぼすんです。今回のことだって同じですよ」

			　言いたいことを理解したのか、パーシャからは不機嫌さが薄れていた。

			「確かに土関連はノームに頼めば早くて確実ですが、同じ系統で稼ぐことができた人たちの収入がなくなってしまいます。そうなれば、その人たちは生活のためにロンドヴィルを出ていってしまうかもしれません。補強できる人がいなくなってしまったロンドヴィルで、また河川の氾(はん)濫(らん)があったらどうしますか？　その時、貴方(あなた)たちはロンドヴィルにいてくれますか？」

			　少し意地悪な言い方になってしまった。

			　そう自覚するイリアは、俯(うつむ)いてしまったパーシャを撫でる。

			「先ほども言いましたが、これはかなり極端な話です」

			「ピィ」

			「ちょ、こらっ！」

			　一緒に慰(なぐさ)めてくれたハクを、パーシャは鬱(うつ)陶(とう)しそうにしながら本気で拒絶はしない。ハクのおかげで、彼女も元の元気を取り戻した。

			「力がある人は、その力が周りにどういう影響を与えるか考えなきゃ。……フェアリエルになったらもっと大変になるんだから、そういうことも覚えないとね」

			「っ、うんっ……！」

			　さて、とパーシャの説得が一段落ついたことで、イリアは意識を切り替える。

			　改めてエルフの集団に目を向けると、体をビクリと反応させた。

			　さぁ、ダメ押しだ。

			「イリア。さっきの話、受けることに……イリアみたいな人がたくさんいる!?」

			　と思った矢先、２階から降りてきたニーナが混乱の声を上げた。

			　彼女の手には提案していた依頼の作成書があり、わざわざ下まで持ってきてくれたらしい。

			　そこでイリアは閃(ひらめ)いた。

			「長老様、私のこと本気で愛してくれますか？」

			　体に走る悪寒を堪(こら)えながら吐いたセリフに、ホール全体が再び揺れる。

			　ちょっと待ってください。それは過剰でしょう。

			　さすがに困惑するイリアをよそに、レギナルトは言いつのる。

			「当たり前だ。俺以上にお前を愛している者はいない」

			（ひぃぃいいいい！　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い!!）

			　イリアの全身に鳥肌がたつ。

			　巫(み)女(こ)の枷(かせ)を着ていたためにバレなかったものの、表情で平静を装うのは限界がきそうだった。

			　思わず顔を逸らしてしまったイリアをどう勘違いしたのか、レギナルトは彼女の肩を掴み、ぐいっと顔を近づける。

			「お前がいてくれるなら、竜神だろうと鬼神だろうと……誰にだって負けはしない」

			（ぎゃぁぁああああああ！　やめてぇぇええええ！　うぇえ……吐きそう……）

			　いっそ儚(はかな)げにも映るその振る舞いの裏で苦悶しながら、これはチャンスだ、と意識を強く持つ。

			　彼の発言は墓穴。まさに年寄りの冷や水だった。

			「なら、その言葉を証明して見せてください」

			「……？」

			　イリアは精神力をフル動員して平静の態度を装い、表情にはできる限りの笑顔を浮かべる。

			　そして、彼だけに聞こえるように音量を抑え、

			「シルフを屈服させるほどの方なら、私も安心して身を寄せることができます」

			　そう囁(ささや)いた。

			　

			　場所は変わり、２階の個室。

			　集まったのは、イリアを除いてガブリル・パーシャ・レギナルト・ニーナの四名。ニーナだけが、妙な存在感を持つ他のメンツに狼(ろう)狽(ばい)していた。

			「では、今回の依頼について説明させていただきます」

			「依頼？」

			　長老の言葉に頷(うなず)きを返す。

			「はい。依頼主はこちらのアマロさんです。依頼内容はシルフに囚われた鳥人の救出です」

			「そんなもの、我らのみで解決してくれる」

			「そうはいきません」

			　イリアの即答に長老のドヤ顔が凍る。

			「これは正式にギルドから出された依頼なので、どのギルドにも所属しない方々のみの参加は認められません。すでに長老様は依頼の存在を認知されていますので、従っていただけない場合故意の国家・ギルド協定の反(ほ)故(ご)と見(み)做(な)し、粛(しゆく)清(せい)対象となります。ですので、アマロさんに同行するかたちをとっていただきます」

			　たとえ里に引きこもっていた長老でも、族長たちの住むウィンディア族長連邦を通じてギルドに所属する有名どころは知ってるため、彼ら全員を敵に回す粛(しゆく)清(せい)措置は無視できない。

			　ままならない怒りをぶつけたかったのかレギナルトがニーナを睨(にら)むと、少女はしゅんと縮こまった。

			　ロリコンのくせに子供に突っかかるなっつーの。

			　そう意思を込めてイリアが睨(にら)むと、そのただただ軽(けい)蔑(べつ)するような視線にレギナルトはあからさまに狼(ろう)狽(ばい)した。

			「……ふ、ふん。幸運だな娘。我々が確実に大精霊様を止めてみせる」

			「意気込むのも結構ですが、作戦には従っていただきます」

			「分かった」

			　素直なのはいいけど、それはそれできもい。

			　とはいえ、エルフたちの助力があればニーナのリスクがかなり減るため、助かるというのが正直なところだった。

			「では大まかな作戦ですが、まずアマロさんの説得で鳥人を誘導し、風の結晶柱からシルフを離します。次に十分な距離が取れ次第、ノームによる因子の相(そう)克(こく)でシルフを弱体化させます。ガブリルはその援護を」

			「分かった」

			『承りましたぞ』

			　ノームも了承。その返答の速さから、シルフの奔(ほん)放(ぽう)さに呆れていたことが窺(うかが)える。

			「エルフの方々は風の因子を消費しつつ、アマロさんと鳥人の護衛を。長老様にはパーシャと一緒にシルフを捕らえていただきます」

			「……いいのか？」

			　そう訝(いぶか)るのは長老レギナルト。

			　イリアが質問の意図を捉えかねていると、彼らしい佳(か)麗(れい)な笑みが浮かぶ。

			「土の大精霊様にまで協力を仰ぐとは……。お前も素直じゃないな」

			　殴りたい、この笑顔。

			　その反応から「嫁ぐ口実を作ろうとしている」などと勘違いをしていると察したが、ある意味好都合だと訂正しない。

			「出立はいつだ」

			「明日を予定しております」

			「分かった。里の者は英気を養うことに専念させることにしよう。……さて、俺の寝床だが」

			「ご安心ください。里の者でも安心できる宿をご用意させていただきました」

			「ぐ、む……」

			　イリアの満面の笑みに負けたロリコンは、大人しく退室。

			　さぁここからが本番だ、とニーナに目を向ければ、彼女は顔を真っ赤にして俯(うつむ)いていた。

			　そんな少女を代弁するようにパーシャが訊(たず)ねてくる。

			「い、イリア姉、本気で結婚するの……？」

			「しませんよ。私、エルフ嫌いですから」

			「へ？」

			　パーシャ同様、目を丸くするニーナに改めて告げる。

			「だから、あなたも協力してください」

			「え？　う、うん！　無理やりなんて絶対イヤだよね!!」

			「……仰(おつしや)る通りです。なので、これをニーナにお渡しします」

			　取りあえず色々スルーして紙を渡す。

			「え？　これって……」

			　内容を見たニーナは、その意味を理解できずに首を傾げた。

			　彼女の困惑の視線に、イリアは人差し指を立てて笑みを返す。

			「恋のおまじないですよ」

			　

			　後で思い返すたびにのた打ち回りたくなるような恥ずかしいことを言ってから、二日目の朝。

			　支部のカウンターの前に特設された壇上にリアが立つ。

			「これより、第一回（仮）ゲーム大会の開会式を始めます！」

			　湧き上がる歓声と拍手。リアが降壇するとともに止んでいくのを見計らい、司会役のシンシアが式を進行していく。

			　簡単な規則の確認や賞金の説明等が、特に問題もなく消化されていく。ちなみに、賞金が出るのは将棋・囲碁・チェスであり、あとのゲームは先の雪まつりで言う特別賞のような景品が贈与される。

			　そして、開会式の最後は当然エクトルに任される。

			「今回は私もチェスに参加するけど、手加減したら容(よう)赦(しや)しないからそのつもりで。この大会の一番の目的は楽しむことだよ。それを忘れず、知恵の限りを尽くして競い合って欲しい」

			　これで開会式は終了。

			　壇上に再び上がったシンシアが、会場の場所を読み上げていく。

			「支部食堂館の１階から、将棋、囲碁、チェスが会場でございます。当本館の１階はリバーシとジェンガ、２階でトランプ競技を行います。トーナメント表と席の割り振りは該当会場にございますので、着き次第の確認をお願いします」

			　そこでシンシアがいったん言葉を切ると、張り詰めたような緊張が走る。

			「では、移動をお願いします！」

			　まさに堰(せき)を切ったような勢いで参加者たちが移動を開始する。

			　給仕と進行スケジュールの管理に、不正の監視。受付業務に残る者以外の職員にとっては、これからが本番だ。

			「皆さん、風の結石は持ちましたか？」

			　イリアの問いに職員たちが頷(うなず)く。皆に持ってもらった拳大の結石は、いわば竜神のピアスの簡易版。

			　結石にイリアの魔力を込めただけであり、彼女の魔力が届く範囲でしか効果はないが、結石同士が共振してスピーカーの役割を果たすトランシーバーとなる。

			「使用方法は練習した通りにお願いします。十分承知のうえだと思いますが、ちゃんと魔力を切らないと独り言も筒抜けになってしまうので、注意してください」

			「「「　…………　」」」

			「くっ……」

			　昨日の練習中、リアを見て「やっぱ似合うな……」と本音がダダ漏(も)れになり赤っ恥をかいたバルドが、全員の視線を感じて顔を赤くする。

			　責任者として注意事項は言っておくのは当然の責務なのだから、イリアを睨(にら)んでも意味はない。

			「では、持ち場に着き次第、連絡をお願いします」

			「「「　了解　」」」

			「「「　りょうか～い　」」」

			「ピィ！」

			　思い思いの言葉を返して職員が散っていく。

			　イリアは受付をしつつ、各会場と厨(ちゆう)房(ぼう)のサポートも担当する。

			「ハクも、今日は一緒にいようね」

			「ピィ～♪」

			　特別に置いたカウンター内の椅子に座り、前掛けに乗るハクを撫でる。

			　何事もなく行事が進めば、彼女に役目が訪れることはない。

			　イリアは、改めて視線を窓の外に向けた。

			　窓の先に映る街並みのずっと先。

			　ノート海の上でスケールの大きな追いかけっこを繰り広げているのは、鳥人を連れたニーナとシルフだ。

			『あはは！　すごい！　キミもやるじゃんか！』

			「い、いきなり元気になったね」

			　初めこそ遊びを邪魔されたと思い憤(ふん)慨(がい)していたシルフだが、ニーナの並外れた飛行魔術に機嫌は一転。満面の笑みを浮かべてニーナたちを追いかける。

			『ほらほら、追いついちゃうよー!?』

			「こ、こっちだよ～。……ほら、エリアスも！」

			「あ、ああ」

			　追いかけっこに夢中なシルフは、自分が陸地に誘い出されていることに気付かない。

			　もちろん、

			「来たよ、ノーム」

			『承知』

			　その先にいる、土の大精霊の存在にも。

			　引きつけ、引きつけ、ノームはその存在を解放する。

			『なっ……！　なんでお前がいるんだよっ！』

			『気付くのが遅かったのう！』

			　属性因子の相(そう)克(こく)により、風のシルフと土のノームは互いに弱体化。

			　思わぬ邪魔に頭を沸(ふつ)騰(とう)させたシルフは、まっすぐノームの下へ向かいながら、風の魔術を連発する。

			　風の刃や、風を集めた弾丸、吹き飛ばす螺(ら)旋(せん)の渦など、その技は多(た)岐(き)にわたる。

			「――抜(ばつ)刀(とう)」

			　しかし、それらはすべて因子ごと切断され、霧(む)散(さん)する。

			　そよ風となった風の因子にポニーテールの髪をなびかせ、手にした太刀を振るうのは鬼神の少年。

			『なんでっ、なんでっ、なんでっ！』

			「……無駄だよ」

			　ノームを守るようにガブリルが振るう太刀。その速度は常人の目で捉えることもできず、ただ刀身の赤い光が揺らめいて鞘に吸い寄せられるように見えることから〝血魂喰い〟の異名を持つ。

			『なんで、お前がそれを使えるんだよっ！　それは――』

			「うん。イリアから教わった」

			『っ！』

			【刀術】スキルから派生する【居合】は、因子を媒(ばい)体(たい)とせずに因子の結合を絶つ抜(ばつ)刀(とう)スキルであり、彼がイリアから教わった剣術の一端でもある。

			　僕は遊んでもらえなかったのに。

			　被害妄想と嫉(しつ)妬(と)で増した怒りと戸惑いに、シルフは風の精霊が持つ最大の長所である視野を狭(せば)めていた。

			『ならっ、周りごと吹き飛んじゃえーー！』

			『させぬよ！』

			　集まりかけた風の因子が、突如現れた土の壁によって阻(はば)まれる。

			　そして、シルフの失敗はそれだけではなかった。

			「捕(ほ)縛(ばく)させていただきます！」

			『ねーちゃん!?　って全然違うじゃんか！』

			　土の壁が割れ、中から迫ってきたエルフの姿に目を剥いたシルフは、しかし目的の人物ではないことに落胆する。

			　だがそんな悠長なことを言っている暇があるはずもなく。

			「プレシュット・レイ！」

			『うわっ！　なに、するんだよ！』

			「くっ……！」

			　虚を突いて近づいた長老。飛び回るシルフを捕まえることはできなかったものの、予定通りの魔術を当てることには成功する。

			　だが、お返しとばかりにシルフによって至近距離で放たれた魔術により、吹き飛ばされてしまう。

			　ようやく一息つくことができたシルフは落ち着きをいくらか取り戻す。

			『ん？』

			　そして彼が見たのは、そこかしこにいるエルフたちから放たれた魔術。

			（ふんっ、そんなの、当たるわけ――）

			　シルフの飛行速度をもってすれば、当たるわけがない。

			　だが、そう考えた彼の予想を裏切り、避けたはずの魔術がシルフに向けて軌道を修正する。

			『うわっ、なんだこれっ！』

			　さすがに急旋回や急上昇などの修正はないまでも、軌道が変更されるという現象にシルフは戸惑う。

			　長老がシルフに放った魔術には、因子を呼び込むポイントを作る効果があった。

			『うわっ、うわわ！　くっそー！』

			　避けながらも魔術を発動するが、大きな魔術はノームに阻(そ)害(がい)され、彼を狙えばガブリルに断たれる。

			　とはいえシルフの速度も尋常ではなく、両者ともに消(しよう)耗(もう)するだけの時間が流れていく。

			　若干シルフの速度が落ちただろうか。

			　今こそ好機、とほくそ笑む長老の横を、しかし倍以上の速度で抜き去った人物がいた。

			「なっ……娘っ!?」

			　飛ぶことが速くとも、ろくな攻撃魔術の使えないのでは足手まといだ。

			　そう止める暇もなく、ニーナはシルフに接近する。

			「シルフ様！　聞いて！」

			『!?』

			「――我、開(かい)闢(びやく)の時より在りし君へ言の葉を紡ぐ！」

			『わ、わー！　わー！』

			　流れ込む少女の魔力に気付き、シルフは耳を押さえ叫びながら逃げ回る。

			　しかし、彼女の発する〝恋のおまじない〟改め、九つの篇と序・間・収の三つの宣により構成される宣呪(のりと)言(ごと)が、その魂へと染み渡る。

			「――人、竜、鬼、三者の主、神の名に於いて命じる。汝、その御(み)霊(たま)を此処へ！」

			『うわぁっ！』

			「きゃっ!?」

			　２人の間に互いの魔力が流れ込み、初めこそシルフは逃げようとしていたが、次第に引き寄せあうように両者が近づいていく。

			　２人は緑色の光に包まれているようでもあり、やがてその光は２人が近づくことで大きな一つの塊となった。

			『……あーあ、捕まっちゃった』

			「ごめんね」

			『ぷっ。謝るならやんなよなー。っていうかキミ、風の精霊と仲良いでしょ』

			「分かるの？　そうだよ！　みんないい子で助けてくれるんだ！」

			『ふーん』

			　ぷい、と顔を背(そむ)けたかと思うと、シルフは視線だけをニーナに向ける。

			『別にケーヤクしてもいいけどさー。僕を使役するつもりなら、他の精霊とは付き合わないでもらうかんね』

			「え、やだ」

			　ニーナの即答に驚いたシルフは、初めこそ目を見開いたが、やがてにい、と口端を吊り上げ、少女と向き合うように移動する。

			『なんで？　僕ってあいつらのボスみたいなもんだよ？』

			「……それでも、ボクを助けてくれた子たちと別れたくない」

			　シルフをまっすぐに見つめる眼差しは強い。

			　宣呪(のりと)言(ごと)で魔力が繋がったことで、シルフの人智を超えた力を自覚したのだろう。

			　見つめあううちにニーナの頬(ほほ)を汗が伝う。

			　しかし、その膠(こう)着(ちやく)もすぐに決着した。

			『あはははは！　いーよ！　認めてあげる！　その代わり、ちゃーんと僕と遊ぶこと！』

			「え？　あ、うん。それくらいなら……」

			　こうして、無事に契約は成立した。

			　大精霊との契約方法は三つある。

			　一つは、相互の無条件同意による契約。

			　二つ目が、大精霊から提示された契約条件の達成。

			　最後が、今回のような人間側からの契約だった。

			　大精霊を弱らせることで強制的な同調を可能にし、そのまま宣呪(のりと)言(ごと)による契約を行う。

			　ほとんど力ずくとはいえ、大精霊を屈服させるだけの能力と、同調できるだけの資質が必要になるため、他の二つよりむしろ難易度は高い。

			　もともと契約できる者が、厄(やつ)介(かい)事ばかり引き起こす大精霊を大人しくさせる方法と言った方が正確なのが、この第三の契約方法だった。

			　手の付けられないほどに奔(ほん)放(ぽう)だった大精霊シルフも、なんやかんやと言いながら同調を拒まなかったところを見るに、そもそもニーナとの相性が良かったのだろう。イリアの記憶でも普段から気紛れなはずの風の精霊が手を貸してくれるような少女だっただけに、むしろ当然の結果とも言えた。

			　その一方で、事態を理解するや、茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)とする人物が一名。

			「……終わって……しまった……」

			　シルフを屈服して見せるどころか、少女に最大の成果をひっさらわれる始末。願いを叶えるはずの希望を絶たれ、泉の長老レギナルト・フリッツは、周囲のエルフたちから同情の眼差しを送られていた。

			　とはいえ、それはイリアの狙い通りでもある。

			『イリア、問題発生』

			　結石から発せられた声で、イリアは二重の安(あん)堵(ど)を込めて【千里眼】を切る。

			　結石から聞こえてきた声の主はカティで、彼女がいるのは本館の１階……すぐ傍だった。

			「どうしたの？」

			『ケーキ類の減りが速い。このままだと、お昼まで持たない』

			　ホールに目を向けると、スイーツを載せたテーブルをわなわなと見下ろすカティがいた。脱力とともに溜息を吐いて、改めて結石に語りかける。

			「了解。すぐ調理にとりかかります」

			『……了解』

			「職員の分は別にあるから――」

			　安心して職務に専念してね。

			　そう言おうとした彼女の声は、

			『『『　良かったーーーー!!　』』』

			　という大合唱にかき消されてしまった。

			　いつもはお店に出さない、色々な種類の一口ケーキを作ったのは失敗だったかもしれない。

			　そう反省しても、食べる人々の笑顔を見てしまうと後悔できないイリアだった。

			　

			　ゲーム大会は、大好評のうちに幕を閉じた。

			「雨？　なにそれ美味しいの？」と言い出すんじゃないかというくらい、参加者たちにとって降雨のことなどどこ吹く風。勝ち得た者は再び勝利の美酒を味わうため、負けた者は雪(せつ)辱(じよく)を晴らそうと、天候に関係なく、また大会を開いて欲しいというたくさんの声が支部に寄せられた。

			　大会としての失敗は、エクトルがチェスで優勝して、皆の顰(ひん)蹙(しゆく)を買っていたことだろうか。

			　不満点と言えば、もう一つ。

			「……あっちぃ～……」

			「……暑い」

			「シンシア、カティ、だらけすぎです」

			　シルフが長期にわたり水と風の因子を消費していたため、ロンドヴィルとその周辺国家は季節外れなうえに夏以上の猛暑に見舞われていた。

			「ピィ～……」

			　じりじりと焦がすような熱気に、ハクもへばり気味。

			　ビールが美(う)味(ま)い！　と喜んでた客も、今ではテーブルの上でへばってる有様だった。

			「……はぁ」

			「……さすがのイリアも、この暑さはきついか～」

			　なんだか嬉しそうなシンシアの予想だが、彼女の気分を陰(いん)鬱(うつ)とさせている原因は他にあった。

			　というか、目の前にいた。

			「……イリア、里へ……」

			　暑さにへばりながらも、帰ろうとしない長老だ。

			「長老。いい加減帰ってください」

			「……納得できん」

			「駄々こねてないで、さっさと里に帰りなさい」

			「……いやだ」

			　本当に駄々っ子のようだった。

			　護衛に来ていたエルフたちを無理やり宿に帰したイリアの判断は、まさしく大正解だったろう。こんな情けない長老だと知れば、泉の里で革命が起きても不思議ではない。

			「いい加減にして。あなたはシルフを屈服させることはできなかった。違いますか？」

			「……違わない」

			「なら」

			「……俺には、お前が必要なんだ」

			　成人男性の口から洩(も)れた泣き落としに、イリアは心の底からドン引きする。

			　二百年以上生きた男性に甘えられても気持ち悪いという感想しか湧かなかった。

			　諦める口実を用意しても駄目。好意を利用する性悪女と思わせても駄目。

			　物理的に排除すれば死んでしまい、本格的に敵対した場合、族長たちが彼をどうするか分からない。

			　まさに八(はつ)方(ぽう)塞(ふさがり)な状況に小さく息を吐く。

			「いい加減、嫌ってください……」

			「……俺の意思は俺が決める」

			　カッコいいことを言っているのにもかかわらず、他のすべてが台無しにしていた。

			　もう放置でいいかな、と投げやりになった彼女の下に近づいて来たのは、給仕業務に就(つ)いていたはずのカティだった。

			「イリア……何か、アイディア……」

			　暑さのあまり、もう立つのもやっとらしいカティが懇(こん)願(がん)してくる。

			　アイディアと一言で言われても、暑さをしのぐ方法なんてそう簡単には思い付かない。

			（熱いお風呂……鍋……体温を下げる野菜が今の季節あるわけないし……）

			　いろんなことを考えながら、アイディアを探して辺りを見回していた、その時。

			　窓の外で鎮座する、彼女の魔術によってこの猛暑の中でも原形を留める雪像が目に入った。

			　雪の冷たさで涼むには魔術を解く必要がある。

			　だが、魔術を解けばすぐに融けてしまう。

			「……なら、融かしちゃおう」

			　虚(うつ)ろながらも首を傾げるカティたち。

			　目の前でだらけられていると、周りのやる気も削(そ)がれてしまう悪循環に陥(おちい)る。だから、善は急げと行動に出ることにした。

			　

			　街灯だけが頼りとなる闇(やみ)に包まれたリュネヴィル。

			　男は、路地裏に潜む存在を察知すると、傍(はた)から見れば消えたような自然な流れで路地裏に侵入した。

			「……なぜ君がいる」

			　男の執務室にいるはずの女性が、彼を見てわずかに微笑(ほほえ)む。

			　だがそれも束の間のことで、いつもの無表情に戻った女性は服の内側から封筒を取り出した。

			「任務です。指令をお持ちしました」

			「……そうか。なら、一つ頼みごとをしたい」

			　指令書を取り出し、書き込まれた内容を見た男は、即座に今後の予定を修正した。

			　頼みごとの内容を聞いた女性は頷(うなず)き、後退すると同時に闇(やみ)に溶けていく。

			　これで懸(け)念(ねん)材料への監視を強化することができる。

			　そう安(あん)堵(ど)したのも束の間。

			「……暑いな」

			　女性を見送った男性は小声で愚(ぐ)痴(ち)を零(こぼ)し、一息入れるのと同時に気持ちを切り替えて路地裏から歩み出た。

			　街頭からの光でわずかな明るさはあるものの、そこは依然として暗闇の中。

			　男はその暗さで道を見失うこともなく、ただ黙々と歩みを進めた。

			　

			　弾ける水滴。濡れる肢体。

			　笑顔と歓喜の声に溢(あふ)れるのは、つい先日まで資材置き場として使われていた巨大な空地。

			　ただし、今は空き地ではなく、大きな円形の槽にたっぷりと水が張られている。

			「これがプール……気持ちいい……」

			　縁で浮かぶカティが、恍(こう)惚(こつ)とした表情で呟(つぶや)く。

			　その横で浮き輪に掴まるリアも、緩んだ顔で水に浮かんでいる。

			　彼女たちが着ているのはもちろん水着であり、サイズ・型・男女別にイリアが錬金術で大量生産し、レンタル品として貸し出していた。

			　イリアがそんなスキルの無駄使いともいえる暴挙に出たのも、ひとえに女性陣の水着姿を見たかったからに他ならない。

			　しかし、恒(こう)常(じよう)的に水場で遊ぶことのない者たちにとって、水着は下着を晒(さら)すような羞(しゆう)恥(ち)心(しん)を喚(かん)起(き)させる。

			　だが、イリアは諦めなかった。

			「プールなんて、上流階級の贅(ぜい)沢(たく)なんだけどね～」

			「こんな水着も貸し出してくれて、ちょっとお嬢様になった気分かも！」

			　感情が理性を覆(くつがえ)すように、〝上流階級では普通ですよ〟〝さぁ、貴女(あなた)もプールを本来の形で楽しみましょう〟と言葉巧みに扇(せん)動(どう)することで、憧(あこが)れによって常識を覆(くつがえ)したのである。

			　呆れた執念だが、彼女は後悔も反省もしていない。

			「きゃっ、ちょっとやめてよー」

			「あはっ、油断大敵！」

			　彼女の目の前では、女の子たちがきゃっきゃうふふする光景が広がっているのだから。

			「イリアも入ればいいのに」

			「ねー。ハクもそう思うよねー」

			「ぴぃっ！」

			　ともあれ、リアやカティのような大人たちは縁の近くで涼んでいる。中央に行けば行くほど子供の割合が増えるのは、中央が水の吹き出す噴水となっているからだ。

			　縁付近のダクトから水を吸引。地下の貯水槽に流れた水は、冷蔵庫に使われる冷却用の水の結石で冷やされつつ、ろ過効果のある水の結石により、清潔な水質へと改善される。

			　そして、綺(き)麗(れい)になった水が汲み上げ効果のある水の結石により中央から吹き出される、という流れだ。

			「まさか、井戸の汲み上げと水質改善に使われてた結石をこんな風に使うとはね」

			　イリアの横で苦笑気味に呟(つぶや)いたのは、シルフから解放された鳥人・エリアスだった。

			　彼の視線の先ではニーナが元気に泳いでいるが、彼自身は病み上がりということで見学中。イリアはイリアで副支部長から「貴様が造ったのだから、貴様が監督しろ」と冷たく言い放たれ、体育座りしながらエリアスと一緒に日陰からプールを眺めていた。

			　ぶんぶんと手を振りはしゃぐニーナに手を振りかえした彼は、やがてイリアに身体を向けて、頭を下げた。

			「改めて、ありがとう。こうしていられるのも、君の助力のおかげだ」

			「顔を上げてください」

			　言われるまま顔を上げたエリアスに、イリアは首を横に振って見せる。

			「貴方(あなた)を助けたのはニーナです。私も長老たちもパーシャたちも、彼女の手伝いをしたにすぎません」

			「……そうかもしれないけど」

			「特に、私に言うのは間違ってますよ」

			　最初はエリアスだと気付かなかったくらいだ。ニーナたちと関わっていた頃は今よりもっと男に興味がなかったとはいえ、薄情にもほどがある。

			　なにより、イリアがしたのはただの仕事でしかない。

			「報(ほう)酬(しゆう)もちゃんと貰ってますから」

			　最初に依頼を出してもらうよう持ちかけた時、ニーナはお金がないと泣き崩れた。

			　そんな彼女にイリアが持ちかけたのは、賃金報(ほう)酬(しゆう)から物品報(ほう)酬(しゆう)への変更だった。

			　物品報(ほう)酬(しゆう)というのは、お金の代わりに物を報(ほう)酬(しゆう)として支払うか、依頼の結果もたらされた物を支部に譲渡する代わりに、報酬金を支部が支払う形態とする制度だった。ただし、国や領主が依頼主の場合は適用外で、ギルド員限定という制限もある。

			　今回の場合は後者であり、シルフが好き勝手に使ったせいで軌道から外れてしまった風の結晶柱を回収し、それを支部が譲り受けるかたちで収まっていた。

			「……そうか。なら、これ以上恩を押し付けるのは無礼だね」

			「はい」

			　苦笑ながらも笑顔を浮かべるエリアスに、イリアも下心のない笑顔を返す。

			「ふ、２人がいい雰囲気になってるー!?」

			　遠くで水に浸かるニーナが叫び、その様子をシルフに笑われていた。

			　イリアとエリアスで否定を示すと、今度はからかったシルフを追いかけ始める。それにパーシャが巻き込まれて、なだめようとするガブリルを交えた大騒ぎに発展した。

			「……本当は、不安だったんだ」

			「不安、ですか？」

			　ニーナを見つめながら、エリアスは首(しゆ)肯(こう)した。

			「彼女に害が及ばないようシルフの遊びに付き合いながら……、そうしているうちに彼女が他の男にとられてしまうんじゃないかって……」

			「……はぁ」

			　ないない。

			　イリアの呆れを察したのか、エリアスは情けない微笑(ほほえ)みを向ける。

			「連合には、〝女心と冬の風は変わりやすい〟っていう格言があるんだ。おかげで、気が気じゃなかったよ」

			　スキルによって翻(ほん)訳(やく)されているため本来の言葉とは異なる可能性はあるものの、その内容は日本語で言うところの諺(ことわざ)である、女心と秋の空。

			　冬の風は英語版だったっけ、とイリアは思い返す。

			　どちらも女性の男性に対する愛情が移ろいやすいこと、感情の起伏が激しいことを示す諺(ことわざ)だ。

			「ならなおさら大丈夫ですよ。お二人は、冬の風に打ち勝ったじゃないですか」

			「……そうだね」

			　今回の騒動で絆(きずな)が深まったのか、彼の横顔に不安や迷いはない。

			　でもどうだろう、とイリアは思案する。

			　互いの愛を理解していても、一途に同じ姿になる方法を求めてしまう異なる種族の男女(ガブリルとパーシヤ)。

			　恋(れん)慕(ぼ)を抑えきれず、恋人のために命を懸けて旅を続けた少女(ニーナ)は、大精霊にまで喧(けん)嘩(か)を売ろうとした。

			　そして、職務をほったらかしにしてまで、はるか遠く求愛に来る誠意（？）を見せても受け入れてもらえなかった男(長老)は、それでもなお、愛を諦められずにいる。

			　天気なんて、天災でもなければ工夫ひとつで楽しむことができるもの。

			「……愛って、天気より御しがたいものですよね」

			「えっ」

			　ニーナが他の男にとられる予言とでも捉えたのか、エリアスの顔が引きつる。

			　そういえば、とイリアは諺(ことわざ)に〝男心と秋の空〟というのもあったことを思い出す。

			「ニーナのこと、ちゃんと大事にしてあげてくださいね？」

			　悲しませたら許しませんよ？

			　笑顔に乗せてそう伝えると、彼は神妙な顔で頷(うなず)いた。

			　やがて、ニーナを止めるためにエリアスもプールへと向かい、皆がイリアの方を見た直後に騒ぎは収束。「これ以上暴れると、イリアに怒られちゃうよ？」という言葉は、彼が思う以上に効果てき面だった。

			　そして、彼女たちは大人しい水遊びを再開する。

			　はしゃぎつつ、時折笑顔でこちらに手を振るニーナたちに応えながら、イリアは１人、日陰で静養に専念する。

			　監視員の身として、事故なく、いつまでも楽しい時間が続くことを願いながら。

		

	
		
			第２章　思惑

		

	
		
			　闘技場。

			　そこは傭(よう)兵(へい)ギルド員同士、魔法ギルド員同士が戦うことを認められた唯一の場であり、個人戦、チーム戦ともに上位ランカーになることは、彼らにとって最高の誉(ほま)れの一つに数えられる。

			　特に重ねた功績ばかりが注目され、戦闘能力が直接加味されないギルドランクに不満を持つ者にとっては、その力を示し、認められる絶好の場所でもあった。

			　加えて、その恩恵を受けるのは闘士だけではない。

			　武器や防具を提供する鍛(か)冶(じ)屋、的や障害物を造る鋳(ちゆう)造(ぞう)・木工といった工業ギルドはもちろん、観客に飲食物を売る商業ギルドにとっても、闘技場は金のなる木に違いない。

			　闘技場の所有者となる領主、経営を任される連合ギルドにとってもいい収入源となり、訪れる観客は安全な位置から血沸き肉躍(おど)る戦いを眺められることで、いいストレス解消にもなる。

			　その一方で、問題も生じている。

			　オーブワイト王国の首都にあった闘技場で一番問題となったのは、貴族による八百長騒動。

			　暗黙の了解で行われていた地下賭(と)博(ばく)場はオーブワイト貴族のいい収入となっていたが、それを良しとしない者……主に対立派閥の貴族の間(かん)諜(ちよう)による内部告発により、八百長が発覚。

			　公に発表こそされなかったものの、口に戸は立てられず、八百長の事実は瞬(またた)く間に民衆へと広まった。

			　そこでかなりの客が減ったとはいえ、その時点では閉鎖するほどの状況ではなかった。

			　決定的な打撃になったのは、その後に起こった告発貴族の主導によるギルド員の捕(ほ)縛(ばく)。

			　八百長を暴いた側の貴族がさらに対立派閥を追い詰めようと欲を出し、八百長を行った闘士の証言を得ることで、自分たちの勝ちをより確実にしようとしたことが発端だった。

			　とはいえ八百長貴族もそこまで馬鹿ではなかったのか、結局対立側は八百長を行ったとされる闘士の情報を掴むことができず、功を急いだ告発貴族は、罪の内容にかかわらず前科のある闘士――ギルド員を捕(ほ)縛(ばく)するという暴挙に出た。

			　結果は貴族、ひいてはオーブワイト王国政府そのものの信用の失(しつ)墜(つい)。ギルドからの反発とギルド員の不参加という事態に陥(おちい)り、ほどなくしてオーブワイトの闘技場は閉鎖されるに至った。

			　こういった闘技場の話は連合の職員として無関係ではないものの、リュネヴィル支部には結局他人事でしかなかった。

			「総会で、リュネヴィルに闘技場を造ることになった」

			　そうフランクが言うまでは。

			　

			　時は遡(さかのぼ)り、ゲーム大会が終わってから、数日が経った頃のこと。

			『異常？　特にないかな。神子のねーちゃんだって何か感じてるわけじゃないんだろ？』

			『ええ。ですが、私よりあなたの方が空気の変化には敏(さと)いでしょう？』

			　シルフはけらけらと笑った。

			　その姿は等身大の活発そうな少女といった風(ふう)貌(ぼう)であり、シルフィードと呼ぶべきかもしれない。それでも、中性的な印象は男性の姿でも女性の姿でも変わらなかった。

			『やる気ないだけのねーちゃんに褒(ほ)められてもなー』

			『シルフ！　先ほどから聞いていれば、神子様に対し何たる――』

			　ノームの乱入で話は途切れてしまったが、結局シルフも何か変化を感じているわけではない、ということは判明した。

			　それからほどなくして、ノームの説教を嫌ったシルフに急かされるように、ニーナとエリアスは、列島諸国連合へと帰郷。

			　その頃には、ロンドヴィル一帯の気候は少し肌寒い、例年通りの冬に戻っていた。

			　そして、彼女たちと入れ替わるように帰ってきたのがフランクだった。

			「あれ、フランクさん、どこか行ってたんですか？」

			「クロード、お前の分のお土産はなしだ」

			「心細かったよ、フランクさぁ～ん！」

			「おーよしよし。シンシアは腹黒いなぁ」

			　やっぱり、フランクがいると支部の空気が柔らかくなる。

			　そんな様子を微笑(ほほえ)ましく眺めていたイリアは、フランクが向かってくるのを捉えた。

			「ただいま、イリア。ハクも」

			「おかえりなさい」

			「ピィっ」

			　ハクを撫でて、その毛並みを堪(たん)能(のう)したフランクは袋を差し出した。

			　その姿が、前世で単身赴任から帰ってきた父親の姿と重なる。機嫌をとるような気配とでも言うべきか。

			　忘れられるのが怖いのだろうか。そう思いかけて、イリアはすぐに否定した。先ほどの光景を見れば、愛されていることくらい分かりそうなものだと考えたからだ。

			　嫌な予感は頭の片隅に置きつつ、【神の目】で見えてしまった中身にも問題はないと、微かに安(あん)堵(ど)する。

			「ギルダーポートの特産のナッツとマンゴーで作ったお菓子だよ。最近できたらしいから、君も知らないと思って」

			「お気遣い痛み入ります。でも、無事に帰ってきてくださったことがなによりです」

			「あ、ああ」

			　見るからに動揺するフランクを見て、イリアは確信した。

			　絶対何か隠してる。

			　と、そんな彼女の視線から逃れるように、フランクはシフト表に目を向けた。

			「イリアはこれから受付か？」

			「はい」

			「私はエクトルさんのところに行ってくる。夕方には帰ってくるから、その時に部屋に来てくれ」

			「かしこまりました」

			　ここで言う部屋というのは執務室のことであって、私室のことではない。

			　それを職員たちは知っているため、不純な想像を働かせるようなことはしない。

			「聞き捨てならんな」

			　そう。職員は。

			　突如として事務室に現れた男に、全員の視線が集中する。とはいえ、驚いているのは初見となるフランクだけ。現状を把(は)握(あく)できていないフランクに、男は名乗りを上げる。

			「俺は泉の里の長老にして、イリアの嫁(こん)や――」

			「まだいたんですか？　早く帰ってください」

			　言葉を遮(さえぎ)られるも、文句ひとつ言うこともできず固まる長老レギナルト。

			　本当に早く帰って欲しい。私の幸せな時間を邪魔すんな。

			　そんなイリアの願いが叶うことはなく、長老はふっと無駄に優美な笑みを浮かべる。

			「俺にまた何年も待てと？　……無体なことを言うな。寂しさで死んでしまうぞ」

			　死ねばいいのに。さすがにそこまでは言わないものの、いい年した大人が偉そうに小動物みたいな主張しても引くだけだった。ダメ人間が好きな人にでも貰われろ、としか思えない。

			　さりとて、いつまでもジジイにかまけている暇はないと、イリアはフランクに向き直る。

			「夕食は如何(いかが)しますか？」

			「え？　あ、こっちでとるよ。そうだな……発つ前に食べたカレーを食べようかな」

			「分かりました。明日の分の仕込もありますから、作っておきますね」

			「あ、フランクさんだけずるい！　私も！」

			　ラシェルが言い出したことで、人数分のカレーを取っておくことになってしまった。

			　雪まつりに出したことが宣伝になってしまったのか、週末限定ながら今ではカレーは支部の人気商品。夜に仕込んでも翌日の昼までには完売してしまう有様だった。

			　食事に関するインセンティブがないため、ほとんどの職員はカレーにありつけない。

			「分かった。皆の分も作るね。でも、今回だけだよ？」

			　言いながら浮かべてしまった苦笑には罪悪感が含まれていた。

			　カレーが売り切れになってしまうのは、宿の部屋不足の時とは違い計画的なもの。イリア自身が作る量を制限して、希少価値を高めているのだ。理由は単純で、材料が希少だから。

			　スキルを使えば簡単に増やせるとはいえ、それには業者の目を誤(ご)魔(ま)化(か)さなければならず、何よりパーシャに言った言葉と責任がある。

			　今は取りあえず香辛料の有用性を広めることにして、農家さんの手で量産されるようになったらいいな、という段階だった。

			「じゃあ皆、仕事に戻ってくれ」

			「「「　はい　」」」

			　フランクの言葉で、各員が持ち場に戻っていく。

			　目の端で長老がいじけていたのはそのまま無視して、イリアはハクを連れて受付に入った。

			　

			　昼食の混(こん)雑(ざつ)が終わり、落ち着いた頃。

			　ゲームの大会が終わった現在でも、いくつかのテーブルでは囲碁や将棋に興じる者がいた。本当は行儀がよくないと思うものの、食事中はやらないので取りあえず看(かん)過(か)する。

			　それよりも、イリアには解決すべき問題があった。

			「ナディアさん、顔を上げてください」

			「しかしっ……」

			　わずかに視線を上げた金髪碧(へき)眼(がん)の美女は、長老の護衛で来たエルフの一人で、火弓のナディアといえば泉の里で知らない者はいないほどの実力者である。

			　立ち振る舞いは気高く優雅で、里には彼女をお姉さまと呼び慕(した)う女子がたくさんいた。傍(はた)から見ていると、学校の先輩を尊敬する後輩女子みたいだ、とイリアは思ったものだ。

			　そんな彼女が衆(しゆう)人(じん)環(かん)視(し)のなか、イリアに向けて深々と頭を下げている。

			　ヨルクの土下座ほどの低姿勢ではないが、異性ではない分、第三者には理由を推測することができず、イリアの被る迷惑度で言えば、どっこいどっこいと言ったところだった。

			「長老様はもはや君なしでは生きられない。考え直してくれないだろうか」

			「お断りします」

			　取りつく島もないイリアの回答に、ナディアはがっくりと肩を落とした。

			　だが、彼女の顔が少しやつれて見える原因が精神的なものだけではないことを、【神の目】は示していた。

			「お食事でもどうですか？　なんなら私が作りますが」

			「う、うむ……すまないが、いただこう」

			　エルフは排(はい)他(た)的な種族で、守護している結晶柱やエルフ自身を攫(さら)いにくる他種族との諍(いさか)いのせいもあり、軒並み警戒心が強い。

			　イリアが用意した宿と食堂ということで、ある程度は受け入れていたものの、それでも普段通りの生活ができるかと言われれば不可能だった。

			　警戒心と不慣れな環境からくるストレスでどんどん食は細くなる。胃が重いものを受け付けないだろうということで、負担を掛けないよう卵雑炊と野菜たっぷりのホワイトシチューを出す。

			（……だけのつもりだったんだけど）

			　目の前で繰り広げられる光景を、イリアは呆れ半分、感心半分に眺める。

			「……、こんなものばかり食べてたから、あの糞(くそ)ジジイはいつもいつも不(ま)味(ず)い不(ま)味(ず)いと文句ばかり……！」

			「でも、俺もイリア様がいなくなって食が細くなった」

			「私だってそうよ！」

			　ピザ、小(シヨウ)龍(ロン)包(ポウ)、きつねうどん、春巻き、パエリア……。いつの間にか増えていたエルフたちの胃袋に、提供した料理が片っ端から片付けられていく。

			　イリアが料理を作るということを聞きつけた大所帯になり、２階の個室に移ってもらうまではまだ良かった。

			　しかしエルフもワインを飲むからアルコールも大丈夫だろう、と思い提供した果実酒……カクテルがまずかった。

			「あのジジイにイリアちゃんは不釣り合いよ！」

			「「「　そーだそーだ！　」」」

			「相手はイリア様じゃなきゃイヤだ!?　まず自分の責任を果たしてから我(わが)儘(まま)を言え!!」

			「「「　そーだそーだ!!　」」」

			　絶賛宴会中。

			　１人が愚(ぐ)痴(ち)を言い、それを周りが同意し、囃(はや)し立てる。

			　よっぽど鬱(うつ)憤(ぷん)が溜まっていたのだろう。

			（ご愁(しゆう)傷(しよう)様です）

			　エルフ嫌いのイリアとしても、憐(れん)憫(びん)は禁じ得なかった。

			　彼らの話から察するに、イリアが長老の看護という名の介護をしたのがいけなかったらしい。

			　飯が不(ま)味(ず)い、手際が悪い、あんな敵も瞬殺できないのか等々。イリアなら、イリアなら、イリアなら……。

			　むしろイリアに敵意を向けないだけできた人たちだ、と本人が思うほどだった。

			　個室には防音対策を施してあるため、彼ら彼女らの愚(ぐ)痴(ち)が長老に聞かれることはない。

			（安心して愚(ぐ)痴(ち)ってください）

			　私も対策を講じておきますので。

			　いい加減、我慢も限界に来ていたのだろう。寒気がするほどの笑みを彼女が浮かべていたことに、酔っぱらうエルフたちが気付くことはなかった。

			　

			　夕方になり、フランクがカレーを食べ終えたところで、お土産のお菓子、リンツァートルテを紅茶とともに食べる。

			　トルテつながりでザッハトルテを思い出したイリアは、今度改善したリンツァートルテと一緒にメニューに足しておこう、と考えた。

			（砂糖控えめにして、生クリームをたっぷりつけて……）

			　そんな風に甘い物のことばかり考えていたのは、現実逃避していたからだ。

			「……やっぱりイリアは反対か？」

			「はい」

			　イリアの即答に、フランクは困ったように頭を掻(か)く。

			　彼の話というのは、連合ギルド本部長、並びに支部長が集まる連合総会で決議された結果……闘技場の建設案だった。

			　朝方、彼がエクトルのところに赴(おもむ)いたのは、その交渉のためだったらしい。

			「理由は、治安の悪化か？」

			「それもあります」

			「……それ以外にもあるのか？」

			　眉(まゆ)をひそめたフランクに、彼女は頷(うなず)きを返す。
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			　そして、渡された計画書を開き、一文を示してみせる。

			「魔物を捕らえ参加者と戦わせるとありますが、魔物は魔物を引き寄せます」

			「それは、エクトルさんに言っていた魔物の増加と同じか……？」

			「いえ。違います。人が増えて魔物が増えたとしても、基本的にその生活圏を出ることはありません」

			　例外は人間が近づくか、魔素の増加や瘴(しよう)気(き)の影響を受けた時。あとは悪魔や邪神のような存在に操られた場合だが、それはそもそも警戒してどうなるものでもないと除外する。

			「ですが、魔物が人の生活圏にいるとなると話は別です」

			「そうなのか？」

			「はい。同位体……同じ種族の魔物同士は、互いの位置と大まかな状態が分かるんです」

			　繁(はん)殖(しよく)期に発生した未成熟な個体を彼らが見つけることができるのは、この機能に依るところが大きい。

			　では、同位体が人を襲おうと興奮状態になっていることを認識した魔物はどうするか。

			「仲間を呼ぶ、か」

			　そう呟(つぶや)いたフランク同様、魔物との戦闘経験がある者であれば、その結論に達するだろう。

			　厳密には、仲間の興奮状態……人間への破壊衝動に釣られて集まってくる、と言った方が正確だが、結果は同じとして訂正せずに話を進める。

			「それと、もう一つあるのですが」

			「……ああ。教えてくれ」

			「人の生活圏に長時間滞留した魔物は、その姿と能力を変異させます」

			　知らされた事実に、フランクが目を見開いて硬直した。

			　その反応も無理はないと思うものの、これは研究をしようと魔物を捕獲したことのある国の上層部には知られている情報でもあるため、フランクが知らなかったことを少し意外にも感じた。

			　一部に知られているとは言っても、その原因は不明とされている段階。人の吐き出す影素が、知性の強化や人に近い体格への変化を魔物にもたらしていることは解明されてないため、ここでは隠(いん)匿(とく)しておくことにする。

			「変異の程度や、変異までの期間などはわかりませんので、危険性は未知数ですが」

			「そうか……。そちらは、警備の強化で対処するしかなさそうだな」

			　本当は原型となる種族で大まかな予想を立てることはできるが、どの国でも解明されてないため、これも黙秘。

			　黙り込んでしまったフランクには悪いと思いつつも、魔物を囲い込むということの危険性を知ってもらえれば、それで良かった。

			「とはいえ、私は一介の受付です。それがギルドと国の決定なら、異論は挿みません」

			「……そう言ってくれると助かる」

			　そう言って、フランクはソファに身体を預けた。

			　体力的な疲労が見られないからには精神的なものだろう。そう予想はつくが、結局は倒すしかない魔物の呼応に関しては、そこまで気を揉むようなことではない。

			　となれば、原因はそれ以前。

			「あちらで何かありましたか？」

			「ん？　ああ、いや。大したことじゃないよ」

			　何かあったらしい。

			　まぁ言わないならいっか、と思った矢先に、フランクは続けた。

			　彼が思い出すのは、総会での問答。

			　次の闘技場を建設するにあたり、候補地は先のような八百長問題を起こさない地域が望まれた。

			　しかし、事は単純ではなく、金や権力を求める者、連合総本部長と副本部長の派閥争いがそこに拍車をかけ、会議は政治色を強めた。

			　結局最有力候補であり、派閥に属さないフランクのいるリュネヴィルが選ばれることで決着をみせたのだが。

			「国との軋(あつ)轢(れき)もなく、ギルド員からの信頼も厚いリュネヴィル支部……だってさ」

			「……はぁ。ご愁(しゆう)傷(しよう)様です」

			「本当にね。やっぱりイリアにも来てもらえば良かったよ」

			　うふふ。とイリアは笑みだけを返す。

			　フランクの前ということで口と顔には出さなかったものの、絶対にお断りだった。

			　国との関係が悪化するのは、お互いの領分を認めた運営をしないことが原因であり、ギルド員から不評を買うのは、たいていが連合の優位性に胡坐(あぐら)を掻いているからだ。

			　自分たちの行動を棚に上げた、醜(みにく)い嫉(しつ)妬(と)と無責任な期待の板挟み。そんなものに巻き込まれる気はさらさらない。

			　

			　数日後。

			　エクトルに呼ばれたフランクは、イリアを連れて領主の館に向かった。

			　会議の結果を報告しに来た使者がいるから、同席して欲しいとの連絡が入ったからだ。

			「やあ。久しぶりだね、２人とも」

			　使者として来ていたのはロンドヴィル王国宰(さい)相(しよう)、ルチアーノ・コンティだった。

			　宰(さい)相(しよう)がちょくちょく城から離れるとか、馬鹿なんだろうか。しかもまた護衛なし。死ぬのは勝手だけど、責任っていうものを考えて欲しい。

			　そんなイリアの侮(ぶ)蔑(べつ)の視線を受けて、宰(さい)相(しよう)は笑う。

			「そんな目で見ないでくれ、イリア。これでもちゃんと考えたうえでの行動なんだ」

			　考えたうえでやってるから始末が悪いんです。どうせ後任の育成とかだろうけど、これでダメなら別の奴育てるからいいや、っていう方針はどうかと思います。

			　そんなことを百歳を越えたハーフエルフに言っても仕方ない、と自重したイリアはハクを抱え、ソファに座ったフランクの後ろに回って待機する。

			「では早速だが、会議の決定を伝える」

			「「　はい　」」

			　領主と支部長の頷(うなず)きを見て取り、宰(さい)相(しよう)は筒から取り出した紙を広げ、読み上げる。

			　読み上げられた国の決定は、まず闘技場建設の許可をする旨(むね)から始まった。

			　内容をまとめると、闘技場の建造と運営を条件付きで一任するとのことだった。

			　まず、闘技場から一定区画内の住居の移設。住居区域の移設に伴(ともな)う城壁拡大の許可。そして、頓(とん)挫(ざ)したままの教会設置の再開。税金の固定と、それに伴(ともな)う国政の援助制限。

			　優(ゆう)遇(ぐう)すぎて気持ち悪い、というのが宰(さい)相(しよう)を除く三者の正直な感想だった。

			　今でこそ周囲の国と友好な関係を築けているとはいえ、劣化する公共設備の補強や補修、外交費に騎士団の維持……挙げればきりがないほど、国を支えるには資金を消費する。

			　一定の収入が見込めるこの機会を、国がみすみす手放そうとしているというのだから、不審がられるのも無理はなかった。

			　訝(いぶか)るエクトルとフランクに、宰(さい)相(しよう)は苦笑を浮かべて見せる。

			「ここのところ、ギルドにおんぶに抱っこだったからね。恩を売っておこうっていう浅知恵だと思っておいてくれ」

			　裏がありそうなことを言ってはいるが、深読みさせるのが狙いなだけで、実際は言葉の通りなのは予想がついた。

			　通常、宿場町は観光名所の近くにできることが多く、催(もよお)し物があれば集客を狙えることは先に開かれた雪まつりで証明された。自ら負担せずに観光設備ができるというのだから、国からすれば棚から牡(ぼ)丹(た)餅(もち)の提案だったのだろう。

			　エクトルたちもそのことを知ってか知らずか、そのまま話を進める。

			　まず議題になったのは、案の定と言うべきか、治安の維持についてだった。

			　闘技場ともなれば、脳(のう)筋(きん)荒くれ不作法者の巣(そう)窟(くつ)になることは必至。賭けですべてを失う者が出れば、窃(せつ)盗(とう)や強盗などの犯罪も起こりうる。

			「自警団……いえ、警ら隊を作るというのは如何(いかが)でしょう」

			　そう発言したのは、フランクだった。

			　警ら隊……警察という発想に、エクトルと宰(さい)相(しよう)が唸る。現在のリュネヴィルでそれに該当するのは城門や領主の館を警備する衛兵だが、これはエクトルの私兵に当たる存在で、ひいては国に属する財産だった。

			　彼らと同様の権限を与えて街を守るという発想は良しとしても、それをどこの管(かん)轄(かつ)で行うか、という問題が生じる。

			　ただ〝国の人間〟というだけで反感を抱くギルド員は少なくないうえに、私兵や騎士団のように国側の管(かん)轄(かつ)にすれば、ギルドにとって都合が悪くなる。

			　逆にギルドの管(かん)轄(かつ)にすれば、それはギルドが軍隊を持つのと同義になり、国との関係が悪化する。

			　どちらにせよ、賄(わい)賂(ろ)と権利を笠(かさ)に着た越権行為が懸(け)念(ねん)される。

			　膠(こう)着(ちやく)状態で行き詰ってしまったのを見て、イリアは一石を投じることにした。

			「国とギルド、合同で編成すればよろしいのでは？」

			　全員の視線が彼女に向けられ、先を期待する色を感じて簡単に説明した。

			「そうだね。お互いに牽(けん)制(せい)し合うというのが最も効果的かもしれない。どうかな？」

			　イリアの説明を受け、そう肯定したのは宰(さい)相(しよう)だった。

			　国のためというよりも、自分の住みやすい環境を整えるために今の地位に就(つ)いた彼らしく、結果が良ければ過程は問わないらしい。

			　対して、訊(たず)ねられた２人は答えにくそうな表情を浮かべる。

			「難しいですね。うちの兵士はギルド員とも上手くやっていますが、ギルドと真っ向から張り合える統率者として人材がいるかと言われれば……、簡単には頷(うなず)けないですね」

			「ギルドも難しいでしょう。例えば〈蒼(あお)の剣〉の代表は実力も申し分ない人格者ですが、彼は自由な立場を好みます。何かと縛られる、公的な役職には就(つ)きたがらないでしょうね」

			　またもや議論は暗(あん)礁(しよう)に乗り上げたかに見えたが、２人は重要なことを見落としていた。

			「代表者というなら、お２人が務められるのは如何(いかが)でしょう。領主様と支部長。この街で最も地位が高く、実力も折り紙つきの人格者です」

			　イリアの言葉に、エクトルとフランクは目を白黒させた。一方で、彼女としてはそこまで突(とつ)飛(ぴ)なことを言ったつもりはない。

			　まともな住民なら２人の下で下手なことはできず、２人が汚職を起こすとは考えにくい。雇用する隊員も、まともでない者は雇わなければいいだけの話だ。

			「……ならば問題は公務ですね。他に支障が出て目が行き届かなくなるようでは意味がない」

			　エクトルの意見に、フランクも少しためらいがちに首(しゆ)肯(こう)する。

			　それからは、騎士団の団長を知る宰(さい)相(しよう)やエクトル、ギルドのＧＭ（ギルドマスター）を知るフランクの知識もあって、警ら隊の指揮系統や勤務体制を検討していくことになった。イリアも前世での記憶を提供できるかとも考えたが、今回ばかりは郷に入りては郷に従えという言葉通り、聞きに徹することになった。

			　検討の結果、エクトルが警ら隊参謀総長、フランクが部隊総長として隊をまとめることとなった。

			　部隊はギルドと国の人間の混合で編成。これは部隊ごとによる対立を防ぎ、訓練によって確(かく)執(しつ)を取り除く狙いがある。

			　あとは、部隊内の規則を煮詰めるだけだ。これは時間がかかることが予想されたため、後に回すことになった。

			　そして、次に議題となったのが賭(と)博(ばく)の問題。

			　闘技場の試合が賭(と)博(ばく)の対象になることは避けられない、というのが三者の共通見解であるところから始まった。リュネヴィルに闘技場を造ろうという計画が持ち上がったのも、個々人の思惑を除外すれば、国民とギルド員、双方からの信頼が厚いため、八百長騒動の影響が最も少ないと考えられたからに他ならない。

			　というのも、貴族の中には自ら賭(と)博(ばく)を運営するよりも、お抱えの闘士を戦わせる趣味を持つ者が少なくない数存在する。

			　そうした貴族同士がお抱えの闘士を戦わせる代理戦争には賭(と)博(ばく)が付き物であり、公的に禁止してはその貴族からの反感を買い、逆に彼らだけを許せば、今度は一般市民の反感を買うことになってしまう。

			　かと言って野放しにしては、財産を失い犯罪に走る者が出てきてしまう危険性が高くなる。

			　政治色の強い問題だけに、皆を黙らせる解決策ではなく穏(おん)便(びん)な妥協案を探す３人がうんうん唸っていると、やがてフランクが提案した。

			「公的に禁止するのではなく、公的に運営するのは如何(いかが)でしょう」

			「それは、支部が賭(と)博(ばく)を運営する、ということか？」

			　エクトルの戸惑いの声に、フランクは頷(うなず)きを返す。

			「支部というか、闘技場が運営するんです。他は完全に禁止するかたちで」

			「……それなら、悪質なレートの操作のようなことも防げるな」

			「地下で行われたとしても、公然と取り締まることができます」

			　試合はトーナメント方式を増やし、配当は日本で言う競馬のようなパリミュチュエル方式を採用。賭け金のうち、支払いは全体に対する割合で決まり、支払われなかったものは闘技場の運営資金に回され、親が必ず儲(もう)かる方式だ。

			　特に問題が見つかることもなく、賭(と)博(ばく)運営の方針が決まっていく。

			　イリアが話に耳を傾けつつハクを愛でていると、彼女が加わって来ないことに不満を感じたのか、宰(さい)相(しよう)が話を振る。

			「イリアから、今までのところで何か言うことはあるかな？」

			「……そうですね。先ほど少しだけ話に出ていた警ら隊の規則ですが、褒(ほう)賞(しよう)を設けては如何(いかが)でしょうか」

			　３人が３人とも先を促(うなが)すような仕草に、あとは考えられるでしょ、という不満を呑み込んで言葉を選んだ。

			「規則を順守させるためには、破った際の罰(ばつ)則(そく)だけでなく、従順に従った者への褒(ほう)美(び)を与えることが重要だと思います。言ってしまうと飴(あめ)と鞭(むち)ですね」

			「君が言うとなんだか淫(いん)靡(び)だね。うん。ごめんなさい」

			　セクハラ宰(さい)相(しよう)を睨(にら)んで封じる。

			「従うと言っても、簡単なものでいいんです。ただ、褒(ほう)賞(しよう)を授与する項目に捕(ほ)縛(ばく)数や補導数を入れると、褒(ほう)賞(しよう)目当ての冤(えん)罪(ざい)が増えかねないので、それを防ぐ罰(ばつ)則(そく)は設けた方がいいと思います」

			　フランクとエクトルはともかく、普段から法律に触れることがある宰(さい)相(しよう)までもが、深く考え込む様子を見せる。失念していたのだとしたら、一刻も早く後任を育てろと国王に言ってあげるべきかもしれない。

			　そんな彼女の危機感はさておき、規則を含めた議題は順調に消化し、闘技場建設に伴(ともな)うリュネヴィル拡大案のかたちが明確になっていく。

			　本来はエクトルとフランクが中心になって考案するはずだったことを考えれば、今回ばかりは宰(さい)相(しよう)が来てくれて良かったのかもしれない。自分の都合のいいように誘導したかっただけかもしれないとは思うものの、この街が不利益を被るような話はなかった以上、責める意味はないとイリアは目を瞑(つむ)ることにした。

			　そして、紅茶で渇(かわ)いた喉を潤(うるお)しつつ小休止、というところでフランクが口を開いた。

			「ところで、闘技場での運営で気になる情報があります」

			　ソファに座る２人の視線がフランクに向けられるが、休憩中のせいか先ほどまでの緊張はない。

			「八百長騒動の不満への対処として考案されている魔物の捕(ほ)縛(ばく)ですが……、魔物は遠くの魔物を察知し、寄ってくるという情報です」

			　イリアを気遣ったのだろう。

			　情報源をぼかしたフランクだが、領主と宰(さい)相(しよう)はしっかりと彼女に視線を向けていた。

			　２人にとってみれば、以前も魔物の増加を指摘していた記憶からくる反射的な反応だったのだが、フランクが名前を伏せたことを慮(おもんぱか)り、彼に向き直って話を続けることにした。

			「では、一層リュネヴィル周辺に魔物が出没する、と？」

			「はい。以前は増えるだけで済みましたが、今回は囲った魔物の下に集結するようです」

			　それは〝増えたから減らす〟どころの話ではない。

			　城壁に囲まれたリュネヴィルはまだしも、周辺にある村落には常駐する領主の兵はおろか、剣を満足に振れる者がまったくいないところすら存在する。

			　魔物によってはそういった村落がリュネヴィルへの進行上にある可能性もあり、領主や国としては兵を増員させるか、ギルド員の派遣を考えなければならない案件となる。

			　維持費などの馬鹿にならない経費の問題もあり、エクトルと宰(さい)相(しよう)は黙り込んでしまった。

			　ギルドの立場としては儲(もう)かる話でも、危険性を考えると手放しでは喜べず、フランクは２人の動向を見守った。

			「……監視役を各町村に選出させる、というのはどうだろうか」

			　ちらり、とイリアを見た宰(さい)相(しよう)の提案に、しかし彼女は答えない。

			　イリアとすれば、村や町の中から監視役を選んで駐在し、動きがあり次第ギルドや兵に頼むというのもありだと考えている。

			　ただし、その場合は魔物の足止めができないため、伝達にしても退避にしても迅速な行動が求められる。

			　一長一短の方策を決めるのは、土地を治める人間の役目であり、権利の分は責任を負ってもらわないと、というのが彼女の考えだった。

			　メイドのごとく三つのカップに紅茶を注ぐだけのイリアに見切りをつけたのか、３人はそのまま話を続けることにした。

			「捕獲した魔物の縄張りを測定し、リュネヴィルとの直線上にある村には、あらかじめ兵を常駐させましょう」

			「そうだな。建設までの期間に、別の都市で試験させてみよう。……支部長。他に検討すべき情報はないのか？」

			「もう一件、人の生活圏に長時間滞留した魔物は変質する、という情報があります。こちらは檻の強度と警備を強化すれば問題ないかと」

			　しばらくの考察の後に２人は頷(うなず)き、ほどなくして会議は終了した。

			　闘技場の受付や運営は新たに人員を雇うらしく、イリアに直接関係あるのは支部の別館二号店ができる程度。マニュアル化してあるからたいていは大丈夫だろうと思いつつ、衛生面などの教育の徹底が彼女にとって重要な責務だった。

			　

			　こうして開始された、闘技場の建設に伴(ともな)うリュネヴィルの都市改造。

			　以前の工事で慣れていたリュネヴィルの住民にとっても、改めて城壁が築かれるのを見るのは新鮮のようだった。

			「いやぁ、すげぇな！　イリアちゃんは見た!?」

			「前の城壁より厚くて高いのを造ろうってんだから、いよいよもって王都以上の都市になっちまうんじゃねぇの!?」

			　ジョッキ片手にカウンターではしゃぐ男性たち。

			「でも、あそこまで大きくする必要があるのかしら……」

			「国交は正常らしいし、魔物が増えたせいじゃないかな」

			　その横では、仲間の女性たちが思案顔でグラスに手を伸ばしている。

			　さすがに安全に直結する問題であるせいか、闘技場や教会ができることよりも城壁の方が話題に上ることが多い。もちろん闘技場の話題も多く、開場までに己を鍛えようと、我先に依頼を登録するギルド員が増加した。

			　現状は、旧壁の外に新しい居住・商業・工業区を設け、その外周を囲うように新壁を築く段階。

			　その新壁が完成したところで旧壁を取り壊し、その跡地に用水路と路地を造り、それらを挿むように露店を開かせるのが今後の予定となっている。

			　闘技場と教会の建設も始まっており、闘技場に関しては連合が推(お)し進める施設なだけあって教会よりも進行が速い。

			　順調に建設が進む一方で、闘技場の建設予定地にイリアが作ったプールを見て触発された建築士たちが、闘技場のすぐ横に新しいプールを作る気になってしまったのは誤算だった。

			　住民からの歎(たん)願(がん)で受理されたこともあり、さすがに流れるプールやウォータースライダーを造るとは思えなかったイリアも、スケートに使える広さを確保するよう要請していた。

			　もちろん、冬場の娯楽提供のためである。

			「ふん、俺の裏を掻くなど二百年早い！」

			「げっ！　あ、あの時の悪手が今になって絶好の位置にいるっ……！」

			「ふはははは！　守護者の英知を舐めるな!!」

			　長老も隅で囲碁教室を開いてる分には邪魔にはならず、

			「イリア、クリュネから依頼希望の方」

			「かしこまりました。カティ、３階の応接間にご案内して」

			「分かった。どうぞこちらへ」

			　職員も忙しさに慣れたもので、回転率を早めつつも余裕を持った振る舞いができている。

			　職員を含め、住民たちは皆、充実した生活で身も心も活き活きしているようだった。

			「ぁぅ～……」

			　奥のテーブルで突っ伏す妖(よう)精(せい)以外、という注釈がつくが。

			　パーシャとガブリルは、依然としてこの街に滞在中だった。

			　ガブリルは工業ギルドの手伝いで資材運びなどに手を貸しているが、その間はパーシャにできることはない。

			　先のシルフ以外にも多くの依頼をこなしたことで資金は貯まり、イリアに秘密で行っていたロンドヴィル周辺の調査も終わっている。それでも彼らがこの地に留まっているのは、イリアにヒントを聞く機会を待ってるからに他ならない。

			　イリアとしては、シルフとの契約の功績で教えるつもりでいたのだが、いうほど働いていない、と本人たちに止められてしまった。

			　彼らとしては、シルフの件は多くの人間で成し遂げた功績であり、もっと胸を張って自分たちの功績と誇れるような内容でなくては、自分を許せなかったからだ。

			（ストイックと言うかなんというか）

			　彼らの思いに感心する傍(かたわ)ら、チートに走った心が痛かった。

			　そんな騒がしくも平和なリュネヴィルではあるが、他の地域や国も問題がないかというと、当然そんなことはなかった。

			　人権問題や、革命運動による内乱、飢(き)饉(きん)や洪水のような自然災害。そして魔素や瘴(しよう)気(き)、悪魔の影響でおかしくなった魔物の暴走等。

			　ロンドヴィル周辺の国も、前半は無縁と言えるが、後半の自然災害や魔物の災害は当然のように起きていた。そしてその一つが今、リュネヴィルに影響を与えようとしていた。

			「アクラディストで、魔物が暴れてる、ですか？」

			「ああ」

			　復唱したのはフランク。

			　そして、頷(うなず)きを返したのはエクトルだ。

			　２人が話し合っていたのは、支部の応接間。

			　つい先ごろ訪れたエクトルとフランクの話を、直前に行われていた依頼作成でちょうど居合わせてしまったイリアが同席して聞いているかたちだ。

			「国土の７割が海に面したアクラディストは、海港都市が多いことは知っているね？　巨大な魔物が海中にいて漁に出られないうえに、近づくと暴れて都市に甚(じん)大(だい)な被害を引き起こしているから、多くの避難民が出ているんだけど……アクラディストから流れてきた人たちを、ピネアで抱えきれなくなってね。うちでも預かってくれと使者が来たんだ」

			　先の氷竜での経験もあり、ロンドヴィルにある他の都市も避難民の受け入れには寛大だった。

			　もちろん、それはリュネヴィルも同じ。

			「私どもとしても、受け入れに反対する理由はありません」

			「良かった。では、物資の確保だが――」

			　依頼内容を煮詰めていく２人の話に耳を傾けながら、イリアは別のこと……魔物と邪神の関連性を考えていた。

			　氷竜がリュネヴィルに来たのが邪神に操られていたせいだとしても、今回の魔物は海のないリュネヴィルに来ることはない。

			　避難民による影響を狙ったのだとすれば、回りくどいうえに別の都市に行くなどの不確定要素が多すぎる。アクラディストからは海産物が運ばれてくるものの、入荷ルートはアクラディストだけではないため、それを止める意味がない。

			　今回の件は先ごろの邪神とは無関係。

			　もし関係があるとすれば、邪神の狙いからリュネヴィルは外れることになる。

			（……こんなところかな）

			　イリアがそう結論付けるのとほぼ同時に、エクトルとフランクにも動きがあった。

			「――では、このように」

			「ああ、よろしく頼む」

			　２人は依頼作成の段取りが終わったらしく、そそくさと身支度を始めていた。

			　考えてみれば、闘技場ができるまでに警ら隊を組織しなければならず、２人はろくに休んでないことが予想された。

			　そしてそれは、助言したイリアにも原因の一端がある。

			「お２人とも、せめてお茶を飲んでいかれては如何(いかが)ですか？　気が急いては冷静な判断を下すのは難しいと申しますし」

			「……ああ、そうだね」

			「イリア、済まないが用意してもらえるかい？」

			　かしこまりました、と頭を下げてお茶の準備に取り掛かる。お茶請けはフランクのお土産をアレンジしたもの。

			　疲労回復の魔術もサービスしちゃおう、と魔力をタルトにかけたところで、ハクが飛来する。

			「そういえばゴハンまだだったね」

			「ピィっ」

			　イリアの魔力を食べ続けた結果、ハクのステータスは現時点で竜神を越えた。

			　子供が立派に育って、ジーンも親として誇らしかろう。

			　そんな風に思えるわけもなく、今では普通に果物や野菜を食べさせて、そこから魔力を吸収させるようにしていた。

			　さすがにイリアの魔力に比べると味が薄いのか、物足りなそうにイリアをペロペロと舐める。

			　つい甘やかしたくなる衝動に駆られるが、それでは親の二の舞になりそうだと、我慢する毎日だった。

			　ハクに食事を与えたイリアが応接間にお菓子を持って戻ると、フランクたちは和やかに談笑していた。

			　内容は近況に関する他愛のないことであったり、お菓子を食べて頬(ほほ)が緩んだりしていたことからも、やはり気心のしれた人との時間が、安らぐには一番なのかもしれない。

			　そんな風に微笑(ほほえ)ましく思いながら、心のどこかでは、ほんのわずかな寂しさを感じていた。

			　

			　それから数日後、アクラディストからの避難民が到着した。

			　以前の経験が生かされたのか、特に問題もなく受け入れは完了し、後は魔物の問題が解決するのを待つばかり。

			　だが、順調な時ほど予定外のことが起こるのは世の常。

			　カウンターで受付業務中のイリアの前には、２人の男の子が立っていた。

			　年齢は十歳前後で、金髪に茶色の目の普(ふ)人(じん)というのが共通項。顔のつくりを見れば、兄弟のように思えた。

			「貴方(あなた)たち、アクラディストから来た子だよね？　どうしたの？」

			　２人は互いに顔を見合わせ、頷(うなず)いた後にイリアを見てこう言った。

			「俺たち、傭(よう)兵(へい)ギルドに入りたいんだ！」

			「僕たちを傭(よう)兵(へい)ギルドに入れてください！」

			　イリアだけではない。

			　その言葉と姿を見たほとんどの者が声を失ったまま、２人の子供を見つめた。

			　傭(よう)兵(へい)ギルド。そう念頭に置いて、イリアは２人に問いかける。

			「２人は傭(よう)兵(へい)ギルドで何になりたいの？」

			　希望する職業によって受ける試験の内容は変わり、年齢制限も設けられている。

			　２人は少しだけ視線を下げて、やがて葛(かつ)藤(とう)を振り切るかのように、顔を上げた。

			「「狩人(かりゆうど)！」」

			　言いたいこと、聞きたいことは押し留め、取りあえず仕事を優先する。

			「２人とも、保護者の承(しよう)諾(だく)書は持ってきた？」

			「げ……」

			「あう……」

			　途端、２人は俯(うつむ)いてしまう。

			　両親が健在の場合、未成年者のギルド所属申請は保護者の承(しよう)諾(だく)が必要となる。

			　傭(よう)兵(へい)・魔法ギルドの場合は仕事の危険も増すため、たいていの場合成人する10歳までは本人の意思に関係なくギルドへの所属・変更はできないことになっている。この決まりによりこのまま２人が申請しても、まず間違いなく許可されることはない。

			　年齢制限には例外もあるが、それは捨てられた者や戦争孤児など、やむにやまれぬ事情がある場合に限られる。

			　リュネヴィルに来ているのは、アクラディストでもここまで遠征できる被害の少ない者であり、２人の身なりを見ても、何か切羽詰っている様子とは思えなかった。

			「で、でも、試験に通ったら推(すい)薦(せん)してくれるんでしょ……？」

			「そ、そうだよ！　すいせんしてくれよ、姉ちゃん！」

			　サラサラ金髪の子はまだしも、ツンツン頭の子は理解していないことがありありと分かる。

			　まったく……誰だ教えたの。無責任なことを教えた人物を責めたくなる気持ちを抑え、子供たちにも理解できるよう説明を考える。

			「試験の内容は知ってる？」

			「うん、試験官のギルド員の人に、のうりょくを見てもらうんだよね！」

			　よくできました。

			　でも大変よくできました、には遠い。

			　推(すい)薦(せん)をもらう条件は二つ。

			　試験官を務める選定員の資格を持つギルド職員と手合せするか、実力を示すだけの功績を提示すること。

			　前者はそのままの意味であり、後者でいえば傭(よう)兵(へい)ギルドなら実際に魔物を狩る、どこかの大会で優秀な成績を収めるといった方法が考えられる。

			　さらに正確に言えば、推(すい)薦(せん)は試験結果を受領したギルド職員だけでなく、該当ギルドに所属するＢランク以上のギルド員からの推(すい)薦(せん)でも認められる。

			　ただし、こちらも容(よう)易(い)ではない。

			　ギルドに所属しているからこそ分かる、嫌なことや辛(つら)いこと。進んで子供をそんな目に遭わせたいと思う者はほとんどいないからだ。

			　知ってか知らずか、２人は最も手を出しやすい、試験という方法を選んだことになる。

			　それは最適解とも言えるが、ことはそう簡単ではない。

			「じゃあ試験しよっか」

			「う、うん！」

			「やった！」

			　希望に満ちた笑顔を浮かべる２人に、イリアは罪悪感が湧いてくるようだった。

			「じゃあちょっと待っててね、担当する人呼んでくるから」

			「え、姉ちゃんじゃないの!?」

			「まだ受付しなきゃいけないの。ごめんね」

			　試験官によって結果は変わらないのだが、あからさまに肩を落とす子供たち。

			　優しく見えたのだろうか。疑問に思う傍(かたわ)らで、

			（自分で言うのもなんだけど、中身は外道だぞ？）

			　そう苦笑するイリアは、やってきた人物に気付いて振り返った。

			「クロードさん、お願いします」

			「うん。了解。志願者は？」

			　事務室から出てきたクロードに子供たちを示すと、彼は目をまたたかせた。

			「えっと……この子たち？」

			「はい。よろしくお願いします」

			「「　お願いします!!　」」

			　最初こそ驚いたクロードだが、２人の様子を見ていつもの微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			「了解。さ、こっちだよ」

			　３人が向かったのは中庭。

			　木造の得意武器を選ぶのが本来のかたちだが、子供たちは特に何かを習っていた様子もないため、無難に木剣で試験を受けるだろう。

			【神の目】とともにそう分析したイリアにとって、子供と侮(あなど)る大人以上に結果は明白だった。

			「イリア。この依頼、登録よろしく」

			「かしこまりました。では――」

			　

			　いくつかの依頼登録を終えると、中庭から戻ってきた３人が姿を現した。

			　子供たちの目は充血して、目じりと鼻の辺りは強く擦ったせいで赤くなっている。

			「どうですか？」

			「現時点じゃまったくダメだね」

			　声量を抑えた言葉に、イリアは苦笑を返す。

			　２人のステータスはリュネヴィルの子供以下。

			　イリアの知る同じ年頃の子供でも、結晶柱の守護亀の幼生体に懐かれた女の子や、深緑の狼に育てられた男の子くらいになれば、勢い余って試験官の大人を倒した実例もあった。

			　しかし、そんな彼らはもとより、平和なリュネヴィルの子供の能力にも劣(おと)っているのだから、それはこれまでの生活環境が原因としか思えなかった。

			「うぅ……」

			「うぐっ、ひぐっ」

			　再び泣き出してしまった子供たちに、クロードも困り顔で肩を竦(すく)める。

			「２人はどうして狩人(かりゆうど)になりたいの？」

			　撫でながら、エプロンのポケットから柔らかいハンカチを取り出して涙を拭(ぬぐ)う。イリアの問いかけに、子供たちは顔を少しだけ上げた。

			「……ぼ、ぼく、たひっ」

			「ぐやしかったんだ……はひゅっ！」

			　２人は今回物資を運んできてくれた行商、ボネットの息子たちだった。

			　くだけた口調のツンツン頭が兄のカレル。

			　丁寧めな口調のサラサラの髪が弟のリノ。

			　彼らは、ただ守られてここに逃げるだけしかできない自分たちの無力さと、こんな時にも金儲(もう)けをする親とその仕事が嫌いになったのだと言う。

			　そこで考えたのが、来る途中、何度も助けてくれたギルド員と同じ狩人(かりゆうど)になることだった。

			「どうして戦士じゃないの？」

			「だって、戦士って人とも戦わなくちゃいけないんだろ？　俺たちは人を守りたいんだ！」

			「僕たちは、魔物と戦える力が欲しいんです」

			　確かに、ギルド連合、または傭(よう)兵(へい)ギルドの命令があれば、人間とも戦わなければならず、それを拒否した際には罰(ばつ)則(そく)がある。

			　とはいえ、その命令にも別の依頼を受けるといった逃げ道があり、そこまでして選ぶほどの違いが戦士と狩人(かりゆうど)の仕事にあるわけではない。

			　しかし、仕事に違いはないとはいえ、狩人(かりゆうど)の職に推(すい)薦(せん)状を出す審査員はほとんどいない。

			　狩人(かりゆうど)の職に属する者たちは、人間嫌い、もしくは魔物を憎悪している者が多い。リュネヴィルにいる狩人(かりゆうど)のように全員がその特徴に該当するわけではないとはいえ、彼らを目標にするのは、情操教育上、あまり好ましいこととは言えなかった。

			　なんにせよ、試験に落ちた２人には関係のない話だった。

			「クロードさん、ありがとうございました」

			「……ありがとうございました……」

			「ありがとうございました」

			「どういたしまして。またおいで」

			　ちょっと腹黒な爽(さわ)やかお兄さん、クロードは事務室に戻っていく。

			　残された子供たちは、燻(くすぶ)っていた気持ちを吐き出して少しはすっきりしたようにも見えるが、やはりどこか不満そうに顔をしかめていた。

			　よく言えば子供らしいが、悪く言うと短絡的すぎるとも言える。

			「２人とも、後でちょっと出かけよっか」

			「「　？　」」

			　

			　受付業務を終え、ついてきたハクも連れ向かった先は、支部食堂一号館。

			　その厨(ちゆう)房(ぼう)では、本館以上に忙しなく動き続ける従業員の姿があった。

			「す、すげえ……」

			「うん……」

			　圧倒される２人の前を、出前の籠(かご)を持った配達員が横切っていく。

			「ちょっと後を追ってみましょう」

			「「　……　」」

			　イリアの意図が理解できないのか、金髪兄弟はただ彼女を見返すだけ。

			　それでも何かを得たいのだろう。イリアが歩き出せば彼らは黙ってついていく。

			　彼女たちが行き着いた先は、急造された小屋の並ぶ区画。避難民の居住区だ。

			　子供たちは、ほとんど反射的に駆け出して、配達員が向かった小屋を覗いた。

			　小屋の中では、お爺さんやお婆さんが毛布から体を起こし、一言二言言葉を交わしては差し出される料理を受け取っていた。

			「……これを見せたかったの？」

			　振り向く子供たちは、思いきりしかめっ面をしていた。

			　彼らが何を期待していたのかは分からないが、これがイリアの見せたかったものに違いない。

			「そうだよ。お爺さんたち、みんないい笑顔だよね」

			「……暢気(のんき)なもんだよな。いつ帰れるかも分からねぇのに」

			「じゃあ、悲観せずにいられるのは、どうしてだと思う？」

			　彼女の問いに、子供たちはイリアを仰ぎ見た。

			　何を今さらと言わんばかりの兄と、どういう意味ですかと言いたげな弟。

			「そんなもん、お気楽だからだろ」

			「……ここには、氷竜を倒した方たちがいるから……？」

			　イリアは首を横に振って否定を示した。

			「風雨を凌(しの)げるところと、今の季節でも寒い思いをしなくていい毛布。それと、ひもじい思いをしなくて済むご飯があるからだよ」

			「そんなの！」

			「君は、その中のどれかを失ったことがある？」

			　彼女の言葉に、兄のカレルは口を結んで俯(うつむ)いてしまう。

			　彼らの親は、それなりに裕福な商人だ。普段の衣食住はもちろん、リュネヴィルにまで来る途中でも馬車に守られていたのだろう。リュネヴィルの子供たちよりステータスが低いのも、家を手伝う環境になかったために、身体を鍛える運動をしなかったからだ。

			「それは悪いことじゃないよ。そして、自分たちが無力だって気付いて、すぐに行動に移ったことも誰にだってできることじゃない。すごく偉いことだと思う」

			　褒(ほ)められた嬉しさと、自分たちの恵まれた環境を恥じる気持ちが葛(かつ)藤(とう)しているのか、兄弟は複雑そうな表情を浮かべた。

			「２人に問題。あの料理に使われてる材料とか、毛布ってどこから来たものだと思う？」

			「それは……、あ」

			　弟のリノが答えようとして言葉に詰まり、その様子を怪訝な表情で見ていたカレルが、一拍遅れて何かに気付く。

			　そう。物資の一部は、彼らの父親の隊商が運んできてくれたもの。

			　その事実をわざわざ突きつけることはしない。ただ理解してくれるだけで、この２人なら十分だとイリアには思えたからだ。

			　だから、彼女は結論だけを告げる。

			「守るっていうのは、何も敵を倒すことだけじゃないんじゃないかな」

			　何にでも良い面もあれば悪い面もある。片方だけを見ていては、結局損をするのは自分自身でしかない。

			　無能でも使ってくれるからと馬鹿正直にブラック企業で働き続けた私みたいにね、と胸中で自(じ)嘲(ちよう)し、当時はブラックと自覚することすらできなかったことを思い出してさらにヘコんだ。

			「……でも」

			　カレルの声で我に返る。

			「俺は、傭(よう)兵(へい)ギルドに入りたい」

			「……どうして？」

			　思いの外優しい言葉で訊(たず)ねたイリアに、彼は俯(うつむ)く。

			　ためらい、ためらい……やがて顔を上げ、彼は答えた。

			「だって、かっこいいし」

			　無駄に消費した優しさを返して欲しい。

			　乾いた笑みが零(こぼ)れそうになったイリアとほぼ似たようなものだろう。カレルの隣では、正直すぎる兄にリノが呆れていた。

			「兄さん……もう少し言葉を選ぼうよ」

			「な、なんだよ、リノ！　裏切る気か!?」

			「まぁまぁ」

			　リュネヴィルの子供に比べて世間知らずのようなところはあるものの、転生したわけではないのだから、このくらいの方が子供らしくていいと思えた。

			　付け加えるなら、魔物に盗賊、商売敵からの脅(きよう)迫(はく)など……商人が戦闘スキルを持っていても無駄になるわけではない。

			「一回支部に戻ろっか」

			　先ほどと同じように、兄弟は質問の意図を理解しかねていた。それでも、それにも意味があると捉えたのか、素直にイリアについていく。その際に手を繋ぐことになってしまったものの、彼女にとって子供は男に含まれず、ハクが少しむくれた以外に問題はなかった。

			　

			　微笑(ほほえ)ましく支部に戻ったイリアたちは、まっすぐ中庭に向かった。

			　彼女の前では、兄弟が木製の武器と睨(にら)めっこしながら、自分の得物を選んでいる。

			「一通り試してみるから、そんなに難しく考えなくていいよ」

			「わ、分かった」

			「……分かりました」

			　兄は片手剣、弟は槍(やり)を手に取った。

			　対するイリアは同じく備品の木刀。

			　イリアを見る２人の表情は硬いが、遠慮のようなものは見られない。最初こそ二対一を渋っていた兄弟だが、一発でも当てられたら推(すい)薦(せん)する、という条件が良かったのだろう。

			　こうして回りくどい方法をとったのが無駄になってしまうのだから、本気でやってもらわなければ意味がなかった。

			「よろしくお願いします」

			「「　お、お願いします！　」」

			　その勝ち気な性格ゆえか、まずはカレルが突撃してくる。

			　走り込んでからの、大きく振りかぶった袈(け)裟(さ)切り。

			　木剣の腹に刀を当てて軌道をずらすと、空ぶった勢いで転倒する。

			　顔を真っ赤にしたカレルの攻撃をいなしながら、イリアはリノに視線を向ける。

			　――２人で来ないと、二対一にした意味がないよ？

			　彼女の視線を理解したリノが仕掛けてくるのを、カレルに当たらないようにかわし、逸らしていく。

			　２人がほんの少し慣れてきたところで、武器を交換。

			　武器によっては扱いが似ているものもあるため、大剣・片手剣・鞭(むち)・槍(やり)・片手斧・手甲の６種類を同じように使わせていく。

			　そして、最後に弓。止まった状態の的に中てることから始まり、イリアが投げた的に中てるところまで。

			　もちろん当たることはなかったが、これも適性を見たという十分な口実になる。

			「２人とも、お疲れ様」

			「うぇ～……」

			「つ、疲れた……」

			　大の字になって地面に転がる兄と、持った弓を支えに座り込む弟。

			　ハクは兄の方が波長が合っているのか、身動きが取れないカレルのほっぺたを舐めていた。

			　兄弟はイリアに当てようとすることに必死で、もはや連れてこられた理由はどうでもよくなっているのだろう。とはいえ不満解消が目的ではないため、兄弟がある程度落ち着いたところで理由を明かすことにした。

			「一通り見てみましたが、カレルくんは槍(やり)、リノくんは弓の筋がいいですね」

			「！」

			「ほ、本当に……!?」

			　兄弟はぱぁっと笑顔を咲かせる。

			　イリアは頷(うなず)いて見せるが、もちろん【神の目】による適正からの判断であり、Ａランク以上の【天才】スキルでも該当していない限り、たった数分の稽古で判別できるわけがない。今までのやり取りは、話に信(しん)憑(ぴよう)性(せい)を持たせるためのものだった。

			　その上で、喜んでいる兄弟が勘違いしてしまわないよう、釘を刺しておくのも忘れない。

			「とはいっても、同じだけ練習して一番伸びるものがその武器っていうことだから、ちゃんと練習しないと強くなれないよ」

			「わ、分かってるよ！」

			「分かりました！」

			　本当に分かっているのか、頬(ほほ)が綻(ほころ)んだままの兄弟。そんな彼らを見ると、自然と笑みが零(こぼ)れて、厳しく当たろうとする心が萎(な)えてしまう。

			「それと、君たち２人の才能が武術と決まったわけじゃないからね？　お父さん以上の商才があるかもしれないし、武器を造ることの方が向いてるかもしれないんだから」

			「「　はぁーい　」」

			　理解していないというよりも、理解したくない、という顔だった。

			　たとえ才能があったとしても、苦痛を感じる仕事もある。結局、彼らの人生を選ぶのは彼ら自身であるため、それ以上の言及は止めることにした。

			　その後、イリアは兄弟に私物の槍(やり)と弓を贈り、迎えに来た父親に連れられていくのを支部の入口から見送った。

			　２人が傭(よう)兵(へい)ギルドに入るには、あの父親が最大の障害だろう。そんなことを思いながら眺めていると、背後に人の気配がした。

			「ずいぶん肩入れしていたようだな」

			　まさか声をかけてくるとは思わなかったものの、別段驚くことでもない。

			「どんな仕事にも、良い面と悪い面があるってことを知って欲しかったんです。……そう思いませんか？　副支部長」

			　振り返ると、彼は力なく笑った。

			「そうですね。貴方(あなた)の言う通りだ」

			「……もういいんですか？」

			「ええ。これ以上やっても、貴女(あなた)には効果がなさそうですから」

			　副支部長は頷(うなず)き、あっけらかんと言った。

			　口調はおろか、すっと立つその佇(たたず)まいも、以前の彼とは大きく異なっていた。

			　こちらの方が自然に見える。そう感じたイリアはその意図を察し、あえて言葉尻に乗ることにした。

			「そこまで言ってしまうんですね」

			「気付いていたんでしょう？」

			　苦笑を浮かべるだけで答えないイリアに、副支部長もまた苦笑を浮かべた。

			「大精霊様を見て動揺してしまった時、フォローしてくださったでしょう？　聞いていた情報では、もう少し追い詰められたはずなんですが、貴女(あなた)の反応はいつも淡泊でしたから……そのフォローで確信しましたよ。気付かれてるなって」

			　――何が狙いだ。

			　そう漏(も)らしてしまった彼の言葉は、イリアが読んだように雪まつりの動機を指したものではなかった。

			　イリア・シュルツの動向や目的、意思を探る。その任務上、イリアに悟られることは絶対に避けなければならず、彼の発してしまった「なぜ大精霊を呼んだ」という直接的な意味の問いは、失敗以外の何物でもない。

			　しかしイリアは、その前に話していた雪まつりの話題で回答を口にした。

			　気付かれている。そう考えながらも、デニスは彼女の好意に甘えた。

			「では、どうして憎まれ役を続けたんですか？」

			　否定せずに問いかけた彼女から目を離し、副支部長は周囲に目を向けた。

			　第三者のいないことを確認し終えた彼は、再びイリアを見て、言う。

			「それが任務ですから。もう少し貴女(あなた)を追い詰めることができたら、次の段階に移れたんですが……。もうフランクさんも帰ってきてしまいましたしね」

			「管理職としての副支部長は不要になると？」

			　問いに返ってきたのは、静かな首(しゆ)肯(こう)。

			　そして、硬い表情だった。

			「緊急の辞令が来たことのほうが大きいですね。……気を付けてください。ライハンド皇国がどうにもきな臭い」

			　神聖ライハンド皇国。

			　普(ふ)人(じん)至上主義を掲げる、普(ふ)人(じん)優位の社会体制を築いている国家だ。

			「それは今回の任務と関係が？」

			「いえ。取りあえずは個人的な情報提供です」

			　さすがに意図を測りかねているのを察したのか、副支部長は再び苦笑を浮かべる。

			「任務であんな振る舞いをしましたが、私個人としては好きなんです。ここの雰囲気」

			　察していたのだろう。

			　これといった反応を見せないイリアに、男は苦笑を濃くした。

			　雪まつりの会場や支部でエリーゼに向けた忠告などは、上司として言わなければならない類のものだった。

			　もちろん彼自身、それまでの振る舞いや言動でそのまま受け取るとは思っておらず、それすらも利用して〝イリアを煽(あお)り立てる〟言動に終始したのだが、それも効果はなかった。

			　気を緩ませようとプールの引率に向かわせたが、そのまま息抜きさせるつもりはなかったと言えば嘘になる。

			「とはいえ、普(ふ)人(じん)主義者が何をしようと、ここは大丈夫そうですね」

			「そう言って頂けると幸いです」

			　あからさまな煽(あお)りだと気付き、何か目的があることを察していたイリアとしても、こうして彼と穏やかな笑いを交わすことになるとは思わなかった。

			　必要な情報が得られないとしたら、後続のためにもできるだけ自然なかたちでその場を離れるのが肝(かん)要(よう)となる。

			　それを考えると、彼がここまで暴露するのは正直理解しがたいものがあった。

			「さすがに他の方には言えませんが……連合の動きも妙なので、貴女(あなた)にだけは伝えておくことにしました。私はすぐに発ちます」

			「今ですか？」

			　副支部長は首(しゆ)肯(こう)した後、苦笑を浮かべた。

			「別れを惜しまずに済むことだけが長所ですね」

			　そう言って去っていく姿に、イリアはもう一度頭を下げる。そして見送ることなく支部に戻ることにした。

			　副支部長は、適性はともかく、今回の諜(ちよう)報(ほう)には向かない人間だった。

			　結局最後まで内心を晒(さら)さない人物ではあったが、パーシャに転職を奨(すす)められていたことを考えれば、別の部署に移って欲しいと思う。

			　

			「……泳がせておいて、よろしいのですか？」

			　元副支部長、デニス・ガラは、暗い路地裏からかけられた声に足を止めた。

			　影から生えるように現れた姿を認め、近づいて来るのを待つ傍(かたわ)ら歩いてきた方向に視線を向ける。

			「ああ。伝えるべきことは伝えた。あれ以上は彼女には不要だろう」

			　男の表情を見遣り、近づいた人影は目を瞬かせる。

			「……この仕事に就(つ)いてから、そんな顔は初めて見ました」

			「ん……」

			　顔に手を当て、そこでようやく自分が笑っていたことに気付く。

			　そして、歩み寄る人影……女性に微笑(ほほえ)みかける。

			「……似ていると思ったんだ。あそこに」

			「……そうでしょうか」

			　現実にはもう存在しないとしても、２人の胸の中にいまだ残る風景。

			　普(ふ)人(じん)も獣(じゆう)人(じん)も鳥人もなく、貧しくも暖かだったあの孤児院の雰囲気が、ここには確かに感じられた。

			　触れた期間が短いせいか、女性は理解できないとやや不機嫌そうに街並みを眺めるが、今はないあの雪像を見れば理解してもらえただろう、とデニスは思う。

			　支部の中庭に並んでいた雪像の存在をフランクに教え、街の住人に間接的に広めたのも彼だった。

			　フランクが表彰の場で上げたことに肝を冷やしはしたが、情報源は洩(も)れず、そのうえより多くの者に見知ってもらえたのだから良しとする。

			「ん……」

			　魔術で強化された感覚で近づいて来る気配を察知したデニスは、整っていた髪をおろし、以前のような下卑た笑みを作る。

			「ライハンドの方はどうだ？」

			「……は？」

			　突然の変貌を訝(いぶか)った女性も、一瞬の後にその意図に気付いてフードを被り直す。

			「……上手く誤(ご)魔(ま)化(か)していますが、鉄鋼の流れが増えています。それを受け、ギルド連合の過激派にも怪しい動きが」

			「ハッ、勇ましいことだ。こっちは最近妙に名の上がる美少女エルフ様の正体を探ろうと躍(やつ)起(き)になっているというのになぁ」

			「報告はいかがいたしますか」

			「正体云々はともかく、あれは無関心だ。確かに〝妙に知り合いの多い美少女〟だが、敵にも味方にもなりえん。ただ情報にあった〝身内に情が厚く、危害を加えられることを何より嫌う〟ことは否定できない。それだけに、実力行使に出るのは早計だ、忌(いま)々(いま)しいことにな」

			「承知しました」

			　女性はデニスから離れ、元いた路地裏に消えた。

			　だが、それも数秒のこと。デニスが髪形と佇(たたず)まいを元に戻したのを確認すると、いくらか不機嫌そうな女性が戻ってきた。

			「……少しだけ、あなたに関わる人の気持ちが分かりました」

			「妖(よう)精(せい)ちゃんにはすぐに看(かん)破(ぱ)されてしまったけどね」

			　おどけて見せるデニスに溜息を一つ零(こぼ)し、女性は改めて居住まいを正す。

			「私も、デニス・ガラに同行して皇国に入るよう指令が下りました」

			「……君も？」

			「はい。夫婦役だそうです」

			「分かった。すぐに向かおう」

			　切り替えの早さに舌を巻きながら、女性はデニスに何事かを言いかけ、止めた。

			　それに気付いたデニスは言わんとしたことを察し、微笑(ほほえ)んでみせる。

			「別れを惜しまずに済むことだけが、この仕事の長所だからね」

			　こうして、副支部長を名乗っていた男はリュネヴィルから姿を消した。

			　

			　ちょうど同じ頃。

			　別館から支部に向かっていたイリアは、支部の前に立つバルドを見つけた。

			　どうしたのかと思えば、彼女に気づいて近付いてくる。

			「イリア。さっき副支部長の野郎が、どっかの野郎と密会してやがった」

			「？」

			「あいつ、イリアの正体を探ってたみたいだ」

			　初めこそ自分と話しているところを見られたのかと考えたイリアだったが、内容を聞くにつれ、別の人間を指していることがすぐに分かった。

			「……そうですか」

			　彼女にとって、正体を探られることは今に始まったことではなく、むしろ日常化していた時期もあり、特に思うことはない。

			　ただ、確かにタイラントスパイダーを始めとして表に出すぎた感はある。

			　加えて彼女のチートっぷりを知っている者は自然と口を噤(つぐ)むため、知らない者にとっては得体のしれない人間に映ることは容(よう)易(い)に想像できた。

			「つっても、なんも分かんなかったみたいだけどな。ちょっと知り合いの多いび、美……オンナってだけだってよ。情報にあった、身内に情が厚く、危害を加えられることを何より嫌うことは否定できないので、実力行使に出るのは早計だ……だとさ」

			　続けられる報告は、何もつかめなかったこと、そして副支部長を送り込んだ者か、その対抗組織の魔の手が迫る可能性があることを示唆していた。

			（気を付けろってことですね）

			　本来は伝えるつもりはなかっただろうに、事故を装って教えてくれた副支部長に感謝する一方で、伝達役に使われたバルドを不(ふ)憫(びん)にも思う。

			　運動不足なのか、いつもより活き活きとしている表情が不(ふ)憫(びん)さにさらに拍車をかける。

			「どうする？　捕まえて吐かせるか？」

			「そういう物騒な考えから少し離れてください。言いましたよね。冷静に見極めろって」

			「うっ……」

			「勝手に侮(あなど)ってくれたなら、そのまま侮(あなど)ってもらいましょう」

			「……あんたがそういうなら、それでいいさ」

			　意外と聞き分けよくバルドはイリアの言い分を聞き入れた。

			　以前であれば自分で捕まえようと独断専行していただろうことを考えれば、しっかり成長しているのがよく分かる。

			　支部に入っていくバルドの背中を見ながら、そんなことを考えていると、背後に人の気配がした。

			「イリア様」

			　振り返ると、そこにいたのは、見(み)目(め)麗(うるわ)しい青髪の女性。

			【神の目】が示す職業には、人魚と示されていた。

			　彼女はイリアのわずかな変化を見て取ったのか、柔らかな微笑(ほほえ)を湛え、一礼する。

			「セイレン様より言(こと)伝(づて)を賜(たまわ)っております。ご査収くださいますよう、お願い致します」

		

	
		
			第３章　力

		

	
		
			　場所は変わり、イリアの私室。

			　クッションの上に座る女性、ヘリーはイリアが座るや否や、足をヒレに変えて人魚であることを証明する。

			　セイレンとは、アクラディストに浮かぶ一つの島とその周辺を統べる羽根の生えた人魚の名前であり、人魚の島の女王でもある。

			　ヘリーは言(こと)伝(づて)をイリアに届けるため、避難民に紛れてリュネヴィルに潜り込んでいた。

			　本来、魔力は魔素を取り込むことでしか回復できない。しかし、人魚の体液には魔力を即座に回復する効果があるため、妙薬として高額で取引されていた。

			　その薬の総元締めだった組織はイリアとセイレンが壊滅させたおかげで今は鳴りを潜めているが、いまだに人魚となると目の色を変える人間も多く、彼女が人混みに紛れていたのも当然の処置だった。

			　それでもヘリーにとっては思うところがあったらしく、バツが悪そうに視線を下げていた。

			「本当はすぐにでもお伺いしたかったのですが、何分イリア様には人の目がありましたので……」

			　人の目というのが、副支部長とその配下であることは予想がついた。

			　そして、その原因が自分であることも。

			「申し訳ありません。危険を冒してまで来てくださったのに」

			「め、滅相もございません！　イリア様におかれましては、変わりなくお美しく……!!」

			　人魚は、その特徴として男だろうと女だろうと綺(き)麗(れい)なものが大好きであることが挙げられる。その点は竜神のジーンに似ているが、貞操観念の強い点がまったく違う。愛で、慈しみ、心酔するのである。

			　当然、見(み)目(め)麗(うるわ)しいエルフであり、皆に愛されるよう神に作られたイリアはその多分に漏(も)れず、

			「巫(み)女(こ)の中でも、今回のお役目は大変な争奪戦となりました。それもこれも、すべてはイリア様に一目でもお逢いしたいという――」

			　加えてそれ以上の恩義を感じているのだから、彼女が饒(じよう)舌(ぜつ)になるのは無理もないことだろう。

			　だが、危険を冒してまで人里にやってきたことを鑑(かんが)みると、延々と聞いているわけにもいかない。

			「私もお会いできて嬉しいです。わざわざ大切な同胞を送るというからには、切迫したご様子かと存じます。言(こと)伝(づて)をお聞きしてもよろしいでしょうか」

			「あ、は、はい!!」

			　そう言ってヘリーが取り出したのは、水晶のように透き通った素材でできたハープ。

			　音に魔力を乗せることで、他者の声すら紡ぎだす【演奏】スキルの派生技能【再生：音】により、ハープはセイレンの声を奏(かな)でだす。

			『久しぶり、イリアちゃん。元気？　私は元気よ～。女王ってホント大変！』

			　人魚のもう一つの特徴を挙げるとすれば、話好きが多いことだろう。黙っているのは、精々誰かの歌を聞いてる時ぐらいだろうか。

			　そんなことを遅れて思い出しイリアが後悔していると、やがて本題に入ったのか、わずかにヘリーの顔色が変わった。

			『でね、貴方(あなた)ならもう知ってるかもしれないけど、今アクラディストの領海にいる魔物……本当は魔物じゃないの。彼女は神(しん)獣(じゆう)。貴方(あなた)もよく知ってる、ムートちゃんよ』

			　ムートちゃん。鱗持つ海の王者、リヴァイアサンの子供として生まれた雛(ひな)に、イリアが名前をつけたバハムートのニックネームだ。

			　イリアの黒歴史がまた一つ掘り起こされた瞬間だが、そんなことを言っている場合ではない。

			　まさか、また邪神？

			　そう考えた彼女の予想は、直後にセイレンが発した言葉で否定された。

			『あの子ね、海の底で世界樹に噛みついちゃって、口の中に神具が刺さっちゃったみたいなの。あれね。小骨が喉に刺さっちゃってイライラする、みたいな感じ？』

			　真面目な顔をして演奏するヘリーには悪いとは思うものの、この時すでにイリアの緊張感は霧(む)散(さん)していた。伝えられた内容に加え、変な例を言い出したセイレンを恨めしく思う。

			　何より、彼女の場合は悪意がまったくないからこそ始末に負えなかった。

			『私たちで何とか宥(なだ)めてるけど、近くに行くと怒りだして全然ダメ。しかも最近は外の人がうようよ来ちゃって、余計にイライラしちゃってるの』

			　外の人とは討(とう)伐(ばつ)隊のことだろう。

			　アクラディストはただの魔物と判断しているため、いつかはかなりの戦力を討(とう)伐(ばつ)に回すことが予想される。

			　そう考えた矢先、

			『だからお願い、イリアちゃん。あの子を助けて。ううん……私たちに、力を貸してください』

			　それまでとは打って変わった、切実な声をハープが奏(かな)で、演奏は鳴り止んだ。

			　本当に、これを天然でやるから始末に負えない。

			　疲労の色を濃くするヘリーに水を差し出すと、受け取りつつ見上げる彼女の目には、懇(こん)願(がん)するような色があった。返事を聞くまでは、水も喉に通らないほどに不安なのだろう。

			　だから、イリアは彼女に言った。

			「確かに承りました。最大限、ご助力させていただきます」

			　

			　それからほどなくして、闘技場そのものが完成した。

			　まだ内部に備品や装置といった機材は入っていないものの、設備そのものを一目見ようと、すでに少なくない数の観光客が訪れていた。

			　そんな者たちを意に介さず、まっすぐに支部に入ってきた青年が１人、支部の扉を開いて姿を現した。

			「お迎えに上がりました！」

			　その勢いと青年の容姿に驚く者たちの中で、一際驚(きよう)愕(がく)を表す者が一名。

			　今日も今日とてイリアに声をかけるも冷たくあしらわれ、憂さを晴らすかのようにボードゲームで暴(ぼう)虐(ぎやく)の限りを尽くす長老その人である。

			「ヨっ、ヨルク!?」

			　イリアが考案した長老退去対策、ヨルクの到着だった。

			　ヨルクは慄(おのの)く長老をよそに、イリアのところへとまっすぐに歩み寄って頭を下げる。

			「イリア様、ご指名いただきながら到着が遅れてしまい……このヨルク、面目次第もございません」
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			　ヨルクの態度は、以前にも増して固い気がした。

			　水龍と何かあったんだろうか。変なことを吹き込まれてなければいいんだけど。

			　そんなことを訝(いぶか)るイリアにも気付かず、ヨルクはひたすらに謝罪と反省の念を述べる。

			「――この罰はいかようにも」

			「罰を与えるつもりはありませんが、一つ、お願いがあります」

			　驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべたのは、長老もヨルクも同じ。

			　ただし、片や怪訝、片や歓喜の色が濃いという違いがあった。

			　そんな２人にはかまわず、イリアは掲示板から一つの依頼表を剥がした。

			　アクラディストの東部に位置するエレディスト支部が出した依頼で、内容は〝フォード海で暴れる、巨大な魔物の討(とう)伐(ばつ)〟というもの。

			　精霊が〝世界中に存在する属性因子が、生命力の源である精素を受けて生命へと変化した存在〟であるのに対し、大精霊は〝属性因子を生産・放出する結晶柱が命を宿した、世界の根(こん)幹(かん)と繋がる存在〟である。

			　水に住む生命の頂点である神(しん)獣(じゆう)をもってしても、水の因子そのものと言えるウンディーネの前では、水を操る術で敵う道理はない。

			　他に必要となる要素は、巨体を止められるだけの力。

			「ガブリル、パーシャ」

			　２人を呼んだイリアは、３人に見えるよう依頼表を示した。長老も気にするような素振りを見せるものの、ヨルクの前では下手な姿を晒(さら)すわけにもいかず、借りてきた猫のように大人しくしていた。

			「３人で、この依頼を受けてくださいませんか」

			「え？」

			「分かった」

			「え!?」

			「かしこまりました」

			「ええ!?」

			　パーシャだけが、現状を理解できずに戸惑っていた。

			　ガブリルとヨルクが承(しよう)諾(だく)したとはいえ、説明しないわけにもいかない。

			　依頼登録は済ませず、イリアは内容の説明のために３人とともに２階の個室へと向かった。

			「現在、アクラディストに被害をもたらしている魔物ですが、正確には魔物ではなく神(しん)獣(じゆう)です」

			「「「　!!　」」」

			　３人は驚きに固まるが、それは理解できない思考停止ではなく事態の重さを理解した反応だと判断し、イリアはそのまま話を進めることにした。

			「なので、今回３人にお願いしたいのは討(とう)伐(ばつ)ではなく保護です。近海に住む人魚が言うには、神(しん)獣(じゆう)に悪意があるわけではなく、体に刺さってしまった神具の痛みに苦しんでいることが原因のようです」

			「なるほど。海……水となれば、ウンディーネの力が最大限発揮できますね」

			　ヨルクの言葉に頷(うなず)き、ウンディーネにも直接助力を請(こ)おうとした矢先。

			『心得ております。神の子よ』

			　と機先を制されてしまう。

			　自分が請(こ)うことで、これまでのへりくだられていた上下関係を改善しようと思っていたイリアだが、見事な忠誠を見せられたようなかたちで失敗した。

			　とはいえ、ここで諭そうとしても余計な手間と時間、さらには藪(やぶ)蛇(へび)となる可能性もある。

			　イリアは「よろしくお願いします」と頭を下げて、ガブリルの方へ向き直り、話を続けた。

			「ガブリルは、神(しん)獣(じゆう)の動きを止めてください」

			「……分かった」

			　ガブリルは、少しだけ語気にためらいを滲(にじ)ませた。

			　鬼神の眷(けん)属(ぞく)であるガブリルは、鬼因子の恩恵で身体能力が桁(けた)外れに高くなっている。

			　その力が仇となり意図せず壊してしまったものは数知れず、敵と認めたもの以外と相対するのをためらう傾向にあった。それゆえに、リュネヴィルにいる間も討(とう)伐(ばつ)依頼はよく受けてはいたが、捕獲などの依頼は受けていなかった。

			　その気持ちが、力を抑える手段を求めて彷徨(さまよ)った経験のあるイリアには、自分のことのように理解できた。

			「パーシャは、魔術と神聖魔術で神(しん)獣(じゆう)の強化と回復をお願いします」

			「うん。分か……え？　ええっと……なんで強化？」

			　パーシャだけでなく、ガブリルやヨルクも同じように困惑していた。

			　疑問に思うのは、保護するためとはいえ、抑え込む相手を手強くする理由。

			　イリアもその疑問は当然のものとして受け止め、説明を口にする。

			「ガブリルとの能力差を見て、神(しん)獣(じゆう)の力を底上げして欲しいの。ガブリルの力は貴女(あなた)が一番よく知ってるだろうし、神(しん)獣(じゆう)の力を見抜けるのは貴女(あなた)だけだから」

			「う、うん……」

			　プレッシャーを感じたのだろう。パーシャの語気は弱く、目線を下げてしまう。

			「ガブリルも力の加減をちゃんと覚えてるから大丈夫。ダメそうだった時の保険だと思っておけばいいからね」

			「……パーシャ。僕を信じて。僕もパーシャを信じるから」

			「う、うん！」

			　目に見えて元気を取り戻した妖(よう)精(せい)に、イリアはつい微笑(ほほえ)んでしまう。

			（愛の力は偉大だね☆）

			　残る問題は刺さったままという神具だが、バハムートの神因子は親よりも薄まっていたことから考えても、警戒するほどのものではない。

			　神因子のランクが低ければ、神具本来の使い方……情報そのものに干(かん)渉(しよう)する能力は使えず、もしバハムートの因子で発動するほどの低ランクだとすれば、３人の力を妨害するほどの力はない、という判断だった。

			　１人で納得したイリアは、総括としてヨルクに身体を向ける。

			「パーシャがサポートに回り、ウンディーネとガブリルで神(しん)獣(じゆう)を拘(こう)束(そく)。ヨルク、貴方(あなた)は神具の回収をお願いします」

			「かしこまりました」

			　依頼内容の確認も終了し、３人の登録証を受け取って受注登録を行う。

			　まだ混乱が収まっていないのか、アクラディストのギルドで討(とう)伐(ばつ)依頼が受注されている様子がなかったのは幸いだった。

			「登録証をお返しします」

			『神子様、儂(わし)は何をすればいいんじゃろうか』

			『ノームはガブリルのサポートをお願いします』

			　と、そこでふと思い立つ。

			『それと、神具の埋(まい)葬(そう)ですね』

			『よろしいのですか？』

			　ウンディーネの声に頷(うなず)きを返す。

			「回収した神具は海の底に沈めてしまってください」

			　神具は、遥か昔に存在した神々……数多くの獣神や鳥神、魚神の亡(なき)骸(がら)が変化した物だ。遺跡や祭壇で神具が多く見つかるのは、彼らが死んで風化し、残った神因子が他の因子と結合するためだ。

			　表舞台に出てこなくて済むのなら、静かに眠らせてあげたい。

			　それが自分の傲(ごう)慢(まん)ということは、イリア自身がよく理解していた。

			「神具の沙(さ)汰(た)に関しては依頼には含まれてませんから、貴方(あなた)方の判断で処理してかまいません。ただ、神具の影響力は忘れないでください」

			　その言葉には、ヨルクだけでなくガブリルとパーシャも深く頷(うなず)いた。

			　イリアが知る限り、竜神や鬼神の眷(けん)属(ぞく)以外で神因子を持って生まれてしまった突然変異は十人に満たない。

			　それでもそのほとんどが、神因子の不死性で迫(はく)害(がい)されるなど、世の中そのものに興味をなくしている者や、破滅願望や破壊願望の強い者ばかりだった。

			　魔力なしで天候を操るもの、一振りで千の刃を生じさせるもの、防御力やスキルアシストを無視して攻撃を加えるもの……神具には強力無比の能力を持つものが多く、神因子のランクによる使用制限は別問題だとしても、彼らに神具を持たせるのは危険が高すぎる。

			　その一方でオリオンという人物をイリアは知っているが、彼は獣(じゆう)人(じん)に神因子が発生したことも含めて、かなり珍しい例外のタイプだった。

			　始末の沙(さ)汰(た)はさて置き、今度こそ一段落ということで、外で落ち合う予定になっていたヘリーと合流する。

			　保護に当たる３人を紹介すると、ヘリーはわずかに狼(ろう)狽(ばい)する様子を見せた。

			　数が少ないうえに、ガブリルとパーシャは雰囲気と容姿も戦闘向けに見えないから仕方ない。そう考えたイリアだが、彼女の不満な点は別にあった。

			「あ、あの……イリア様はいらしてくださらないのですか……？」

			「……」

			　思い返してみれば、確かに紛らわしい言い方だったかもしれない。

			「ここにいる人たちは、私が信頼する友人でもあります。彼らでなければ、私ももちろん同行させていただきました」

			「……そう、ですか」

			　不満の表情は晴れない。

			「セイレンが私を頼ってくれたように、私も彼らの力を信頼して、頼らせていただきました。私の直接的な力ではありませんが……こうした人との繋がりも、人の持つ力だと私は思っています。どうか、私が信じる彼らを信じていただけませんか？」

			「え？　あ、いえ！　それはもちろんです！」

			　そう肯定したヘリーに、強がりや取り繕(つくろ)った様子は見られない。

			　じゃあ何が不満なんだろう。そう考えたのが顔に出てしまったのか、ヘリーは視線を逸らして頬(ほほ)を赤くした。

			「……その、イリア様とご一緒できると、舞い上がってしまっていたので」

			（なるほどなー）

			　理解したイリアは、仕方ないと思うことにした。

			「ご期待にそえず申し訳ありません」

			　男より女の子が好きだけど、そっちに走る気はありません。

			　そう意思を込めて頭を下げたイリアに、ヘリーは大いに狼(ろう)狽(ばい)する。

			「とんでもない！　ただ、直接口にはされませんでしたが、セイレン様もお会いしたいと申しておりましたので……」

			　彼女の言葉は掛け値なく嬉しいと思えた。イリアがニーナたちから報(ほう)酬(しゆう)の対価として受け取り、自室で封印してる風の結晶柱も、結界のない人魚の島で活用するのが一番平和的な利用法と考えていた。

			　配送するつもりだったけど、いつか直接持って行ってみてもいいかもしれない。

			　そんなことを思いながら、できない約束は謹んでおく。

			「私も皆さんの歌をもう一度聞きたいです」

			「ぜひに！」

			　ヘリーの顔が近い。目が怖い。

			　若干引きつつ、イリアは一つの封筒を彼女に差し出した。

			「代わりと言っては失礼ですが、この手紙をセイレンに届けていただけますか」

			「か、かしこまりました！　命に代えても届――」

			「命を優先してください」

			　自身の思いが伝わらなかったと思ったからだろう。

			　頷(うなず)くヘリーはわずかに気落ちしたが、すぐに気を取り直したのか、パーシャたちの方に向き直り、恭しくお辞儀する。

			「では皆様改めまして。バハムートの下に案内させていただくヘリーと申します」

			「よろしく」

			「よろしくお願いするわ」

			「よろしく頼む」

			　なんとも不安になる協調性の見られない返答だった。

			　だが、イリアと同様に心配する素振りも見せず、ヘリーは３人に微笑(ほほえ)みを返した。

			「はい。こちらこそ、バハムートをどうかよろしくお願いします。私は皆様をバハムートの下へお送りした後、そのまま故郷へ戻ります。皆様のご帰還には同行できませんが、ご了承ください」

			「……少しいいですか？」

			　皆が頷(うなず)いて了解を示したところで、イリアは口を挿んだ。

			　バハムートって連呼しないで、と言いたいところだったが、彼女の目的は別にある。

			「パーシャとガブリルはヘリーの護衛をしてください」

			「イ、イリア様？」

			「ヘリー。ここまで来るのにも、貴女(あなた)は相当消(しよう)耗(もう)したはずです」

			　消(しよう)耗(もう)するのは、生命力や体力、魔力だけではない。

			　精神的な疲労はステータスにないものの、集中力に大きく関わる重要な要素だ。

			「バハムートが無事でも、貴女(あなた)に何かあればセイレンは深く悲しみます」

			「イリア様……。ですが、島は……」

			「安心してください。パーシャは見ての通り妖(よう)精(せい)で、妖(よう)精(せい)の国の出身です。ガブリルは鬼神の住む島を知っています」

			　どちらも、世俗から切り離され、秘(ひ)匿(とく)されている場所。

			　そしてそれは、人魚の島と同じ。

			　それを察したヘリーが、緊張を解したように笑顔を浮かべる。

			「お言葉に、甘えさせていただいてよろしいでしょうか」

			　ヘリーのお辞儀に、ガブリルたちが頷(うなず)きを返す。

			「分かった」

			「しょうがないわね」

			　やれやれ、と言わんばかりに肩を竦(すく)めるパーシャ。

			「出立の前に、何かご質問はございますか？」

			　全員の否定を確認して、ヘリーは頷(うなず)いた。

			　そして、再びイリアに向き直る。

			「では、イリア様。失礼致します」

			「はい。お気をつけて」

			　それぞれと言葉を交わして、１人、また１人と踵(きびす)を返して門の外に足を踏み出す。

			　パーシャとガブリルが踵(きびす)を返す前に、イリアは２人を止めた。ヘリーの位置は少し離れているから、もう言っても大丈夫だろう。これから話す内容は、彼女の耳には入れておきたくないことだった。

			「護衛の件、もうお金は振り込み手続きが終わっていますので、報告で帰ってくる必要はありません」

			「「　え？　」」

			「私の我(わが)儘(まま)ですから。もし島で護衛の報(ほう)酬(しゆう)について聞かれたら、そう答えてください」

			　当然といえば当然だが、２人の表情から困惑は消えない。

			　当初の目的、石板の手がかりが掴めていないのに「帰って来なくていい」と言われたのだから無理もない。

			　イリアとしてはここですべてを話してしまってもいいのだが、２人が、イリアが係わったと認知しないところでセイレンに口添えしてもらわなければ、２人がこれまで我慢してきた意味がなくなってしまうと判断した。

			　気付けば、いつまでも合流しないパーシャたちを訝(いぶか)ったヘリーたちが、門を抜けた先で立ち止まってしまっていた。

			　悪意がないことは理解されていると思うものの、少しでも不安を解消できたらと笑顔を浮かべ、パーシャを撫でる。

			「リュネヴィルに戻って来るなって言ってるわけじゃありませんから、そんなに難しく考えないでください」

			「そうだよね。パーシャ、頑張ってすぐに依頼を終わらせちゃおう」

			　イリアの考えを察したのか考えなしなのか分からないが、ガブリルが同意してくれたことでパーシャも合意する。

			　最善の手は打ったのだから、これで何の問題もなく二つの問題は解決できるだろう。

			　そう自分の中で決着をつけて、改めて出立する背中を見送る。

			「ご無事と依頼の成功を心より願っております」

			　

			　ヘリーたちが出発してから数日。

			　これと言った事件もなく毎日が過ぎていくリュネヴィル同様、４人の旅も順調だった。

			　このまま行けば、明日の朝には神(しん)獣(じゆう)・バハムートの認知範囲に侵入することになるだろう。

			　そんなことを考えながら、イリアは通常業務をこなしていく。

			「いやぁ、すげえな！　新しい闘技場、オーブワイトのより豪華なんじゃねぇの!?」

			「分かる！　こう、目立つんだけど、派手じゃないんだよな～」

			　テーブルのひとつで交わされる言葉は、街全体で語られているものとほとんど変わらない。

			　つい昨日、闘技場が完成したのだから、それは無理もないことだろう。

			　とはいえ、

			「でもさ、ちょっと支部と似てるような気がするんだよな」

			「あ、それも分かるわ。なんつーか、落ち着いてる雰囲気？」

			「それ！」

			　支部の造り――イリアが前世の記憶から拝借した技術――に触発されたのは誤算だった。

			　受付嬢としては当たり前だが、建造には一切関わらなかったため、完成した闘技場を見て驚かされた。

			（まさか、コロッセオとはなー……）

			　内部にはゴシック様式まで取り入れているらしく、白一色、青一色、朱色を混ぜた華(か)美(び)な外見など、配色で個性を出す最近の流れとは一線を画した建築物になっていた。

			　観光産業の重要な要素、芸術的価値として考えれば大成功といえるのだが、それにしてもやってしまった感が辛(つら)い。

			「ただいま」

			「あ、おかえりなさい」

			　反射的に返しながら顔を上げると、フランクが目の前にいた。

			　彼が手にしている折りたたまれた外(がい)套(とう)は、警ら隊〈リュネヴュラウス〉の正装として用いる正装。集会と訓練に出かけているのはイリアも知っていたが、それにしては帰ってくる時間が早い。

			「何かありましたか？」

			　彼女の疑問を、フランクは笑顔で払(ふつ)拭(しよく)する。

			「いや。明日から本格的な警らにはいるからね。十分な休息を取らせるために今日は早めに上がらせたんだ」

			「もうそんな時期なんですね」

			「闘技場がかなり早めに竣工したからね。まだ他の施設は完成していないけど、あれだけの規模だから、慣れてもらうためには十分すぎるくらいだろう」

			　闘技場は、全部で５層。

			　地上の広場が第１層で、商業施設もここに設置される。選手の控室や備品の倉庫が地下１層。配管や管理施設の集まった地下２層の下に、魔物を捕らえておく牢屋の層が続く。

			　ちなみに名目では魔物の牢屋となっているものの、罪人を捕らえておく用途にも使われることは暗黙の了解となっている。

			　オーブワイトの闘技場との違いは様式だけでなく、雨天から場内を守る開閉式の天井や、迷路の作製、プールからヒントを得たという水中戦すら可能な多様性だろう。

			　作った人間は何に焦らされていたんだ。

			　そんな愚(ぐ)痴(ち)が上がるほどに複雑な内部構造をしてるため、警備する側に立つ者は本当に大変だった。

			　そんな話を聞きながら、イリアはふと疑問に思う。

			「フランクさんも警らに回るんですか？」

			「ん？　いや、最初に全体を回りはするだろうけど、その後の警らには回らないよ」

			（良かった……）

			　フランクとエクトルの責任感を思えば、２人が公務を切り詰めると気付くべきだった。決まってしまった後は、イリアが手を抜けと言うわけにもいかず、できるだけ負担を減らすことくらいしかできないため、長時間拘(こう)束(そく)されそうな警らをやらずに済むというなら幸いだった。

			「では、私室で休まれますか？」

			「うん。そうするよ。……夕食までには起きると思うけど」

			「万が一起きてこなかったら、起こしに参ります」

			　万が一とは言うものの、最近では恒例になっていたりする。

			　それを分かっていても変えないやり取りに、お互いに軽い笑いが零(こぼ)れた。

			「じゃあ、よろしくお願いしようかな」

			「はい。ゆっくりお休みください」

			　フランクを見送ると、まるでタイミングを見計らったように受注依頼の行列ができた。

			　行列を見るたびに思っていたのだが、少し時間をずらせばただ待つだけの時間が減らせるというのに、そうしない心理とはなんなんだろうか。

			　そんなことを考えながら受付業務をこなしたイリアは、フランクと食事を終えて公務を手伝い、仕込を済ませてから就寝した。

			　

			　日付が変わり、人々も活発に動き出した頃。

			　門番として立っていた衛兵は、近づいてくる隊商を認めた。

			　つい先日までは難民の受け入れや建築物資の搬(はん)入(にゆう)などで出入りの慌ただしい賑(にぎ)わいを見せていたが、建築そのものが終わったことで落ち着きを取り戻していた。

			　先頭の馬車が止まり、御者の傍(かたわ)らに座っていた青年が門番に会釈する。

			　その人好きのする笑顔と赤い短髪の整った容姿に、門番の兵は破顔した。

			「あんたか。今度は何を持ってきたんだい？」

			「お久しぶりです。闘技場の中で開く店の荷物です」

			　差し出された登録証の裏には、確かに運(うん)搬(ぱん)依頼の文字が記入されていた。

			「ああ、確かに。確認させてもらうよ」

			　赤髪の青年は、何度も物資の搬(はん)入(にゆう)に付き添いをしていたため、衛兵たちに顔を覚えられていた。

			　だからと言って領主・ギルド支部長から連名で出された令に背(そむ)く理由にはならず、門兵は荷台一台一台の内部を眺めていく。

			　とはいえ数も多く、幌を覗く程度になってしまうのは、通行の流れを考えてもやむを得ない判断だった。

			「いろんな匂いがしたけど、雇い主さまは何の店を開くんだい？」

			「果物を使った甘いお菓子と聞きましたけど、どうでしょう？」

			「……難しいだろうね。うちにはほら。ギルドの支部があるから」

			　青年の苦笑交じりの質問に、門兵も苦笑いを返すしかなかった。

			　良くも悪くも、ギルド支部の提供する料理は値段、質、量すべてが飛びぬけている。

			　街が大きくなったこともあり、様々な職種の人間が移住してきてはいるが、飲食店を開くには厳しい環境といえた。

			「その支部に顔を出さなければいけないので、失礼します」

			「ああ」

			　こうして、数十台の荷台が運ばれ、それらはすべて闘技場に向かって運ばれていく。

			　門の兵たちのように、街の住人も先の建造ラッシュで慣れていたのだろう。

			　幌のかかった荷台に目を遣る者こそいたものの、その中身を危ぶむ者や、怪しむ者は一人として存在しなかった。

			　ちょうどその頃、闘技場の内部では照明となる結石の配置や上下水道の点検など、開場に向けて着々と施設の準備が進められていた。

			　正面入口に相当する大通りに面した大門のほぼ真裏の位置に、搬送用の大扉が三か所設置されている。

			　搬送用とは言え、開場されていない現状ではわざわざ裏に回って運び込む業者はおらず、それは同時に、裏手に機材を置いておくほどの段階にはどの設置店も至っていないという証でもあった。

			　だが、その搬(はん)入(にゆう)口に、いくつもの荷台が運び込まれていく。

			　見知った顔が堂々と、危なげなく荷台を運んでいくその姿に、見かけた者も気に留めずに作業を進めていく。

			　複数の業者、職人による認識の欠如。

			　長期にわたる偽装で築いた信頼。

			　青年はそれらを過不足なく利用する。

			　やがて設置は終了し、後は〝奴ら〟が目覚めるのを待つだけ。

			「上手くいきましたね」

			「ん？　ああ、そうだね」

			　御者の１人である鳥人の言葉に、赤髪の青年は感情のこもらない声で肯定した。

			　彼にとって、ここまで運びこめたことは幸いには違いないが、必要条件というわけでもなかった。

			　だが、こうして首尾よく進んだのだから、最後まで順調に進めばいいとは思う。

			「行こうか。わざわざこんな暗いところで死にたくないだろう？」

			「違えねぇ」

			　先の鳥人や獣(じゆう)人(じん)たちの笑いにわずかに口角を上げ、青年は御者とともに闘技場を後にした。

			「おや。もう行くのかい？」

			　城門では、朝方の兵士が立っており、青年を認めて不思議そうな表情を浮かべた。

			　確かに、休憩はおろか食事もとらずに街を出ていく者を不自然に思うのは当然と言えた。

			「次の仕事場に向かわなければいけませんので……貧乏暇なしです」

			「世(せ)知(ち)辛(がら)いねぇ」

			　互いに苦笑を交わし、去ろうとした青年は立ち止まり、振り返る。

			「貴方(あなた)がこれからも、健(すこ)やかでいることを願っています」

			「ん？　おお、兄ちゃんもな」

			　いつもの人好きのする笑みを浮かべ、青年は去っていった。

			　その裏にあるものに気付けない普(ふ)人(じん)の兵は、その背中が小さくなるのを見送ることもできず、迷ったと言う子供の世話に奔走した。

			　

			　ちょうどその頃、支部の３階では、イリアがフランクに食後のコーヒーを淹(い)れていた。

			　受付業務は午後からで、それまではアクラディストの行方を見守ることができる。

			　そう安心していたイリアは、警ら隊として闘技場に向かうフランクを見送ってから食事をとり、私室に戻って一息つく。

			「さて、と」

			　どうなってるかな、と【千里眼】を使い、４人の動向を見ると、まさに神(しん)獣(じゆう)と対(たい)峙(じ)しているところだった。

			　特に問題もなく拘(こう)束(そく)に成功し、周囲に別働隊のような人影もない。

			　これなら大丈夫かな、とイリアは胸を撫で下ろした。

			　その時だった。

			「イリア！」

			　慌ただしい音を立ててドアを叩く声に、イリアは【千里眼】を切って来訪者を出迎えた。

			　ドアの前にいたラシェルは顔を青くして、イリアの服を掴むその手は震えていた。

			「どうしたの？」

			「闘技場で、魔物が……！」

			　イリアは耳を疑った。

			　魔物が搬送されるのは、他の村で行われる実験の結果が出てからだと聞いていたため、もう少し先になるはずだった。

			　手違いで捕らえた魔物を搬(はん)入(にゆう)してしまった？

			　いくら完成を急いでいたにしても、何の報告もないわけがない。

			　そうは思うが、フランクやエクトルのところには報告が行っていた可能性はある。

			　一介の受付嬢であるイリアに報告が来なくても、何の不思議もない。それが本来の在り方なのだから。

			　歯(は)痒(がゆ)さを理性が抑え込み、イリアは心が冷めていくのを自覚した。

			「イリア……！　ブレアが……！　ブレアが！」

			「大丈夫。大丈夫だよ」

			　竣(しゆん)工(こう)祭(さい)で見た２人の仲睦まじい光景が脳裏を過り、イリアは彼女の心中を察した。

			　近しい者が魔物という危険と対(たい)峙(じ)する。その危険性を想像することしかできない非戦闘員であるラシェルが、動揺してしまうのも無理はない。

			　ラシェルを宥(なだ)めながら、２階に待機しているという報告をしてきた警ら隊員と面会すると、彼も交戦したのか、傷と消(しよう)耗(もう)がそこかしこに見られた。

			「イ、イリア……」

			「早速で申し訳ありません。報告をお願いしてもよろしいでしょうか」

			「ああ……」

			　フランク率いる警ら隊が闘技場に入ると、魔物の襲(しゆう)撃(げき)に遭(そう)遇(ぐう)した。

			　依然として避難民のいる街中に出すわけにはいかず、警ら隊は闘技場を閉鎖する。

			　イリアのところに来たのは、増援の要請を兼ねていたのだという。

			「了解しました。ラシェル、２階で休ませてあげて。薬も使ってね」

			「う、うん……！」

			　魔術ではない薬を使用した治療には相応の時間が必要となるため、半ば強制的にラシェルを休ませることができる。

			　イリアは頭を切り替え、早速その場にいたギルド員に向けて依頼の説明を行った。

			「お聞きした方もいらっしゃると思いますが、現在、闘技場内で脱走した魔物の討(とう)伐(ばつ)を〈リュネヴュラウス〉が当たっています。その増援として参加していただける方を緊急に募(つの)りたいと思います。これより十分後に受注を始めますが、混乱を避けるため、くれぐれも直接闘技場に向かわないようお願いいたします」

			　数人が直後に名乗りを挙げ、数人が仲間を呼びに支部を飛び出していく。

			　その間に、イリアは事務室に向かった。

			「デジレさん」

			「取りあえず緊急料金だけでいい？」

			「はい、よろしくお願いします」

			　本来であれば対象となる魔物の討(とう)伐(ばつ)換算を加えなければならないが、今回は何の魔物がいるかも分からず、報告後に計算するほかない。

			「俺は業者でも捕まえてこようか？」

			「お願いしてもよろしいでしょうか」

			「水臭いって」

			　あっけらかんと笑いながら、クロードは事務室を出て行った。

			　部位の報(ほう)酬(しゆう)の計算にも魔物の種類を知らなければならず、現段階でクロードにできることはない。不確定要素が多いために下手にギルド員を割けない状況とはいえ、事務員のクロードに任せるのは気が引けてしまう。

			「カティ」

			「何？」

			　傍(かたわ)らで行方を見守っていた彼女に声をかけると、不思議と何かを期待するかのようなはっきりとした返事が返ってきた。

			「クロードさんの手伝いをお願いします。業者の手がかりから、行き先を察知してください」

			「分かった！」

			　駆けていく彼女の姿を不安げに見送ったのはバルドだ。

			　視線に気付いてイリアを見返す目は、うずうずさせている身体以上に彼の内心を物語っていた。

			「バルドさん、この前使った風の結石を運ぶのを手伝ってください」

			「そんなことかよ……」

			　思いきり失望されてしまった。

			「でしたら、闘技場の中での運(うん)搬(ぱん)もお願いします」

			「お、おう！」

			（うわぁ嬉しそう）

			　受付と給仕だけでは以前の体を保てないことは確かだ。彼を含め、職員の運動不足改善のために何か機会を作った方がいいかもしれない。

			　そんなことを考えながら、事務室を出てホールに集まったギルド員と対面する。

			「緊急な招集にもかかわらず集まっていただき、ありがとうございます」

			「んな建前は良いから、さっさと説明しやが、うげっ」

			　怒声を言い放つや否や、言い終わらぬうちに周りの者からボコボコにされた。ここに来たばかりの人だとしたらご愁(しゆう)傷(しよう)様です、と冥(めい)福(ふく)を祈るに留め、時間の無駄だとそれ以上は無視することにした。

			　闘技場の見取り図を簡略化したものを配り、作戦を説明する。

			「まず、今回は〈リュネヴュラウス〉の方との合流が優先事項となります」

			　箱詰めされた風の結石の一つを取り、全員が見えるように掲げる。

			「合流次第、この風の結石を配布してください」

			「それは？」

			　以前ゲーム大会で使ったとはいえ、リュネヴィルの住人でも知っている人間は少ない。

			「魔力を込めると、遠くの人と通話できるよう設定された結石です。これを使い、広大な闘技場で互いに連絡を取りつつ、連(れん)携(けい)をとってもらいます」

			　これまでの生活で耐性がついたのか、見知った顔の者たちはイリアが突(とつ)飛(ぴ)なことを言っても「そういうものだ」と受け入れていた。大勢がそういった態度のせいか、受け入れかねている他の者たちも取りあえず話を聞く様子に戻った。

			「場内での細かい指示はこちらで統括して送ります。これらの内容に同意していただける方から、受注登録をお願いします」

			　さすがに不審に思ったのか、新参の数組は参加を見送った。

			　それでも、申し分ない数の人員は確保できたため、増援そのものに問題はない。

			　バルドと登録を済ませながら、イリアは彼にも指示を与えることにした。

			「バルドさんは先行して、フランクさんに結石を渡してください」

			「分かった」

			「自分の分も持っていてくださいね？　もしかすると、一番働いてもらうことになるかもしれないので」

			　バルドは一瞬呆けたような表情を浮かべてイリアを見たと思えば、軽い調子で笑う。

			「望むところだ」

			　それ以上を語ることなく、バルドは登録に集中した。

			　イリアの印象ではバルドはどっちかといえばＳだと思っていたが、逆なのかもしれない。

			　

			　一方その頃、街道沿いの小屋で、赤い短髪の青年が倒れる部下たちを見下ろしていた。

			　テーブルの上を転がるグラスから滴り落ちる真っ赤な果実酒は、まるで血のような染みを床板に広げていく。

			「な……んで……」

			　１人の獣(じゆう)人(じん)が力を振り絞るように青年に手を伸ばし、掴みかけた足に潰される。

			「なんで？　そんなもの、予定通りだからに決まってるだろ」

			　予定通りとはいえ、ここまで上手くいくと気味が悪いとさえ感じていた。

			　青年の目的は、リュネヴィルの闘技場開設に乗じて魔物を放ち、混乱させること。

			　最初の関門は魔物の確保だったが、これは〝協力者〟によって難なく達成した。

			　次の関門は、その魔物をリュネヴィルの内部へと運び込むこと。

			　これは、長期にわたり青年が〝なんの変(へん)哲(てつ)もない行商〟を装っていたこと、加えてリュネヴィルの住人が平和に慣れていたおかげで無事に遂行した。

			　ただ、何かと話しかけてきた副支部長の存在が消えたことは、彼にとっては誤算だった。初めこそ邪魔なだけの存在だと考えていたが、その思想や衛兵の情報を漏(も)らす馬鹿さ加減が、彼にとって有益だったからだ。

			　結局支障なく街に入りこんだ彼にとって、最後の難関は闘技場内に運び込むことだったが、これは青年が逃げ延びやすくするためのものであり、途中で発覚した場合は即座に魔物を解放する手(て)筈(はず)だった。

			　そして今、無事にリュネヴィルを脱したことで、青年は後処理の段階に移行していた。

			　今回の件に関わった者に毒入りの酒を飲ませ、口封じと証拠隠滅を図る。

			　これも万が一に備えて自爆用の結石を彼らの荷物に忍び込ませていたが、毒が発覚することはなく、高価な結石を使わずに済んだことも、彼にとって幸いの一言だった。

			　すべては、普(ふ)人(じん)だけの世界を築くため。

			「そのためのお前ら(亜人)なんだからな」

			　青年は人好きのする笑みを消し、汚(お)物(ぶつ)を見るような冷えた眼差しを転がる部下たちに向けた。

			　彼らはロンドヴィルの他都市で、リュネヴィルの隆(りゆう)盛(せい)により職場を失ったと逆恨みする失業者だった。

			　消えたところで青年にとって損失はなく、それどころか益となる存在だ。

			「さようなら、醜(みにく)い亜人ども。薄暗い闘技場より、自然の中で死ねて本望だろ？」

			　冬の小屋において、火の不始末による火災はそう珍しいものではない。

			　青年は唯一使える火の魔術の詠(えい)唱(しよう)を始め、

			「はーい、そこまで」

			「っ!?」

			　唐(とう)突(とつ)にかけられた声にそれを中断してしまう。

			　気配も物音もまったくしなかったことに動揺した青年だが、すぐに持ち直して表情を作る。

			「こ、これはお見苦しいところを……。すいません。彼らに毒酒を飲まされそうになり、カッとしてしまって……」

			　その沈(ちん)痛(つう)な表情と状況だけを見れば、青年の言葉を信じる者がほとんどだっただろう。

			　だが、現れた男……クロードは笑った。

			「くくっ、あー、はいはい。そーいうのいいから」

			「……えっと、どういう……」

			「全部聞いてたし、見てたから。演技はいらないよー」

			　なおも演技を続けようとする青年に、クロードはひらひらと手を振ってあしらう。

			　その確信を持った振る舞いに、青年は溜息を一つ吐いて、再びクロードへ視線を向ける。

			　その眼差しは冷たく、表情には嘲(ちよう)笑(しよう)が浮かんでいた。

			「あんたも普(ふ)人(じん)なら邪魔しないでくれないか。聞いてたんなら分かるだろ？　別にあんたをどうこうしようってわけじゃないんだ」

			「だからって、リュネヴィルで仕出かしたことを見逃すわけにはいかないんだよね～」

			「……ふん。俺を捕まえても、手引きした魔物どもは止まらないぞ？　はやく――」

			　早く帰って倒した方がいいんじゃないか。

			　その言葉が最後まで告げられることはなかった。

			「……何が可笑しい」

			　口元を押さえ、肩を揺らすクロードを見て、言葉を詰まらせたからだ。

			　ようやく落ち着いたかと思うと、「すまんすまん」とクロードは謝罪する。

			　その意図が分からない青年は困惑に眉(まゆ)をひそめるが、気にした様子もなく……むしろ笑みを強めて、クロードは告げる。

			「いやぁ、カマに引っかかってくれるとは思わなくてさ。自白ありがとな。手間が省(はぶ)けたから助かるわ」

			「……チッ」

			　青年は腰の剣に手を伸ばし、臨戦態勢へと移行する。

			　両者の距離は近すぎて、魔術の詠(えい)唱(しよう)は隙を生むことになると判断したのだろう。

			　なら、とクロードが剣を手にしようとしたその瞬間には、青年の刃がクロードの首に迫るが、

			「……なっ」

			　驚きの声を上げたのは、青年だった。

			　相手からいつの間にか放たれていた剣に阻(はば)まれ、自らの剣を弾かれたことまでは理解できた。

			　しかし、目を瞬かせる間に鋼の鈍い光がはしり、青年の剣はほぼ根元から切り落とされていた。

			「間合いを見て剣を使ったのは正解だけど……そもそも、たて突こうってのが間違いだね～」

			　剣の腹で暢気(のんき)に肩を叩くクロードからは、ギルドの強者や強大な魔物から感じる圧力のようなものは見受けられない。

			　だというのに、へらへらと笑うその男から逃げ延びる光景が、まったく思い浮かばなかった。

			（……なら）

			　逃げなければいいだけだ。

			　青年は腰の袋に手を入れ、結石を取り出した。

			　何よりも最悪なのは、自分から仲間の情報が漏(も)れること。

			　青年は、自ら命を絶つことを選択した。

			「させねーよ」

			　詠(えい)唱(しよう)と魔力を込め始める前に、青年の指ごと切り落とされた結石が周囲に火の因子を発散させて、消滅した。

			「ぎ、ぁ――」

			　悲鳴にならない声が青年から洩(も)れるように、その手からは血が噴き出していた。

			　まだだ。

			　焼けるような痛みと全身を覆(おお)う寒気に耐えながら、残る手で袋から結石を取り出そうとしたが、それも叶わなかった。

			　青年が背後に目を向けると、そこには自分の腕を掴む犬の獣(じゆう)人(じん)の少女がいた。

			「お、ナイス、カティ」

			「……」

			「貴さっ」

			「うるさい」

			　青年が何事かを叫ぼうとするも、カティに口を布で縛られ、袋も回収されてしまった彼に、最早抵抗する術(すべ)は残されていなかった。

			　騎士団御用達の拘(こう)束(そく)用魔術で気絶させた青年を拘(こう)束(そく)し馬に乗せたクロードの横で、カティがじっと彼のことを見つめていた。

			「……なにかな？」

			「クロード、強かった」

			「うーん……まぁこれでも騎士団の端くれだったからね」

			　おどけるように言ったクロードだが、カティの視線はまったく納得していなかった。

			　盗賊ギルドに所属していたカティは、騎士団や国軍の兵の力を何度も目にしている。

			　そのなかでも、クロードの力はかなり上位に位置しているように感じられた。

			「……だから、何かあるまで待機なんて言ったの？」

			「ん？　あー……」

			　わずかな逡(しゆん)巡(じゆん)を見せたクロードは、頭を掻いて口を開いた。

			「俺はカティとバルドが今まで何をしてたかは、知らない」

			「……うん」

			　普段の身のこなしやそれなりの強さを感じることからも、物騒なことをしていたことは彼も察している。

			「でも、何をしていたにしても、もう君たちは支部(うち)の職員なんだから、もうそういうことはしなくていい」

			「……」

			「わざわざ戻る必要はないんだよ」

			　そう言ったクロードの目は、前を向いているようで、別のどこかを見ているようだった。

			　彼の脳裏を過ったのは、彼自身やエクトルが参加していた戦争の記憶。

			　悲しみが恨みを生んで、恨みが憎しみを呼び、人が人ではない何かになって、ひたすら殺し合う光景。

			　今回のことは、そこから逃げ出した自分を擁(よう)護(ご)するための自己満足だ。

			　そう理解して、クロードは笑う。自分を嘲(あざ)笑(わら)い、暗い感情から目を背(そむ)けるように。

			「なーんて、ちょっと見直しちゃった？」

			「……うん。少し」

			「少しか～」

			　残念そうに苦笑するクロードに、カティは「でも」と向き直る。

			「私も戦うよ。バルドも。ちゃんと、一員になったんだから」

			　自分の居場所のために戦う権利がある。

			　言外にそう語る彼女の眼差しは強く、その笑顔は希望で輝(かがや)いているようにも見えた。

			　そこに、支部にやって来た当初の儚(はかな)さや脆(もろ)さはない。

			「……そっか。強いんだな。カティは」

			　いや、強くなったんだろう。

			　そう思い、自己嫌悪に入りかけたクロードにカティは微笑(ほほえ)む。

			「正攻法の一対一なら、たぶんクロードの方が強い」

			「あー、そういう意味じゃないんだけど……」

			　返答に困り、クロードは宙を仰いだ。

			　空はどこまでも澄み切っていて、内側に沈みかけたクロードの心を押し広げていくようだった。

			「……まぁいっか」

			　自己嫌悪も自己欺(ぎ)瞞(まん)もない、ただ脱力した笑みが零(こぼ)れて、クロードとカティはリュネヴィルを目指し、歩みを進めた。

			　

			　少し時を戻した支部の受付では、ようやく全員分の依頼登録が終わろうとしていた。

			「……終了」

			　登録証を持ち主に返して、作戦開始。

			「ご武運を」

			　駆けだしていく背中を見送った後、そこから本当の役目は始まる。

			　私室に戻り、起きてしまったハクを宥(なだ)めてから結界を解く。

			　魔力を徐々に解放することで、結石の効果範囲を支部から闘技場全体にまで及ぶよう拡大した。

			「すぅー……はぁー……」

			　深く深く、深呼吸をすることで気持ちを落ち着かせる。

			　怖い。

			　震えるような恐怖を自覚しても、今回ばかりは出し惜しみの後悔はしたくなかった。

			　自分で倒すのは後悔どころでは済まなくなるため、本当に最後の手段として、そうならないように全力を尽くす。

			「……よし」

			【気配察知】スキル、最大解放。

			　術者を起点として範囲内の物質を知覚する【探知】の発動。

			　鳥、人、物、獣、漂(ただよ)う波、石に弾かれ跳んだ水飛沫(しぶき)、木の葉一枚一枚と、その幹の伸びる土に落ちた木の実、人の営み……世界全体に広がった感覚が、物という物をすべて認知する。

			　もちろん、あの悍(おぞ)ましい虫という虫も、すべて。

			「う、ぎぁああああぁぁぁああああぁああ！」

			　全身が粟(あわ)立ち、身の毛もよだつ悪寒とともに頭を疼(とう)痛(つう)が襲う。

			（ダメだ。気絶しちゃダメだ……！）

			　吐き気を堪(こら)え、掻き毟(むし)りたくなる身体を抑え、身を、心を抑え込む。

			「うぁぁあああああん！　うぐっ、ぐすっ、うぇぇええええん……」

			　堪(こら)えられず、嗚(お)咽(えつ)し、鼻水が漏(も)れてしまう。

			　ペロペロと舐めてくるハクを抱きしめて縋(すが)り付く。今や、彼女の全力を受け止められるのはこの雛(ひな)だけ。

			　ずっと強くしすぎたことを後悔していたが、その存在が今はこんなにも頼もしい。

			「う、ぅううぅ、ふぐぅぅうう」

			　スキルの力を徐々に抑え込み、認知する範囲をリュネヴィルだけに縮小する。その途中、リュネヴィルに入るか入らないかというところに悪魔がいたものの、遠ざかっていったため放置した。なにより、構ってる余裕が彼女にはなかったからだ。

			　リュネヴィルは新築が多いせいか、かなり虫の数と種類が減少する。そのおかげで、なんとか呼吸を整えることができたイリアは、闘技場の状況を確認する。

			　改めて確認した闘技場の魔物は、かなり変質していた。

			（闘技場ができた頃にはもう運び込まれていた……？　ううん、業者が最初から変質したのを置いて行ったのかもしれないし……）

			　焦りでまとまらない思考に、イリアは推測することをやめた。

			　取りあえず戦況は膠(こう)着(ちやく)してるが、消(しよう)耗(もう)が激しいのは強襲された警ら隊の方だ。

			　魔物は地下の迷宮のような複雑さを利用するように待機しており、その様子は狩りを楽しんでいるようでもあった。【千里眼】は遠くのものは見ることができても立体的な状況の把(は)握(あく)には向いていないため、【探知】の選択が間違っていなかったとイリアは自分を慰(なぐさ)める。

			　昔の彼女であれば、このまま遠隔発動の魔術でぶち殺しているだろう。そんなことを考えてなんとか思考をずらしていると、先行するバルドが闘技場に侵入する。

			「バルドさん」

			『うおっ、びびった！』

			　手元にある風の結石から、お互いの声はやりとりされている。
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			「闘技場に着いたら、すぐ右手にある階段を下りてください……。気配を消すのも忘れずに……」

			『お、おう。……大丈夫か？』

			「……ふふ、ご安心ください」

			　混乱して、闘技場ごと更(さら)地(ち)にすることはありませんから。

			「下りたら、二つ先の十字路を左に曲がってください」

			『分かった。……って、あんた、闘技場の中見えてんのか？』

			「……いえ、地図を見て推測しているだけです。フランクさんたちがいそうな場所もいくつか当たりをつけただけですので、覚悟してください」

			『了解』

			　ためらいのない返事に見直しながら、言葉をかけるタイミングを見計らう。

			　最初からフランクのいる場所に向かってもらうため、できるだけ安全で、できる限り速く進むルートを選ばなければならなかった。

			「あ、ちょっと待ってください……」

			『あ？　ああ』

			　地図を確認すると見せかけて、魔物の行動を確認する。

			「……把(は)握(あく)しました。次の交差路をずっと直進して、その先にある階段を降りてください」

			『分かった』

			　バルドの行く先を確認しながら魔物の動向を見守っていると、闘技場にギルドからの増援が到着した。

			　取りあえずバルドの持つ結石との接続を切って、集団の中にある結石の一つに魔力を繋げる。

			　そのまま繋げるのではなく、魔力がなくて繋がりにくい、という演出付きで。

			「……え、……すか」

			『な、なんだ!?』

			『結石じゃないの!?　魔力を込めればいいのよね!?』

			　察しの良さは生存本能に応じて高まるものだが、今回はイリアにとっても幸いだった。

			　支部から魔力を込められることがバレてしまえば、余計な憶測を生むことが目に見えていたからだ。

			『こちら増援組！　今闘技場に入ったところよ！』

			「了解です……。先行したバルドさんの報告をいただいていますので、皆さんには１階の魔物を殲(せん)滅(めつ)していただく部隊と、結石を搬送していただく部隊に分かれていただきます」

			『了解。どう編成する？』

			　魔物に注視して、ステータスを確認。変質の元となった魔物はロンドレッドエイプ、ラオブラフェーリス、ラオロアカイロプテラ、ロンドグリプトドンの四種。

			　どの魔物も集団であれ、元来の依頼ランクで言えばＣ相当の魔物だが、変質しているせいでＢ相当にまで上昇してるものがほとんどだった。

			「Ｂランクの討(とう)伐(ばつ)依頼をこなせる方を５名ほど、搬送部隊の援護に回していただいて……残りはＢ以上の討(とう)伐(ばつ)依頼をこなせる方を３名以上混ぜた部隊を、できるだけ多く作ってください」

			『了解したわ！　皆、聞いてたよね!?』

			『『『　おお！　』』』

			　彼らが編成している間にバルドに接続。

			「そのまま地下２階まで降りてください」

			『分かった』

			「その後は外周を辿って二つ目の交差点まで進んでください」

			『了ー解』

			　一方、地下にいる魔物たちは、１階に侵入してきた増援組を察知して、その動きを慌ただしく変化させた。

			　そこには迎撃部隊を編成しようとする意図が見られたが、戦力を認識できない状況の彼らが自分たちの戦力を分散させるのは、完全に悪手といえた。

			（やーい、ばーかばーか）

			　胸中で悪態を吐いて、すぐに自己嫌悪に陥(おちい)る。

			　気持ち悪さを堪(こら)えるあまり、思考が幼(よう)児(じ)退(たい)行(こう)してしまっていた。

			『イリア、編成が完了したよ』

			「了解です……。では、部隊ごとの魔力を確認しますので、順番に番号を名乗って魔力を込めてください」

			『了解。私が一番隊だよ』

			「確認しました」

			『俺が二番隊だ』

			　搬送部隊を除いて、全部で５隊。

			　それぞれの動きに指示を与えていると、バルドが交差点に辿り着いた。

			　今回は彼からの連絡を待つ演出を行う。

			『イリア、着いた』

			「……了解です。では、進んできた方向から見て左に向かってください。次の十字路はまっすぐです」

			『分かった』

			　また闘技場から遠く離れた別の場所、門の外から街に入って来たのは、クロードとカティ。そして、彼らに連行される普(ふ)人(じん)の男性。

			　２人の無事を確認したイリアは、安(あん)堵(ど)とともに気を引き締め直す。

			「一番と二番隊はそのまま直進してください。一つ先の区画で接敵しますので、三番隊は右折して回り込んで背後から挟(はさ)み撃ちしてください」

			『『『　了解　』』』

			『『　俺たちはどうする？　』』

			「四番、五番隊の方は三番隊と一緒に右折して、次の十字路で左折したらそのまま直進、魔物の討(とう)伐(ばつ)をお願いします。一、二、三番隊の方は、敵の討(とう)伐(ばつ)完了後四番、五番隊の方と合流してください」

			『『『　了解　』』』

			　残る搬送部隊には、魔物と遭(そう)遇(ぐう)しない最短ルートで階下に向かってもらった。

			　作戦の伝達が終わったすぐ後に、バルドに繋げて演出を図る。

			「バルドさん、すいません。少し道を間違えました。まっすぐ進んだ直後の区画を右に迂(う)回(かい)して、先ほどの階段に続く通路に向かってください」

			『あん？　了解』

			　従ってくれるのは有り難いと思うものの、従順すぎて怖いくらいだった。

			　魔物を避けるように進ませているのだが、認識していることに気付いているのだろうか。

			（……まぁいっか。考えるのめんどい。っていうかシンドイ。吐きそう）

			　保留にしたイリアの下に、搬送部隊から声が届く。

			『こちら搬送部隊。丁字路に着いた』

			「了解です。左手の店の奥にドアが見えますか？」

			『ああ。見える』

			「そこから、奥の通用口に出てください」

			『了解した』

			　バルドと搬送部隊の進行は順調だが、問題は取り残された警ら隊だ。

			　リーダー格の変質したロンドレッドエイプが出す指示で、フランクたちは後手に回っている。

			　守りやすいよう入口が一つしかない部屋をフランクが選んでいるため、奇襲を防ぎつつ膠(こう)着(ちやく)状態を保つことに成功しているが、現状ではバルドの侵入する隙がない。

			（……仕方ないか）

			　少しの損失を恐れてすべてを失っては本末転倒だ。

			　わずかな逡(しゆん)巡(じゆん)の後に決断したイリアは、バルドとの通信を繋げる。

			「バルドさん、左折して壁伝いに進んだら、三つ目の区画で結石を一つ、奥の通路に投げ込んでください」

			『は!?』

			「その時、魔力を込めながら詠(えい)唱(しよう)をお願いします」

			　そこで初めて、バルドは狼(ろう)狽(ばい)するような反応を見せた。

			『いや、俺、魔術は苦手なんだけどよ』

			「大丈夫です。結石を暴発させるだけですので」

			『それのどこが大丈夫なんだよ！』

			　うんうん。バルドさんはこうじゃなくっちゃ。

			　そんなイリアの考えはともかく、結石も決して安くない代物であるため、彼の動揺は当然の反応だった。

			「お願いします。結石を通して聞こえたのですが、その先に魔物が固まっています。人命には代えられません」

			『……了解』

			　一方、その人命を蔑ろにするような行為をした本人である普(ふ)人(じん)の青年は、クロードと合流したエクトルの尋(じん)問(もん)を受けていた。

			（テロ……悪魔がつけ込んで、混乱を大きくしようとした……とか？）

			　普(ふ)人(じん)至上主義者。

			　ギルド絡みではないらしく、副支部長から伝えられた〝イリアに対して実力行使をしかねない「気を付ける」対象〟ではなかった。となれば、きな臭いというライハンドの回し者だろうか。

			　そこまで考えたイリアは小さく溜息を吐く。犯人の雇用主、所属組織はいずれにせよ、忠告してくれたのにこの体たらく。へこんでいるイリアの下にバルドから連絡が届いた。

			『着いた』

			「……了解です。では、詠(えい)唱(しよう)の復唱をお願いします」

			『お、おう』

			　彼女が伝える詠(えい)唱(しよう)は、結石に設定を書き加えるもの。魔力を込めるだけであれば起動するだけで済むが、イリアの魔力で設定が通話程度で収まっているところに〝別の魔力で同じ設定〟を加えると、連(れん)鎖(さ)反応を起こして本来の魔術としての効果が生じる。

			「――此方と彼方の風を繋ぎ」

			『こ――こなたとかなたの風を繋ぎ』

			「我が意志を、心の揺らぎを繋げ――風の激(げつ)昂(こう)」

			『我が意志を、心の揺らぎを繋げ――風のげっこう』

			「――ウェイバーコネクト」

			『――ウェイバーコネクト』

			　詠(えい)唱(しよう)の終了と同時にバルドが結石を投げ、魔物が集まる一画に落ちた結石は甲(かん)高(だか)い音を立てて跳ねた。

			　１回、２回。

			　３回目の着地には至らず、結石は炸裂音とともに衝撃波を生み出した。

			　それらで魔物を殺せはしないものの、通路を抉(こ)じ開けるには十分すぎる威力だった。

			「今です。直進して二つ先の区画で右折し、通路の先にある部屋に入ってください」

			『りょ、りょうかい……』

			「敵と勘違いされないよう、ドアを開く前に、結石をドアに密着させてくださいね」

			『……分かった』

			　バルドのテンションが下がっていたが、状況自体は順調だから良しとする。

			　それから搬送部隊にルートを伝えながら、退却時のことも考えて１階の部隊に魔物の排除をしてもらう。

			　警ら隊に集中していたのか、１階の魔物が少ないのは不幸中の幸いだった。

			『イリア、ドアの前に着いた』

			「はい。フランクさん。聞こえますか？」

			『イリア……!?』

			「はい。ドアの前にバルドさんがいます。入れていただけますか？」

			『分かった』

			　これで無事、バルドと警ら隊が合流した。警ら隊の戦力を活用できるとはいえ、結石はバルドの持つ一つのみ。警ら隊を複数の部隊に分けるためにも、まずは搬送部隊との合流を優先する。

			　地下１階の魔物も数は多くはない、増援部隊で何とかできるだろう。

			　そう予定を修正するイリアの下に、この街で一番聞きなれた声が聞こえてきた。

			『イリア、バルドはどうする？』

			　フランクが結石を持つことになったらしい。

			　バルドはあくまで隠密に特化しているため、能力を考えれば当然の判断だった。

			「搬送部隊との合流まで、警ら隊の皆さんに同行してください」

			『了解だ。……具合が悪いのか？　無理するな』

			「あ、はい。ありがとうございます……って、フランクさんが人の心配してる場合じゃないですよ」

			『だな』

			　こんな状況でも人の心配なんて、らしいと言えばらしい。

			　緩みそうになる気を引き締め、まずは予定通り、搬送部隊との合流を優先してもらう。

			「――そのまま直進してください」

			『了解、見えた！』

			　搬送部隊を誘導して合流させた後は、結石を配って部隊の編成。

			　その間、バルドには斥(せつ)候(こう)の役割を担ってもらうことにした。

			　もちろん、魔物の位置を正確に把(は)握(あく)している理由を作るためだ。

			『イリア、この結石はイリア以外にも繋げられるのか？』

			「え、あ、はい。えっと、結石の効果範囲であれば」

			　本来は、イリアの魔力が届く範囲というのが正しい。

			　だが、それを言ってしまえば結石同士の通信が可能となる口実がなくなってしまうため、でっち上げた設定だ。

			　しかし、フランクの横で話を聞いていたはずのバルドも魔術に疎(うと)いせいか、そこに突っ込みが入ることはなく、話は問題なく進められる。

			『なら、これからはこちらで互いに連(れん)携(けい)していく。君は無理するな』

			「でも……」

			『いいから』

			「……はい。……分かりました。どうかご無事で」

			　よほど危険な状況にならない限りは、と内心で付け加えて承(しよう)諾(だく)した。

			（……ラシェルを悲しませたくないし）

			　言い訳に言い訳を重ねたイリアは、取りあえず考えることをやめて状況の把(は)握(あく)に努めることにした。

			　同時に把(は)握(あく)だけでなく、対象も絞り込めるように練習を始める。

			　今まで虫を一瞬たりとも察知したくないと【探知】は使ってこなかったため、この機会を逃せば、また先ほどのように世界全体の把(は)握(あく)からやり直さなければならず、今回の体験から言って次は別の手段を使ってでも逃げる自分が容(よう)易(い)に想像できたからだ。

			「うぐぅう……」

			「ピィ……？」

			「ごめんね……ぅう」

			「ピィッ！」

			　許可を得られたイリアは、縋(すが)るようにハクに抱き着いた。

			　

			　一方、通信を切った先では、着々と反攻に向けた準備が行われていた。

			　彼らの目は今までの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らそうとする意気込みか、爛(らん)々(らん)と輝(かがや)いているようにも見える。

			「……良かったんですか？」

			「ん？　……ああ」

			　傍(かたわ)らで斥(せつ)候(こう)の命令を待つバルドの声に、フランクは苦笑を返した。

			「あんなに辛(つら)そうな声は初めて聞いたからな。さすがに無理はさせられない」

			「そうですけど……、ほら、イリアの助言て願掛けみたいなとこあるじゃないですか」

			　言われてみれば、通信を切ると言った際、周囲からの圧力が増したような気がした。

			　あれは、幸運を手放すことを非難するものだったのだろうか。

			　今さら思い当たったというフランクの表情を見て、バルドは小さく息を吐いた。

			「……あいつを心配するのもいいですけど、これで下手に怪我でもしたらかっこ悪いっすね」

			「…………言うじゃないか」

			　互いに朗(ほが)らかとは言えない笑みを交わすと、フランクが手渡す結石を受け取り、バルドは装備の最終確認を始めた。

			「無傷で帰るぞ」

			「もちろんですよ」

			　いっそ獰(どう)猛(もう)にも見える笑みを交わし、バルドは出発した。

			　狩る者と狩られる者、そんな線引きのない本当の戦いが始まった。

			　

			　イリアがカテゴリ別の把(は)握(あく)対象を選択できるようになる頃には、闘技場内の魔物を殲(せん)滅(めつ)する段階に移行していた。

			　結局、本能に近い連(れん)携(けい)よりも、練(れん)達(たつ)した連(れん)携(けい)の方が勝ったかたちだ。

			　そういえば、と認識範囲をアクラディストにまで広げると、不要な物まで認識してしまい、取(しゆ)捨(しや)選(せん)択(たく)できるのはせいぜいリュネヴィルの都市内ということが分かった。

			　一瞬の間もなく元に戻したが、認識した限りでは無事に神具を取り除くことに成功し、神(しん)獣(じゆう)の件は解決したようだった。

			　片やリュネヴィルには一難去ってまた一難というべきか、闘技場の魔物に誘き寄せられた市外の魔物が進攻してきた。

			「……はぁ」

			　悪寒と吐き気で怠さの残る身体を、鞭(むち)を打つように叱(しつ)咤(た)して立ち上がる。エクトルに報告するために１階に向かうと、ハクもパタパタと後を追う。

			　イリアの顔を窺(うかが)っている様子が、そのまま心配してるように思えて、自然と笑みが零(こぼ)れてしまう。

			「大丈夫だよ」

			「ピィ」

			　ハクを抱きかかえて階下に向かうとエクトルと鉢合わせた。

			　ちょうどその時、闘技場でも最後の魔物が討(とう)伐(ばつ)された。

			　残る課題は探索と掃(そう)討(とう)。

			　疲(ひ)弊(へい)具合を考え、警ら隊と搬送部隊は戦力には含まずに話を進めることにしよう。

			　そんなことを考えながら、イリアはエクトルを２階の個室に招いた。

			「闘技場の方は大方の討(とう)伐(ばつ)を終え、掃(そう)討(とう)に入ったようです」

			「そうか……被害は？」

			「警ら隊と増援に重傷、軽傷がともに数名ずつですが、命に別状はない、とのことです」

			　イリアの報告を聞いて安心したのか、エクトルは座る椅子に身体を預けた。

			「不幸中の幸いと言っていいのか……」

			「今のところは言っていいと思います」

			　今のところ。

			　その言葉に反応したエクトルが、表情を硬くして視線で先を促(うなが)した。

			「現在、複数の魔物がリュネヴィルに向けて進攻中です」

			　引き出しから取り出した紙に、向かって来る魔物の種類と進行方向を画き出す。

			　幸いなことに、進攻速度が遅い種族であることや進行途中に村落がないことから、迎撃態勢さえ整えれば、対応は難しくない。

			　それをエクトルも察して、緊張をわずかに解いた。

			「連(れん)鎖(さ)的に呼ばれないよう、準備が整い次第、迎撃に出た方がいいのかな」

			「そうですね……。呼ぶのにも時間はかかるはずですので、大本が取り除かれた今、遭(そう)遇(ぐう)後、速やかに討(とう)伐(ばつ)することを優先した方がいいと思われます」

			「人員の選定も絞れそうだね」

			　煮詰まってきたところで、エクトルは不意に深い息を吐いた。

			　自分でも気付いていなかったらしく、イリアの視線を受け、苦笑を零(こぼ)した。

			「人が増えれば比例するように増えて、牙(きば)を剥く。変質して仲間を呼ぶから、満足に調査もできない。……魔物は厄(やつ)介(かい)な存在だね」

			「そうですね……」

			　言い換えれば、それこそが生物の敵として造られた彼らの〝力〟となる。

			　ただしそれは同時に、それだけのことをしなければ〝生物の敵〟として機能しない、ということでもあった。

			「人は協力することで、一対一では敵わない相手を制することができます。あちらからすれば、人の１＋１が２に収まらない力の方が、厄(やつ)介(かい)だと思っていますよ」

			　そのおかげで、リュネヴィルの危機を防げているのだから。

			「そうだね。……確かにそうだ。仲間を助けに来た魔物には悪いけど、我々も仲間を守ろうか」

			「はい」

			　解釈がエクトルらしいと思いながら、イリアは知らず浮かべていた笑みのまま同意した。

			　ただ、繋がることは、わずかな行き違いで軋(あつ)轢(れき)になる。信頼や友愛は、不信や憎悪に変わってしまう。

			　互いの距離を試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)した過程、結果での衝(しよう)突(とつ)ならば、イリアは依頼のように口を出すことはできない。

			　普(ふ)人(じん)至上主義者が何をしようとしてるのか、【探知】した際に少し把(は)握(あく)してしまった彼女だからこそ、

			（早まったことはしないで欲しいなー……）

			　と、そう願うばかりだった。

			　

			　アクラディストのとある島。

			　操作された海流によって自然に流れつくことはないこの島は、そのほかにも幻影を投射する周囲の目を欺くための魔術や、島上空の方向感覚を狂わせる呪術、そして共存関係の海獣たちによって守護されていた。

			　すべては島を拠点とする人魚たちが平穏に暮らすための工夫であり、イリアと人魚たちの女王、セイレンによって造られた楽園だった。

			　その楽園に人魚ではない者が足を踏み入れたのは、何年振りだろうか。

			「よくおいでくださいました、パーシャ様、ガブリル様」

			　セイレンに出迎えられた妖(よう)精(せい)と鬼人の少年は、地上では人の足で、海中では魚のヒレを足としてずらりと並ぶ人魚たちに、感嘆の息を漏(も)らした。

			　輝(かがや)く銀色の髪に透き通るような水色の瞳(ひとみ)。

			　何よりもそのオーラが、彼女が人魚たちの王女であることを２人に悟らせた。

			「……イリアみたいだ」

			　呟(つぶや)かれたガブリルの言葉に反応したのは、誰よりもセイレン本人だった。

			「やっぱりイリアちゃんの友達なのね～」

			「へ？」

			　思わず間抜けな声が漏(も)れてしまうほどに、セイレンがまとっていた厳格なオーラは霧(む)散(さん)し、表情はだらしなく緩んだ。

			「せ、セイレン様……もう少しですから、それらしく……」

			「え～いやよ～。ダメダメ。イリアちゃんのお友達は、私のお友達なんだから！」

			　ぷりぷりと怒る女王の説得を諦め、宰(さい)相(しよう)のような立場の人魚は客人たちの傍(かたわ)らに立つヘリーに視線を向けた。

			　その視線を受けてヘリーは頷(うなず)き、一歩前に進み出てセイレンに叩(こう)頭(とう)しながら手紙を差し出す。

			　宰(さい)相(しよう)の人魚がそれを受け取ると、その署名に目を見開き、すぐにセイレンへと手渡した。

			「セイレン様、先に申しあげました通り、彼らはバハムートの治療に協力してくださり、そのうえ私めの護衛を務めてくださいました。つきましては、追加の報(ほう)酬(しゆう)を――」

			「あ、ちょっと待って」

			　ヘリーの言葉をガブリルが遮(さえぎ)ると、その肩に乗るパーシャが立ち上がって胸を張る。

			「護衛の報(ほう)酬(しゆう)はイリア姉からもう貰ってるからいらないわ」

			「あら～」

			　困ったように、だがどこか嬉しそうに頬(ほほ)に手を当てるセイレンは、ざわつく周囲を見回して、ポン、と手を打った。

			「じゃあ、今日はお祝いにしましょう！　ムートちゃんの回復祝いをするから、お２人も一緒にどうかしら～」

			「え、でも私たち……」

			「いいからいいからっ。急いてはコトコトお味噌汁ってイリアちゃんも言ってたし、ね？」

			「「　……？　」」

			「あら？　磯(いそ)から回れだったかしら？」

			「「　……　」」

			　マイペースというのだろうか。

			　独特の雰囲気に呑まれたことで結局誘いを断ることができず、２人はお祝いという名の宴会に参加することになった。

			　島で採れる果物や、収穫した作物。確かな技術と知識で創られる海の幸を使った料理などは、世界中の料理を食したことのあるガブリルたちにとっても、筆舌に尽くし難い美味しさだった。

			　初めこそ玉座のような上座に座っていたセイレンだが、宴が進むにつれて他の人魚たちと歌や会話を楽しむと、そのままの足でパーシャたちの下に歩み寄る。

			「どうかしら、楽しんでくれてる？」

			「ま、まぁまぁね！」

			「ふふ。お腹がぽっこりしてても可愛(かわい)いわ～」

			　顔を真っ赤にしながら怒るパーシャをいなしながら、遠く、演奏と歌に興じる仲間たちを見ながら呟(つぶや)く。

			「満足していただけないなら、仕方ないか」

			　おっとりとした雰囲気が消えたことで、２人はわずかに警戒する。

			　だが、パーシャの目には彼女からの敵意は感じられず、ガブリルもまた隙の多さから、警戒を困惑に変えた。

			　そんな２人に気付いて、セイレンは苦笑する。

			「ごめんなさい、言い方が拙かったわね。ヘリーを守ってくれたこと、改めて感謝いたします」

			　向き合い、頭を下げたセイレンに、パーシャは狼(ろう)狽(ばい)する。

			「べ、別にいいって言ってるでしょ！　おねえちゃんからお金は貰ってるんだから！」

			「そうですね……。ですから、お２人には私の持つ情報を差し上げたいと思います」

			「「　……え？　」」

			　呆ける２人に微笑(ほほえ)んで見せたセイレンは、目を伏せて口上を発する。

			「光届かぬ昏(くら)い底……６匹の海竜に守られた東の神殿に、古の呪いを解くという種の欠片(かけら)が眠っている。これが、私の血族に伝わる古い言い伝えです」

			「……どういう意味？」

			「……そうね～。言っちゃっていいの？」

			　再び緩い笑みを浮かべ、どこか悪戯っぽく覗き込むセイレン。

			　その様子にむっとしたパーシャは、今しがた聞いたばかりの言葉の意味を考える。

			（光届かぬ昏(くら)い底…………海竜……神殿……、古の……種の欠片(かけら)……、古……古代……古代語!?　確か、種は古代語で石だったはず！）

			「古の呪いって、パーシャのみたいだね」

			　ほわんほわんと微笑(ほほえ)みながら言ったガブリルの言葉を受けて、確信に至ったパーシャはセイレンを見る。

			　見返す彼女はただ微笑(ほほえ)むばかりで、それ以上を語ろうとしない。

			　だから、パーシャは自分から聞くことにした。

			「どうして教えてくれたの？　なんで、私たちのことを知ってるの？」

			「さぁ、どうしてでしょう？」

			　からかうように言ったセイレンに苛つきを感じるも、彼女がひらひらと見せた手紙に気付いて霧(む)散(さん)した。

			　その手紙は最初にヘリーから彼女に渡されたもので、その差出人は１人しかいない。

			「……何が、帰って来なくていい、よ」

			　小さく震える彼女の声に含まれるのは、怒りに似て、まったく別のもの。

			　がばっと顔を上げたかと思うと、パーシャは叫ぶ。

			「次に会った時は、絶対おっきくなってびっくりさせてやるんだからー！」

			　大声が会場に響いて、人魚たちの視線が集中する。

			　我に返ったのか、つい先ほどとは別の意味で顔を赤くしたパーシャは、ガブリルの背中に隠れてしまった。

			　そんな様子を愛おしく思いながら、ガブリルは彼女に笑いかける。

			「頑張ろうね」

			　２人の微笑(ほほえ)ましい姿を見ながら、セイレンはイリアが彼らに力を貸す気持ちを理解できた気がした。

			　そして、ガブリルにちょっかいを出そうとした人魚にパーシャが魔法を撃ちかけるといった騒動はあったものの、宴会は盛(せい)況(きよう)のまま終了。

			　翌日、神殿を探すために出発するパーシャたちに協力を申し出たセイレンだったが、他の人魚たちにより阻止され、ならば他の人魚をという申し出はパーシャたちに断られてしまった。

			　パーシャは魔術で息継ぎの心配がなく、ガブリルに至っては「頑張れば１日くらい潜ってられるよー」という言葉で協力を断念したセイレンだが、より詳しい神殿の位置を伝えることで、彼らの手助けとすることにした。

			「……行ってしまいましたね」

			「そうね～」

			　島の海域を出るまでは人魚の協力が不可欠であるため、人魚に牽(けん)引(いん)され進む小舟を眺め、セイレンたちは久(ひさ)方(かた)ぶりの客人を見送った。

			　

			　――パーシャとガブリルは、あの神殿で見つけた石板を探しています。もしどうしてもヘリーを送ってくれたことのお礼をしたいなら、その辺りのことを教えてあげると喜んでもらえるかもしれません。

			　

			　彼らの意思を慮(おもんぱか)ったのかもしれないが、あくまで判断を人に任せるあたりが意固地なイリアらしいとセイレンは思う。

			「セイレン様？」

			　遠くを見つめたまま動かない女王。その身を案ずる声で我に返り、セイレンは微笑(ほほえ)んで人魚たちに向き直る。

			「イリアちゃんが結界を作りに来てくれるかもしれないから、まずは大掃除よ！」

			「「「　え!?　……ええ～!?　」」」

			　大掃除の言葉で嫌そうな声を上げた人魚たちは、その前に告げられた言葉の意味を遅れて理解し、より大きな歓声を上げた。

			　人魚たちは生来の穏やかな性格のせいか、少しくらい散らかっていても気にしないズボラさがあった。

			　しかし、生真面目なうえに綺(き)麗(れい)好きなイリアが汚い砂浜や家屋を見れば、まず片付けを始めるだろう。

			　そうなれば、イリアと接する時間は短くなってしまう。

			　１人、また１人と掃除に取り掛かっていく姿に苦笑しながら、セイレンは海に視線を向けた。

			　もう小舟は姿が見えず、人魚たちが帰ってくる気配だけがある。

			　――約束はできないけど、行くかもしれない。

			　たったその一言だけで胸が躍(おど)る自分に苦笑を浮かべ、セイレンはサボっていると仲間に怒られながら、昨日の宴会で散らかしてしまった屋敷の掃除に向かった。

			　

			　魔物の発見から始まった一連の騒動は、７日と経たずに終息を迎えた。

			　ただしそれは、表面上は、という注釈がつく。

			「普(ふ)人(じん)至上主義者の狙い、ですか？」

			　イリアの言葉に重々しく頷(うなず)いたのは、フランクとエクトルの両名。

			　現在、支部の応接間では、先日捕まえた普(ふ)人(じん)の青年から得た情報によって予想される、今後の対策についての会議が行われていた。

			　青年の証言では、今回の魔物は一週間ほどの期間で変質が始まったらしい。

			　つい先日リュネヴィルに届いた調査では〝捕獲して二週間以内であれば魔物を持ち込んでも問題はない〟という結論に達したことから、齟(そ)齬(ご)の原因を含めた再調査が予定されていた。

			　原因は十中八九、悪魔の仕業だとイリアは考えている。

			　悪魔は【精霊の目】を持っているため、誰が誰に害意を抱いているかを、憑(と)りつかなくても知ることができる。

			　だからこそ、利用しようと青年に力を貸したとしても不思議はなかった。

			　分からないのは、悪魔がどうしてリュネヴィルを狙うかだった。

			　光素の強い昼間は弱体化するとはいえ、結果も確認せずに魔物の操作を途中で辞めた意図が分からず、当然、邪神と無関係だとは思えない。

			「正直、最近の主義者の動きは活性化する一方だ。今回の件も、ただ混乱を起こすためというには、全容が掴めなくてね」

			　面倒くささから内心で項(うな)垂(だ)れるイリアをよそに、そう言って眉(まゆ)をひそめたのはエクトル。

			　結局、青年から黒幕に辿り着くことができなかったのが、尾を引いているのだろう。

			　主義者。

			　その言葉と、一般常識の範囲でできる助言をイリアは考えた。

			「今、四維王国と四溟国家の中で普(ふ)人(じん)至上主義を掲げているのは、神聖ライハンド皇国だけですね」

			「ライハンドが主導でテロリストを各国に送っている、と？」

			「そこまでは言いませんが……連合ともかなり険悪になっていると耳にしたので」

			　言ったのは副支部長で、支部長や姓ではなく「フランクさん」と呼んでいたあたり、彼はフランクと親交がある様子だった。

			　しかし、こうして考え込むフランクの様子を見ると、イリアにしか例の独り言を聞かせなかったということが想像できた。

			　イリアの動向を見るためか、支部長に伝えるのは憚(はばか)られる程度の、現段階では対策の立てようのない不確定な情報だったのか。

			「ギルドが力をつけかねない闘技場を閉鎖させるつもりだった……？」

			「多種族国家としては歴史の浅いロンドヴィルを狙い、……いや、それでは……」

			　思考の袋小路に嵌(は)まり込んでしまったのか、２人は案を考えては否定を続ける。

			　埒(らち)が明きそうにないと判断し、気分転換もかねて紅茶を淹(い)れなおす。

			「なんだか、疑心暗鬼に陥(おちい)ってしまいそうですね」

			　イリアの言葉に２人はハッとしたように顔を上げた。

			　そして見ているようで見ていなかったと、お互いの顔を見て苦笑を浮かべた。

			「……そうだな。現状、私たちができるのは何があっても対策が取れるよう、備えておくことくらいだ」

			「ああ。こちらから傷つける必要はない。私たちは私たちを守れるだけの力があればいい」

			　思いの外あっさり決まってしまった結論に、２人はさらに苦笑を交わし、それを見たイリアにも笑みが浮かんだ。

			　この２人が治めている間は、きっとリュネヴィルは大丈夫。

			　そう思える心強さが、彼らには感じられた。

			（……守れるだけの力か）

			　言葉を胸中で反芻する。

			「イリア、おかわりを……どうかしたか？」

			「いえ」

			　フランクに笑顔を返し、受け取ったカップに紅茶を注ぐ。

			　悪魔や邪神がこの街で何かしようとしてるなら、彼女としても黙ってはいられない。

			（せっかくだし、守れるだけの力……蓄えさせてもらおうかな）

			　笑みを一層強くして、イリアは朗(ほが)らかな会話の続く部屋に広がる香りを堪(たん)能(のう)することにした。

		

	
		
			　

			終章

			　

			　難民のアクラディストへの護送も無事に終わり、それから数日が経った頃。

			　リュネヴィルでは闘技場の運営が開始され、街全体が一層活気づいていた。

			　支部食堂の二号館となる第二別館ができたことで、盛(せい)況(きよう)ではあるものの、支部のホールにかつての異常とも言えた混(こん)雑(ざつ)は見られなくなっていた。

			　そのおかげか、休憩も気兼ねなくとることができ、その休憩で人に会う余裕もあるようになった。

			　問題があるとすれば、その相手次第となる。

			「……言い分を聞きましょう」

			　努めて冷静に言ったはずが、問われた相手……ヨルクの頬(ほほ)を一筋の汗が伝った。

			　エルフたちの宿泊した宿の一室で、長老とヨルク、そしてイリアの３人が向き合い、その間には拳より大きい程度の柄の両側に、細長い円(えん)錐(すい)の突き出した槍(やり)……近い物で言えばピルム・ムーリアリスが鎮座していた。

			　これこそ、神(しん)獣(じゆう)・バハムートを苦しめた（？）神具である。

			　彼女の視線にいくらか慣れたのか、ヨルクは一度視線を外して俯(うつむ)く。

			　そして、意を決したように顔を上げた。

			「処理を一任されましたので、妖(よう)精(せい)や鬼人の少年とも話し合い、決めたことでございます」

			　汗をダラダラと流す彼の様子を見て、里の者の前では常に毅(き)然(ぜん)としているはずの長老までもが、軽く血の気が引いていた。

			　さすがにこの精神状態では整然とした話し合いはできないか。

			　そう判断したイリアが息を吐き、張っていた気を散らすと、ヨルクもまた誤(ご)魔(ま)化(か)しつつも深い息を吐いた。

			「……神具の影響力は忘れないで、って言ったわよね？」

			「……はい」

			　思いの外強い肯定に、イリアは返答の続く言葉を待つことにした。

			「あ、あの場に神具を埋め、真に歴史の表舞台に立つ機会まで眠る……。それが、本来神具の眠り方だと思いました。しかし、その力が破滅を望むものの手に渡る可能性がないとは言えません」

			　だから埋めてこいって言ったんだけど。

			　そうは思うが、ヨルクが考えなしの行動をとることはないと重々承知しているため、口を挿まないでおく。

			「神具が安心して機を待つことができ、悪に渡ることのない場所こそ……御身の御傍だと判断しました」

			「私に、神具を保管しろと？」

			「っ、お、恐れ多くもっ……！」

			　イリアは神具に視線を移す。【神の目】で表示されるのは、神槍ヴィシュヴァ。

			　これで何本目の神具だろうか。

			　この世の全てには理由と原因と意味があり、因果で繋がっている。神具もまた同様で、いつか揮(ふる)われる機会と担い手が現れるからこそ、こうして表舞台に立つ因果が組まれていく。

			（これ以上〝神具が揮(ふる)われるべき機会〟になんか関わりたくないのに……）

			　そうは思うものの、ヨルクの言い分を理解してしまうのも事実。

			「……わかりました」

			　悩み抜いた末に絞り出した声に、ヨルクは安(あん)堵(ど)の息を微かに吐いた後、叩(こう)頭(とう)した。

			　正確には、叩(こう)頭(とう)しようとしたところにイリアが口を挿んでそれを阻(はば)んだ。

			　高圧的な物言いになってしまったのは事の重大さを理解してもらうためであり、崇(あが)め敬われるつもりは毛頭なかった。

			「ただし条件があります」

			「は、はい」

			　怯えるヨルクにイリアは胸中で笑う。

			（ふふ。私が慈(じ)善(ぜん)で面倒事を受け入れると思った？）

			　残念でした。

			　イリアは微笑(ほほえ)み、彼の者を掌で指し示す。

			「長老を里に帰して」

			　提示された条件に、２人は固まった。

			　直後、動き出そうとした長老を制するように、生じた水球が長老を包み込む。

			「かしこまりました！」

			「ぼぶぶ、がばぼ、ごぼっ！」（ヨルク、貴様、ごぼっ！）

			　まるでイリアの意思が変わらないうちに逃げてしまえと言わんばかりに、水球を携(たずさ)えたヨルクとエルフ一行はそのままの足でリュネヴィルを発って行った。騒動に気付いたエルフが、水球から出ようとする長老を総掛かりで押さえ込んでるのがシュールだった。

			　ともあれ、これで厄(やつ)介(かい)ごとの数は差し引きゼロ。精神的ストレスはむしろ減ったとさえ言える。

			　いい取引だった、とイリアは支部への帰路につく。

			「あ、イリア、お帰り」

			「ただいま、リア」

			「ピィ！」

			「ハク、ただいま」

			　飛び込んできたハクを抱えながら撫でる。

			　やっぱり支部は安心する。

			　そんなことを考えていたイリアが甘かったのか、それとも他の何かが働いたのか。

			「応接間にお客様がいらしてるよ」

			「お客様？」

			　リアは頷(うなず)く。

			　客を待たせているにもかかわらず、焦りがまったくないことに違和感を覚えたイリアだが、そんな彼女を察したリアが口を開いた。

			「本当はフランクさんのお客様なんだけどね、イリアが帰ってきたら、ぜひ会いたいって言ってきたの」

			「……そうなんだ。ありがとう」

			　休憩時間は残り少ないが、待たせたままというのも失礼だと応接間に向かうことにした。

			　ノックをすると、扉の向こうからフランクの招き入れる声が聞こえた。

			「失礼します」

			「お姉さま！」

			　部屋に入った途端に抱き着かれた。

			　強(きよう)靭(じん)な精神力で動揺を抑え込みながら相手を確かめると、青い髪をした、見たことのある普(ふ)人(じん)の女の子だった。

			　少女の名前はソフィア。

			　イリアが彼女と初めて会ったのは、生(いけ)贄(にえ)の祭壇。

			　今はイリアが着ている［巫(み)女(こ)の枷(かせ)］を着ていた当時の彼女は、その名が示す通り、邪神の生(いけ)贄(にえ)に選ばれた巫(み)女(こ)だった。

			「久しぶり、ソフィア」

			「お久しぶりです！　私、新しくできる教会の教徒として赴任したんです！」

			　照れくさそうに頬(ほほ)を赤く染め、そう言った少女は一歩引いて自分の着ている服を示す。

			　彼女の着ている襟(えり)と袖(そで)が緑色で黒に近い茶色の修道服は、すでに建築を終えたラトヴェスター教のもので間違いない。

			「これ、ソフィア。支部長殿の前で失礼ですよ」

			「あ、す、すいません！」

			「かまいませんよ」

			　何度も頭を下げるソフィアに、フランクはいつも通り爽(さわ)やかに対応する。

			　彼の対面に座り、ソフィアを戒(いまし)めたのは普(ふ)人(じん)の男性で、着ている物はソフィアの着る修道服を少し豪華にしたもの。

			　イリアの視線に気付き、男性は立ち上がってお辞儀した。

			「お久しぶりです、イリアさん。こうして再びお会いできたことを嬉しく思います」

			「お久しぶりです、司祭様。私も嬉しいです」

			　それ以上に驚いていたが、表面上は平静を装う。

			　努めて普段通りに振る舞った甲(か)斐(い)あって、その後も特に変わったことはなく、平和なやり取りが交わされていく。

			　普(ふ)人(じん)の男性、ベルナルト・ガルトマン。

			　生(いけ)贄(にえ)の儀式を行っていた村が属する都市の司祭を務めていた彼は、邪神がいなくなった後は布教のためにその村を訪れるようになった。

			　その頃から、順調に歳を重ねたこと以外に変わっている様子はない。

			　ただ一つ。

			【神の目】で表示される職業に、邪神に憑(と)りつかれた者、と書かれていたこと以外は。

			　

			　

			〈『ギルドのチートな受付嬢③』へ続く〉
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